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＝
こども工コクラブに思う

一実績発表大会よしﾉー

◇“こども工コクラブ”実績発表大会に初出場

平成9年度の“全国野生生物保護実績発表大会”

（中央大会）の特色の一つは、近年台頭の著しい

“こどもエコクラブ”（以下エコクラブ）が、初め

て中央大会に出場したことである。クラブ名はM県

Y町の"H"クラブで、その概要は次の通り。

1.はじめに～地域の特色

町全体が海浜自然環境・緑地環境保全地域に指

定され、西側には山や丘陵が続き、中央平地は水

田が開けているが、大きな河川は無く溜池が多

い。東側の海岸沿いの砂地は畑となっている。雪

は少なく温暖で、渡り鳥の越冬地に適している。

2.調査内容～主に第2・第4土曜日

(1)平成7年度～結成年度、小学生15名

○夏休み～川遊び、魚とり

「いつまでも魚が泳いでいる川にしよう。」と

の発議が活動の原動力となる。

○冬休み～脱穀後のわらの利用研究

・わら打ち・縄ない・しめ縄作り

※特別賞を受賞、エコクラブ全国大会に出場。

(2)平成8年度～里山（西側）の四季を観察

．A山地の地勢推察・里山の歴史探究

・観察カードに記録・お年寄りの話を聞く

・民話の研究・樹木のラベル取り付け

・巣箱作りと架設・紙芝居作成

・記録の整理・森を見直し、自然保護に関心を

呼びかけ

(3)平成9年度～前年度の成果の活用と補完

．紙芝居の披露、貸し出し・町民の意識調査

・伊豆沼見学・探烏会、野鳥の生態観察

3.終わりに～学校の違う地域の児童で編成

・自然の大切さを体で感じ取る．都市化を防ぎ

自然環境の保全・改善の活動へ指向

以上であるが、特に印象的だったのは、

①学校、先生から離れ、のびのびとした児童の姿

②サポーター（母親1名）の児童管理

③学習課題の考案と指導過程（マニュアル）

などだが、サポーターの存在が重要な意義を持ち、

現職・退職の教師も多いと聞く。来年度以降、どん

なエコクラブが出てくるか楽しみにしている。

－3‐

会長江袋島 吉

◇“こども工コクラブ"(JEC)について

“こどもエコクラブ”は、環境庁（環境保全推進

室）が創設したもので、概要は次の通りである。

1.目的

子ども達の将来にわたる環境の保全への高い意識

を醸成し、21世紀に向けて負荷の少ない持続可能な

社会を構築するため、仲間と共に主体的に地域環

境・地球環境に関する学習や具体的な取り組み・活

動が展開できるように支援する。

2.活動内容

(1)各クラブの自主的な活動（エコロジカル・アク

ション）～メンバーの興味・関心に基づ

き、自ら活動内容を決めて自主的に活動する。

(2)全国のクラブの共通的な活動（エコロジカル・ト

レーニング）～自主的活動をより楽しく、

豊かにするために、事務局がデザインした全国

のクラブの共通的学習活動

3.参加・登録方法～登録期間1年間

(1)小・中学生の数人から約20人の仲間で組織。各ク

ラブに、応援するサポーター（大人1人以上）

を置く。現在会員数約55,000人。

(2)各クラブは原則として、各市町村に設置する事務

局に名称・構成員などを登録し、各都道府県の
事務局を経由して、（財）日本環境協会に設置

する全国事務局が全国の名簿等を整備する。

(3)登録されたクラブには会員手帳、会員バッジ、J
ECニュースが市区町村を経由して送られる。

(4)賠償責任保険に加入している。

4.全国事務局・地方事務局

(1)全国事務局（前記）(2)都道府県事務局

(3)市町村事務局

5．“こどもエコクラブ全国フェスティバル”開催

○会員の交流と市民への普及啓発を図る。
6.応援のための道具立て

(1)会員手帳(2)バッジ(3)JECニュース

(4)サポーター・コーディネーター（自治体職員）
ニュース

7.市民団体・企業等の支援・協力活動の募集

8.文部省・各教委・学校との連携・協力依頼

9.活動事例集の発行、NTTホームページ開設

※さて、4年目のエコクラブはどんな姿で？
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霧ケ峰八島が原湿原の自然観察
クロスカントリースキーを使って

平成9年度冬季研修会を、平成10年2月28日～

3月1日(1泊2日）、長野県八島湿原にて実施し

た。

今回の研修会の目玉は、雪上での自然観察であ

る。冬の野鳥はもちろんのこと、雪の上に残された

動物たちの足跡や食痕をクロスカントリースキー

（以下XC)を用いて探してみよう（アニマルト

ラッキング）というものであった。講師には、霧が

峰の自然に詳しい地元の「霧が峰自然観察指導員

会」の3名の方々にお願いした。

まず、宿泊場所となる「鷲が峰ひゅって」に集合

した後、すぐにXCの講習に入った。XCは初めて

という人が何人かいたが、基本的な歩き方や滑り方

を教えてもらい、2時間の講習後には、参加者全員

がなんとかXCに慣れることができるようになっ

た。

次いで、講師の一人でもあり、鷲が峰ひゅっての

オーナーである田口さん手作りのおいしい夕食をい

ただいた後、スライド映写を交えながら霧が峰の自

然についての説明を受けた。八島湿原の四季折々の

移り変わりがよくわかると共に、明日の自然観察に
皿

胸が躍った。

翌3月1日は、昨夜からの雪により新雪たっぷり

の状態となった（今年はおよそ15年ぶりの大雪で、

既に積雪は十分にあった）。朝食後、9:00より早速

出発。

残念ながら動物の足跡のほとんどが新雪によって

消されていた。しかし、木の枝が鋭い刃物で斜めに

スパッと切られたようなノウサギの食痕や、カモシ

カによって痛々しいまでにむかれてしまづた木の肌

を十分に観察することができた。また、野鳥では、

「フィッ、フイッ」と鳴き交わすウソのつがいを見

ることができた。

講師の方々は、霧が峰の自然全般について大変詳

しく、植物と動物の関係や気象と植物の関係につい

て、参加者に問いかけながらわかりやすく解説して

くださった。そのため、厳しい自然の中で一生懸命

生きている動植物の様子を十分に感じとることがで

きた。

常務理事堤達俊

15:00過ぎに「ひゅって」に戻り、窓の外のえさ

台に飛来するコガラ、ゴジュウカラ、シジュウカ

ラ、ハギマシコを見ながら感想を語り合った後、解

散となった。

最近のアウトドアブームにより、XCが注目され

ることも多い。XCそのものを楽しむのも大変結構

だが、今回のようにXCを目的としてではなく道具

や手段として用いることは自然観察にとっても有効

であることを再確認した。XCを用いて厳しい冬の

中での生き物の生活をのぞいてみることを多くの

方々に勧めたい。

今回の研修会では、霧が峰自然観察指導員会の

方々に大変お世話になった。深く感謝の意を表した

い。

これからも有意義な研修会を企画していこうと考

えている。会員の皆さんも奮ってご参加くださるよ

うお願いしたい。また、研修会についてのご希望ご

要望を事務局までお寄せいただければ幸いである。

錘：

篭
全雀

鐸舞溌報農潔茅､謹耗
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愛研冬期研修会に参加して

ぬくぬくとした部屋のガラス窓越しに、餌台に集

まる烏達を見ていると、雪深いこの厳冬期に餌にあ

りつける喜びを感じているのだろうか。シジュウカ

ラ、ゴジュウカラ、ハギマシコ、コガラなどが次々

と飛来しては私たちを楽しませてくれる。

今回、全国愛鳥教育研究会の主催で、雪の中の野

鳥や動物達の生活を観察する会が催された。ここ臆

奥霧ケ峰、八島ケ原湿原。日本の高層湿原の南限

で、学術的にも貴重な湿原である。ビーナスライン

を霧ケ峰から美ケ原に抜ける鷲ケ峰の麓に位置する

「鷲が峰ひゅって」を宿として、湿原の周囲をクロ

スカントリースキーを使って地吹雪体験ツアーをし

ようという計画である。クロカンの上手な人、まあ

まあな人、総勢11名が参加した。

宿の主人田口さん、霧ケ峰自然観察指導員の伊藤

さん、山川さんからクロカンスキーの手ほどきをし

ていただいて、勇躍、厳冬期のフィールドへ出発。

一面銀世界の中にも春を待っているたくさんの命

がある。一生懸命に生きている動物達や、雪や氷の

下で草や大木たちが、既に春の準備をしているのに

は驚かされる。冬の強い季節風で一方に変形したミ

ズの枝にウ ソがいた。かなり近づいても逃げない塗

－5‐

一般参加大橋佑介

胸元はピンク色で、しきりとその実をついばんでい

る。カラマツの林の中で、アカゲラがあけた丸い穴

が、私のへそのあたりの高さにあった。ずいぶん低

い位置にあるなと思って考えた。そうだ、我々は1

m以上もの雪の上にいることを忘れていた。ミズナ

ラの枝に変な花がある。花ではなく虫癌（ちゅうえ

い）だそうだ。昆虫が木の芽に卵を産み付けると、

ホルモンの関係で花のような痛のようなものができ

るという。

動物達は、この吹雪の中で穴ごもり。横なぐりの

雪の中で動いているのは人間だけ。残念ながら動物

達の足跡も見えない。しかし、明らかにノリウツギ

の枝を食いちぎったカモシカの足跡はある。私は木

肌をかじってみたが、何の味もしない。冬の間は、

動物にとっても植物にとっても、あるいは小鳥達に

とっても厳しい世界だが、彼等がそれぞれにみんな

つながり合って一生懸命生きているんだなと、つく

づく感じさせられた。

私は、こうした会に参加したのは初めてだが、楽

しい仲間とヒュッテの温かいもてなしと、しっかり

した指導員に恵まれ、雪の中を、こけつ、まるぴ

つ、またとない二日を過ごすことができた。

皆様、ありがとうございました。
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露護雲

特集宿泊型「自然教室」

今回は、野外で宿泊を伴って行う自然学習のプロ

グラムについて考えてみたい。

いわゆる「自然教室」の名称にも、自然教室や林

間学校など様々なものがあるが、従来、宿泊を伴っ

た学習と言えばキャンプというイメージが強かっ

た。それは、ボーイスカウトの流れを組む日本の野

外教育の流れがあったからであろう。

宿泊学習と言っても、つい最近まではどこの取り

組みであっても、内容はほとんど似たようなもので

あった。昼間はハイキングや水遊び、午後になると

自炊のしたくにとりかかってカレーライスを作り、

夜はキャンプファイヤーを焚いて歌ったり踊ったり

して騒ぎ、翌朝はラジオ体操をして食事を作って食

べて掃除をして帰るというパターンのものが多かっ

たのではないかと思う。学校教育の宿泊学習は、い

わば体育会系のレクレーション的な内容で行われて

いたと言ってよい。

学校教育で取り組む意味とじては、特別活動の内

容が主であり、集会活動的なプログラムで学級集団
をまとめ、行事を盛り上げる目的があった。

しかし、このような内容であるなら、何も野外に

出かけて行って学習するまでもなく、学校でも十分

に対応できるのである。わざわざ自然の豊かな環境

に行って学習に取り組むのであるから、現地の環境

を活かした学習を工夫するのでなければ意味がない

であろう。

そこで、環;境教育の考えを取り入れた学習プログ

ラムカ泌要になってくる。この場合の環境教育とし

てのポイントは、最も基本的な自然体験をメインに

した自然理解､そして､自然とのかかわりによる感

性の充実であるd:；

これらの内容について'は、一部の学校や自然保護
．！,、,ﾛも毎

団体でも、自然保護教育の観点から古くから取り組

まれてはい考斌対士弄な秘にあまり知られて
いなかった.'fcがしぷ最近では自然保護団体の取り

-6-

常務理事平田寛重

組みや社会教育では盛んになってきている。

内容的には、野鳥・植物・昆虫・水生生物・哨乳

類・トラッキングなどの生物全般を対象とした自然

観察、星や土壌や岩石等の無機物を対象とした自然

観察、牛乳からのバター作り、植物や山菜の調理や

試食、竹を材料にした箸作り、草木の根や葉などを

材料にした染め物、アケビなどのツル植物を使った

かご作り、木の実を使ってのリース作りといった現

地調達原材料によるクラフト作業、俳句や絵手紙や

新聞などによる表現活動、炭焼きや枝打ち、草刈り

や農作業などの労働体験活動、ロールプレイやディ

ペートなどの話し合い活動などが考えられる。

この他、環境、スタッフの専門、参加者の年齢、

規模などによって、さらにたくさんの活動内容が考

えられるが、自然とのかかわりを深めるためには自

然体験活動を主に据えることが重要である。

出向く環境は、山・川・島など多岐に渡る。予算

や交通の便､物資の搬入や宿泊施設、主催の趣旨な

どによって選択されることになるが、参加者に何を

一番感じてもらいたいのかを明確にし、主催者の意

志をしっかりと反映させたいものである。そこに宿

泊施設があるからそれを使うというのでなく、目的

達成のために必要な環境や場所を選択するのが本筋

である。

活動時間帯は、夜間休む以外は、日中・夜間、雨

天もすべて活動の対象となる。日中は、雨天でも、

濡れない対策や、万が一濡れても濡れた後のシャ

ワーなどの施設が充実し対応が十分であれば､雨天

での自然の様子や変化を学習することは、非常に有
一．r･,企も，

意義なことである。ー，
ぐ：･・・｡,‘,..'.･

夜間も、暗いという短所を暗くなければできない

という長所に転換冬歓毒奉ることが大切である。
夜行性の動物の観察ﾔ星や月の観察､そして暗闇体
験（ナイトウォーク、歩ミイ>ウ鍬ツチング）など、

普段考えもしなかった鏑i轍ｳ組むことができ
．：．’、

る。しかし、雨天や夜間の取り組みには、安全面の



十分な配慮が必要なことは言うまでもない。

夜間の活動の取り組みは、遊び半分の肝試しとは

意味も目的も全く異なるものである。これは、個人

と自然との語らいであり、自然を感じる機会を持つ

ことに意味がある。野生動物たちの息づかいも聞こ

えるかもしれない。普段、経験できない自然とのか

かわりを持つことによって自然理解が進み、よりよ

い自然との過ごし方を目指すようになる。ここに、

自然を理解する教育としての意味がある。

このように環境教育がブームとなってからは、野

外活動の在り方もレクレーション的な内容からより

自然学習的な内容や自然体験的な内容がへと変化し

てきている。

キャンプファイヤーはやめようという話は、金田

平氏が30年以上も前に「私たちの自然」に書いてい

らっしゃることで何も新しいことではない。

自然の豊かな場所に出かけ、学校でもできるよう

なプログラムでない、その場所でなければできない

体験や学習などを組み込んで豊かな時間を過ごし、

自然理解を深めるところに自然教室としての意味が

ある。

以下は、学校、自然保護団体、社会教育団体など

が行った環境教育の要素を含めた自然理解のための

宿泊学習についての実践報告である。

愛鳥教育No.541998.7
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露謹霧
林間学校を見直す

－環境教育の視点を盛ﾚﾉ込んだ林間学校－
ちよつき

神奈川県大井町立大井小学校一寸木肇
1．はじめに

学校で行われる環境教育は、すべての各教科・領

域で実施すべきもので、全教育課程の中で考えて、

様々な場面で展開すること力塑ましい。さらにその

基盤としての直接体験の場を設定することが、これ

からますます重要となっていくだろう。

ここでは、学校行事である宿泊を伴った野外活動

において環境教育を意識したプログラムについて計

画・実施したので報告する。

2．宿泊を伴った野外活動の考え方

そもそも野外活動の意味とは何だろう。日頃、野

外で活動することが極端に少なくなった現代では、

野外活動とは「非日常」を体験するということに尽

きるのではないだろうか。ちょっと前までは、自然

の中に身を置くということは、それほど非日常のこ

とではなかった。したがって野外活動においても、

・集団行動や規律の徹底

・飯ごう炊さん

・キャンプファイア

に重点が置かれ、自然環境については、「気持ちい

い」「すがすがしい」など雰囲気程度の認識しかな

かった。したがって、学校の校舎を利用して宿泊訓

練をするといったことも多かった。また、各学校に

プールがなかったころ水泳の訓練のために臨海学校

を行ったところもあった。

したがって、積極的に自然環境に働きかけたり、

自然について知るプログラムを持つことはほとんど

なかった。

一方、宿泊をすることの意味については、

①遠くへ出かけるので、日帰りが無理なため。

②長い時間またはたくさんのプログラムがあるた

め。

③夜間や早朝のプログラムを組むため。

④ゆとりをもったプログラムを実施するため

などが考えられるが、ここでも夜のプログラムは、

キャンプファイアやキャンドルサービスに重点が置

かれてきた。もちろん、星の観察などは行われるこ

ともあったが、夜の森の「闇」や「静けさ」を積極

－8‐

的にプログラムとして取り入れることはほとんどな

かった。

その理由の一つとして、「火＝人間の知恵」と

いった考えが強すぎて、飯ごう炊さんからキャンプ

ファイアといった流れが強かったように思う。

また、指導者側の都合や施設事情から、夜のプロ

グラムについて十分なノウハウが蓄積されていない

だけでなく、指導者自身の経験不足から実施されな

かったことも考えられる。

しかし、子どもを取り巻く環境は、ますます自然

離れを助長し、「闇」も「静けさ」も子どもたちの

周りから急速に消えつつある。そして、環境教育の

立場からも、「人間の生活を見直す」ために「自然

と親しむ」「自然のしくみを知る」などの場を設定

する必要が出てきた。つまり、今までの林間学校

（豊かな自然の中での野外活動）のあり方を見直

し、積極的に自然についての学習プログラムを取り

入れていくことが急務である。

3．実施計画

(1)ねらいについて

前述のように、今までは集団行動や単なる野外活

動についてのねらいであったが、今回は、環境教育

の視点として、「自分たちの生活を見直すきっか

け」や「自然との付き合い方の方向性」を中心にね

らいを設定した。

・野外活動を通して、自然の中で生活することの

心地よさを味わうとともに、日頃の自分たち

の生活を見直し、よりよく生きる意味にづい

て考えるきっかけとする。

・人も自然の中の一員であることを自覚すると

ともに、自然に対して思いやりを持って接す

る心を育てる。

・グループによる野外活動を通して、自主性、協

調性を育てる。

(2)実施時期と実施場所

本校では、林間学校を従来6年生の1学期に実施

していたが、修学旅行や郡連合陸上大会への参加な



どを考慮し、5年生実施に移した。以前は、どの学

校も夏休みに入ってからの実施が多かったが、学校

の教育課程のなかで実施していくことが本来的であ

り、学級づくりのよいきっかけにもなると考え、1

学期実施を計画した。

なお、実施場所については、5学年実施というこ

とで足柄ふれあいの村（※以下、「村」とする）を

利用した。もっとも施設の予約状況が時期的にどう

しても偏り、抽選で5月上旬実施となった。実質ま

だ4年生に近いため、体力的にも多少心配なところ

はあるが、万全の体制で臨めるように計画した。

(3)実施計画

施設使用の予約は前年度にしてあり、4学年担任

が使用施設や食事などの概略を提出していた。実質

的な計画にあたっては、該当学年の5学年担任が

行った。ゆとりをもってねらいを達成するために

は、日帰りではスケジュールがきびしい。また、夜

や早朝の雰囲気も味わってほしいと考えつつ、他教

科の時数とのかかわりから、1泊2日の計画を立て

た。さらに、飯ごう炊さんについては、5年生とい

うことを考慮して、1日目の夕食のみとし、2日目

の朝食は村の食堂に用意をしてもらうことにした。

なお、学校行事の扱いではないので、引率の教師

については、学年の担当を中心にし、必要最低限で

行った。以下、細かい計画について述べる。

①計画と下見

実施期日が5月1～2日だったこともあり、4月

上旬には、新担任で施設見学をした。また、新学期

早々の学年だよりに林間学校実施の期日を記した。

さらに子どもを通して計画を知らせるとともに、実

施約1週間前の学年懇談会で、林間学校の趣旨説明

を行った。

【何のための林間学校か】

○生活を見直す吟不便を体験する＝人間のたくま

しさに気付く。

○自然の中で吟ヒトも自然の一員、自然に対して

ローインパクトで過ごす。

○自分が参加する（自主性）

助け合う（協力）

また、荷物の運搬や費用の徴収、さらに参加にあ

たって担任に知らせておきたいことがあったら連絡

をしてほしい旨を伝えた。

下見については、書類の提出時に再度行った。

－9‐
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一方、養護教諭から女子を対象に初経に関する指

導を行っていただいた。

②予算

昨年まで続いていたキャンプファイアをやめたた

め、その際の薪代が節約できた。さらに、食器用の

中性洗剤の購入をやめた。洗剤については、村に用

意してある石鹸とクレンザーを使用することにした

ためで、経費節約だけでなく、環境に配慮すること

ができた。

その分、村で発行している「春の自然観察ガイ

ド」（1冊l帥円）を全員分購入し、自然観察オリ

エンテーリングで使用することにした。

その結果、必要経費は一人2900円となり、前年

度より減らすことができた。この中には、学校から

村までのバス代、寝具代、炊事用薪代、食事代（夕

食材料費・朝食）、写真代他が含まれる。

③子どもの班と引率教員

学級担任3人と校長および教科担任2名が引率に

あたった。

なお、子どもは生活行動グループと宿泊グループ

の2通り設定した。生活行動グループは、3クラス

とも男女混合4グループ(1グループ7～8人）

で、合計12グループ。引率教師は、生活行動グルー

プを2つ受け持つことにした。また、宿泊グループ

は男女別で10グループとし、宿泊部屋を割り振っ

た。

④日程

日程を決定するにあたって、林間学校のねらいが

達成できるようなプログラムを次のように考えた。

【自然観察オリエンテーリング】

自然に親しみ、自然のことを知る一助として、1

日目の往路で行う。コース上に設問を置き、グルー

プで解答用紙に記入し、正解を競う。なお、設問は

コース上観察できる動植物に関するものとし、自然

観察ガイドがヒントとして使えるように考えた。な

お、「人間が出して自然にかえらないものを持って

いく」という設問も設け、コース上のごみを拾って

もらうことにした。

【はし作り】

食べることは生きることの原点ととらえ、自分が

食べるための道具を自分の手で作り出すことにし



愛鳥教育No.541998.7

が容易である。た。モウソウダケを小割にしたものを小刀でけずっ

て作る。竹は学区の竹林で頂いた。また、小刀は村

のものを借りることにした。夕食はカレーライスな

のでスプーンのほうが適切なのだが、サラダがつく

ので、技術的にやきしいはし作りにした。

【徹夜と早起きの容認】

宿泊学習では、子どもたちはなかなか寝つけない

のが普通だ。それならいっそのこと夜がふけていく

のを味わわせてもよいのではないか。たった1泊で

ある。徹夜して眠かったら帰宅して早く寝ればよい

のだ。ただし、眠たい子が十分眠れるように騒がな

いことだけは、子どもと約束しよう。前任校で7月

にこのプログラムを行ったとき、ヒグラシの羽化を

見たり、トラツグミの‘怪しいさえずりを耳にしたり

することができた。

同様に起床時間まで寝床に縛りつける必要はな

い。鳥のさえずりに満ちた森の朝を体験させよう。

ただし周りに迷惑をかけないように、そして危険な

ことをしないように指導して。

【飯ごう炊さん・カレー作り】

はし作り同様、生きることの原点である。カレー

は好き嫌いがほとんどないうえに、調理にも失敗が

少ない。5年生にとっては、最適である。なお、朝

食については、児童の実態や時間的なことを考え、

食堂でパン食セットを用意してもらった。

【ナイトウォーク】

今まで行っていたキャンプファイアをやめた。前

述したが、林間学校に来たからには、「明るさと大

音量」ではなく「闇と静けさ」を子どもたちに味わ

わせたかったからである。「明るさと大音量」な

ら、学校内でもできる。それに、野生動物をおびや

かすことにもつながる。また、キャンプファイアは

事前の準備や練習に時間がかかる。

ナイトウォークはきもだめしではない。出発前の

怖い話やおどかす必要はない。むしろ、夜の森でも

生きものの営みがあること、視覚にたよらず他の器

官を砥ぎ澄まして、生きものの気配を感じ取ってほ

しいこと、闇に目が慣れてくると周りの様子がよく

わかるようになること、意外と夜空は明るいことな

どを感じ取ってほしいと、事前にレクチャーすぎ。

そして、お互いにおどかさないこと、‘懐中電灯を消

すこと、話しかけないこと、もしなにかあったら大

きな声で呼ぶことなどを指導しておく。

今回は、村内の自然観察路は他校が使うので、近

くの林道を使用し、ゴールは村内の広場にした。道

のりにして300mほどである。なお、教師はスター

ト地点とゴール地点のほかに、途中姿を潜めて子ど

もたちの様子を見ることにした。もちろん途中子ど

もたちに声かけはしない。

【大雄山最乗寺杉林ハイキング】

2日目の帰路、県天然記念物指定の杉林の中を歩

いて森を体で感じてみる。巨木が立ち並ぶ杉林に

は、ムササビが生息している。フィールドサインが

見つかれば、さらによい。
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【星座観察】

ナイトウォークのあと、星座を実際に観察し、広

大な宇宙を感じ取る。星の動きの学習は6学年の理

科にあるが、機会をとらえて実際に夜空を見上げる

ことで子どもたちに宇宙への関心を持たせることが

できる。この場合、月や惑星が見られれば、天体望

遠鏡は有効だと思うが、星座観察に重点をおくほう
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【グループの持ち物】

1うで時計

2はんごう（2）

3うちわ

4皮むき（2）

5新聞紙（たきつけ用）

6かいちゆう電灯（2）

【第2日目

6：00

6：30

5月2日（金）】

起床

朝のつどい（そよかぜ広場）

雨天：集会棟プレイルーム

朝食（食堂）

後片付け、清掃

退村式（ふれあい広場）

雨天：大会議室

ふれあいの村出発、道了尊ハイキング

大雄山駅着

大雄山駅出発（バス）

（バス案内所前より）

学校着、閉校式

給食準備、給食、片付け

反省

下校

。■■■

ロ
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エ

ー

ハ

ー

ー

０
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０
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【学校で用意するもの】

l救急用品

2ごみ袋（大型ペール用）

3マッチ(12こ）

4CDラジカセ

5望遠鏡・三脚

6携帯電話
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基 ⑥みんなのやくそく

本来なら子どもたち同士が話し合って決めるのだ

ろうが、5月初旬ということで、学年集会係と担当

が話し合って決めた。

⑤持ち物

【個人の持ち物】

※小さな物にも記名するように。

※個人の持ち物とグループの持ち物は、自分でザッ

クに入れて背負っていく。

11日目のべんとう

2水とう

3雨具

4筆記用具

5レジャーシート

6林間学校のしおり

7春の自然観察ガイド

8軍手

9タオル

10ハンカチ2まい）

11ティッシュ

12洗面用具

13着替え（下着）

14ねまき（ジャージなど）

15*帽子

16防寒具

17ポリ袋(3まい）

18ふきん2まい）

19健康チェックカード

20持薬（必要な人）、

21持ち物を入れるザック類

【バスの乗り降り】

〈行き〉

・1号車1組と2組の1．2班、教師3名

・2号車2組の3．4班と3組、教師2名

〈帰り〉

・1号車1組と3組の1．2班、教師2名

・2号車2組と3組の3．4班、教師3名

○乗るときは、途中で立ち止まらずに中へ進もう。

酔いやすい人は前の方にいよう。座りきれない

ので、席はお互いにゆずり合って座ろう。

○バスの窓から、手や顔は絶対に出さないようにし

よう。

【道路の歩行】

○右側を列を乱さないで歩こう。また、ふざけたり

飛び出したりしないようにしよう。

○自動車に十分注意しよう。

○グループでまとまって歩こう。

【ふれあいの村で】

○みんなが使う施設だよ。施設や借りたものはてい

ねいに使おう。

○グループで行動し、自分勝手な行動はやめよう。

○他の学校も来ている。なかよくやりましょう。

-11-
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⑦生活班と係

生活班は各クラス4班(1つの班は7～8人）

班長・指導者との連絡

副班長・開校式、入村式、朝のつどい、退村式、

閉校式の司会・進行

（・クラフト、ナイトハイク進行）

・班員の世話

（担当教師）

・プログラムの運営と進行

・村および他団体との連絡

・自然観察オリエンテーリング計画

・クラフト、ナイトハイク計画

食事・食事の準備、食材の受け取り

・後片付け（食器・残飯）

（担当教師）

（・食事代の支払い）

・食堂利用や野外炊事の後片付けの指導

と物品の確認

用具・シーツ類の配布と回収

・寝具類の整理・整とん

（担当教師）

（・リネン代の支払い）

・シーツ類の受領と返却

・寝具類の整理・整とん状況の点検

保健・病人、けが人の連絡

・班員・室員の健康観察

・健康カードの作成

19師.5.1

林問字確自然■鳳癖オリエンラェーリング

ふれあいの村座で、まわりの目星を■宣しながら、裏し<■事故で歩いてぃ倉念
しよう・画しい是見があるでしょう．

◎あわてないこと。十分、画に合い忠す。《でも、おそくとも』1時にむる座え
に．ふれあいの村『ふれあい広■』に頁田すること．）

O自助車に十分注皿し産しよう・判に広域■遍は、働扇に気を付けること．
O函つだことが起きたら、近くの先生や大人に釦らせましよう．

O他の竃も見ます。聞屈になっている草木は、ぬいだり．たむしをりしないこと．

61略ズ Q2J)5;

（担当教師）

・保健安全指導

・けが人の手当て

清掃・清掃の割り当て、点検

・用具の整理・整とん

・野外炊事のごみの処理（かまど）

（担当教師）

・清掃分担の指導

・使用施設の備品の管理

・清掃の点検

⑧安全管理

○自分の健康管理に関心を持たせるため、健康観察

カードを林間学校の前1週間記入させた。

○救急用品だけでなく、緊急連絡用に携帯電話を携

行した。

○校長に自動車で参加してもらい、緊急時に備え

た。

○刃物の使用や火の扱いに関しては、学年集会でそ

の方法を示した。

4．活動の実際

(1)1日目

【自然観察オリエンテーリング】

自然観察ガイドに載っているコースを使用した。

なお、スタート地点から、先発が設問を置き、ス

タートはグループごとで、次のグループは1分後に

出発させた。

自然観鯨‘}ｴﾝ〒-11シブ'周浬圃

塞書塾二鍵

言零
鯵火#緯‘男5稗（）M

QSffiSi Q40)S;

Q5略え

識
（）！

、いくつでき屋かな1

Oふれあい広国で擾出を．

図7：解答用紙と裏面の地図
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〔設問1この花は、ハルジオンと呼ばれ、今から

70年ほど前に外国からやってきました。そこで

問題。どっちのほうからやってきたのでしょ

うo

①北アメリカ②南アメリカ③アフリカ

④ヨーロッパ⑤オーストラリア⑥中国

⑦インド

〔設問2〕この花はカラスノエンドウと言います。

花と葉をスケッチしましょう。

〔設問3〕これはタンポポです。タンポポには、日

本にもとからあるカントウタンポポと外国から

入ってきたセイヨウタンポポがありますが、こ

れはどっちでしょう。そのわけも書きましょ

う。

〔設問4〕人間が出して、自然にかえらないものを

一つ持っていきましょう。

〔設問5〕ここに植えてある木には、どんなものが

なるだろう。（答：クリの実）

各グループともはりきって参加した。バスでいき

なり宿泊施設に行き、そこで実施する方法もある

が、せっかくのアプローチを有効に使うとともに、

自分の荷物を持ち、自分の足で宿泊施設に向かうこ

とそのものがねらいに即していると考える。

ごみ拾いについては、ほとんどのグループともで

きた。フィールドマナーについて考えるきっかけに

なったと思われる。また、子どもたちは自然観察ガ

イドを時間があると見ていて、自然に関心を持つ第

一歩となった。

なお、はし作りのあとに成績発表をし、賞品はお

やつにした。

写真/;はし作蒔
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【はし作り】

村で借りた小刀は右利き用100丁、左利き用5丁

であった。だれもがたいへん意欲的に活動し、けが

した子どもは一人もいなかった。なお、竹を持つ

際、素手で持たず、軍手をはめるかタオルで竹を巻

いて持つと、けがしにくい。作品はどれも細すぎ

ず、十分使用に耐えるものだった。実際に夕食に

使った子どもも多く、大切に家に持って帰った子が

ほとんどだった。なかには、帰宅後も使っていると

か、菜ばしとして母親にプレゼントした子もいた。

【飯ごう炊さん・カレー作り】

準備が早く終わり、2時間近くかけられたので、

ゆとりを持って活動することができた。教師も2グ

ループを受け持っていたので、かえって子どもたち

の主体性を生かすことができた。予想外においしく

できたカレーの味は、とても心に残ったようで、学

年の思い出として書いていた。

鼠
卜￥弓

蝿
函’

ﾖ羅義皐患!催慰 謎蜂

写真2：はしでカレーを食べる

【ナイトウォーク】

村内の自然観察路を通り、林道に出た。スタート

地点で､きもだめしではなく夜の森を体全体で味

わってほしいこと、'懐中電灯はつけずなるべく静か

に歩くこと、前のグループに追いつかないようにい

くことを話した。

筆者は、事故防止のため中間地点に身を潜めて子

どもたちの様子を見た。3～4人のグループに分か

れて出発したが、各グループとも子ども同士励まし

合って歩いていた。途中、懐中電灯をつけたグルー

プもあったが、割とすぐ消していたし、子どもたち

が手をつなぎあって歩いていくのが印象的であっ

た。

最終グループが通過したあと、気付かれないよう
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【星座の観察】

ナイトウォークのあと、村の広場を利用して行っ

た。あいにく周囲の街灯を消すことはできなかった

が、新月だったこともあり、主要な星座を観察する

ことができた。北斗七星を手がかりに北極星を探す

とともに、春の大曲線上の牛飼い座､乙女座、ま

た、南に見える火星や獅子座、双子座について話を

した。

就寝時間後の観察も可としたため、星の位置が変

わっていくのを確かめている子もいた。

に後を追った。村入口の街灯が見えるとある子が

「まぶしい！」と言った。夜空の明るさになれたも

のには、街灯はまぶしすぎるのだ。このような経験

をぜひ子どもたちにさせたいと改めて感じた。

事後、子どもにも教師にも一番印象が強かったよ

うで、たいへん好評だった。

1
【徹夜の容認】

夜がふけていくのを野外で体験することは、なか

なかない。事前にまわりに迷惑をかけないで過ごす

ことを指導してあったためか、眠れないと野外で夜

景や星空を見たりして過ごしている子どもたちが多

かった。もっとも、午前0時30分頃には、全員就寝

してしまった。

蕊 を
鍵

写¥真3：ナイトウォークの出発を待つ

一夜七時になって、ナイトウオークをやりました。

最初のうちは、まっくらに見えてこわかったです。

でも、だんだん目がなれてきて、楽しくなってきま

した。星もきれいだったです。あと、川が流れる音

が聞こえました。－(A男の作文より）

(2)2日目

【早起きの容認】

早朝は、バードウォッチングができるよう広場に

望遠鏡を設置した。あいにく姿を見ることはできな

かったが、さえずりを聞くことができた。、

－私たち三組二班の番は、四番目です。いよいよで

す。大さわ先生が、「次は三組二班きなさい。」と
むF

よばれました。私たちの班は、先生の言ったとお

り、ふたてに分かれました。最初に行くのは、私な

んかのチームになりました。それでいざ勇気を出し

てレッツゴーとなりました。私は、みんなには、

「平気だよ。がんばって行こう。」と言ってたけ

ど、心はドキドキしていました。でも、三人で手を

つないで行ったのであんましこわくありませんでし

た。とことこ歩いていくうちに、だんだん星が見え

てきてドキドキなんか飛んでいっちゃいました。三

人で星の話をしたりして、楽しく行きました。と

ちゅうザーザーという音が何度も聞こえてきたの

で、三人で滝かなあなどといっていました。そして

ようやくふれあいの村のゴールに着きました。私は

思ったより短かったなあと思いました。また、こう

いう機会があったらやってみたいです。－(B女

の作文より）

一朝、五時十分におきたら「ほ一ほけきよ」と言う

声が聞こえた。－(C女の作文より）

【朝食】

今回は、食堂にパン食セットを頼んだ。以前、サ

ンドイッチを作って食べたこともあるが、5学年に

なりたての実施では、時間的なゆとりから頼んでよ

かったと感じた。

【大雄山最乗寺杉林ハイキング】

急きょ、南足柄市郷土資料館で開催される岩石展

を見学できることになり、予定を一部変更した。珍

しい岩石だけでなく、近くで捕獲されたヘビ（シロ

マダラ）を見ることもできた。

見学が終わって杉林を通り、林が切れる仁王門の

あたりで、学校長から大雄山最乗寺の由来について

話を聞いた。また、筆者からはムササビの生息につ

いて話をし、そばのスギについている爪痕を見せる

ことができた。
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写真4：学校長による話

その後、大雄山駅まで歩いたが、1日目はりきり

すぎたのか、子どもたちは結構疲れた様子だった。

様々な体験ができた2日間だったが、2日目のプロ

グラムは盛りだくさんにならぬように配慮したほう

がよいと感じた。

5．おわりに

－お弁当を食べ終えて、いよいよはし作りが始まり

ました。用具係が、竹を配ってくれた時、ぼくは、

うまくはしを作ることができるかなと思いました。

はじめ、小刀で角のところをけずったら、力が入っ

て深くけずれてしまいました。ぼくは、これじゃあ

細くなりすぎてしまうと思いました。それからは、

軽く少しずつやって、四つの角を軽くシャツ、

シャツ、シャツと丸くなるようにけずっていきまし

た。手首が少しつかれてきたので、休みながらやり
士Iナや
隼しノーO

だいぶ細くなってきたので、これ以上けずると竹

ぐしになってしまうと思い、終わりにしました。二

本目はなれたきたので、一本目より早くできまし

た。一寸木先生に、

「ふしのうらがわをけずったほうがいいよ。」

と言われたので、けずりました。けずると、前より

かっこよくなりました。これでいいかなとまた先生

に見てもらいました。そしたら、

「合格。」

と言われ、ほっとしてうれしくなりました。

作っている時は、まわりの子ができたかどうか気

にしていませんでしたが、他の子は、もうほとんど

できていました。家に帰ったら、早くこのはしを

使ってみたいなと思いました。

カレーを作って食べたあと、だんだんうす暗く

-15-
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なった十九時に、ナイトウォークが始まりました。

外に出て、ぼくは赤っぽくかがやく星を見つけまし

た。火星だなと,思っていました。

「赤っぽく光っている星があるよ。」

とだれかが言ったので、一寸木先生が、

「あれは、火星だよ。」

と教えてくれました。ぼくは、やっぱりなと思いま

した。

ナイトウォークが始まって、ぼくは、○○君と□

口君と歩きました。とても暗かったので、星がいっ

ぱい見えました。○○君が、

「少し、こわいな。」

と言いました。ぼくもはじめは少しこわいなと思っ

たけれど、だんだんなれてきました。風がふいて木

がザワザワなっていました。歩いている時は、木が

いっぱいあったので、星は少ししか見えませんでし

た。

みんなが集まった時、先生が春の大三角、北極

星、しし座、そして北斗七星の柄の部分とうしかい

座のアルクトゥールスとおとめ座のスピカを結ぶ

「春の大曲線」をかいちゅう電灯でてらしてくれま

した。家で見る星より明るくかがやいていました。

ぼくは、ヘールポップすい星も見えたらよかったの

になと思いました。－(D男の作文より）

はし作りにまわりの子のことも気にならないくら

い熱中し、星が好きでよく見ているのに、いつもよ

り輝く星に感動したD男。子どもたちはナイト

ウォークをはじめ、この林間学校がとても印象に

残ったようで、学年の思い出にも半分以上の子が林

間学校のことを書いていた。これからは、自然環境

を生かしたプログラムを積極的に取り入れるととも

に、電気を使わないで過ごしてみるなど、人間生活

の原点に立ち戻った中で一定期間生活することは、

生きる力を育み、「生活を見直す」きっかけになる

と考える。「非日常」としての林間学校の役割り

は、これからますます大きくなるであろう。

6．文献
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灘譲雲宿泊学習での自然を生かした
夜間プログラムの実践

～もうやめよう1学校でのキャンプファイアー～

1･はじめに

小学校において宿泊学習といえば、夏季学校（林

間・臨海学校）、体験学習、修学旅行などが挙げら

れる。中でも夏季学校や体験学習の多くは、観光名

所を回ることが多い修学旅行とは違い、自然とのふ

れあいを主たる目的の一つとして行われる。

が、そこで行われることの3大イベントといえ

ば、日中の集団登山、飯盆炊さん、夜間のキャンプ

ファイアーというのがほとんどである。特に、晴れ

たらキャンプファイアー、雨ならキャンドルサービ

スというパターンが欠かせないという学校が多い。

なぜ、そうなのか。

簡単に言ってしまえば、夜間のプログラムで普通

の教員が取り組めるものとしてそれが一般的という

のが本当の理由ではないか。そして、そこそこ（場

合によってはかなり）楽しめ、子どもにとって良い

思い出になるからだろう。

が、それでその行事の目的は達成できるのだろう

か。キャンプファイアーが、自然とのふれあいを求

めてわざわざ遠くの場所まで行ってすることとして

ふさわしいのだろうか。それは、かなり疑問であ

る。

夏季学校や体験学習は、豊かな自然に囲まれた場

所で行われる。そこには、多くの野生動植物が生息

する。そういう場所だからこそ行く価値があるので

ある。

しかし、そこへ行ってキャンプファイアーをして

どんちゃん騒ぎをするというのは、渓流釣りに行っ

てゴミを捨ててくる釣り人や、バーベキューをして

油の付いた鉄板を川で洗う（しかも合成洗剤で）

オートキャンパー達と何ら変わりはない。野生動物

が主に行動するのは夜間である。その大切な時間

に、野生動物の怖がる火や大きな音をまき散らし、

それで「自然を大切にしようとする心情を育てる」

などという目的でやって来るというのは本末転倒で

ある。

誤解のないようにことわっておくが、私はキャン
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プファイアーそのものを批判をしているのではな

い。個人や小グループが小さな火を焚いて、静かに

夜の時間を楽しむという形の焚き火については、節

度をもって行うのであればそれは認めても良いと思

う。また、子どもたちが（場合によっては先生も）

熱狂し心に強く残るものとしての効果は、確かに

キャンプファイアーにはある。しかし、その場所や

時間が問題なのである。何もわざわざ山の中に来て

まで、下界での楽しみを持ち込むことはないのでは

ないか、と言いたいのである。私自身宴会好きで、

以前は夏季学校の行われる箱根にギターを持ち込み

大騒ぎしていたことがある。そして、その時は、そ

れが子どもたちの心にいつまでも残る行事としてふ

さわしいものと思っていた。確かにそういう一面は

あるにはあったが、結果として、すばらしい自然に

対し恩を仇で返すようなことをしていたのだと思

う。

そろそろ、キャンプファイアーから脱却し、その

場の自然を生かしたプログラムを行ってもよいので

はないだろうか

2．自然を生かした夜間プログラムの実践

私がこれまで小学校の夏季学校や体験学習で、直

接・間接的に指導してきたキャンプファイアーに替

わる夜間のプログラムの事例をここで紹介する。

（学校の規模は、児童数7帥名前後。対象は4．5

年生のいずれかで行った。）

a・動物の足跡をとる

(目的）夜間は、野生動物が採餌のために活発に活

動するときである。それを生かして、餌で動物

をおびき寄せ、その足跡をとり、動物の行動を

想像して楽しむ。

(準備するもの）段ボール、模造紙、ペーパータオ

ル、墨汁、肉、針金

(手順）

①広げた段ボールに、模造紙を張る。
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の中央に通す。

⑤野生動物の「通り道」と思うところに置き、

持ち去られないよう、針金の端を近くの木な

どに結びつける。

⑥次の日の朝、足跡が付いているか確かめに行

き、道具を回収する。

②その周りにペーパータオルをテープで留め

る。

③ペーパータオルに墨汁をたっぷりしみこませ

る。

④針金の先端に烏の手羽先（少し腐り気味の方

がにおいが強く効果的）を巻き付け、模造紙

ペ

し

もﾔ､猟、

牌一一約5.0cm

心4
Ｔ
Ｉ
Ｉ
約
叩
ｍ
ｌ
ｌ
Ｉ
↓
エ

トー約4.0こ､一周

で
’
’
約
“
叩
１
１
ユ

Ｔ
ｌ
約
準
ｍ
ｉ
ｌ
Ｉ
↓
ユ

ネコ タヌキ

は、朝の気持ちの良い空気の中を散歩しながら「昨

日、自分の仕掛けた場所に野生動物が来てくれただ

ろうか。」と、胸を膨らませて昨日の場所へと向

かっていった。（朝の活動としてラジオ体操をする

学校も未だに多く見受けられるが、せめて散歩をし

ながらバードリスニングを楽しむくらいの活動を取

り入れるくらいはして欲しい。ラジオ体操ならどこ

ででもできるのだから。）

そして、運良く足跡が残っていたら、それが何の

動物であるか調べてみた。タヌキだろうか、他の生

き物だろうか。子どもたちはわくわくしながら足跡

を調べていた。私が実践したところでは、ネコやイ

ヌの足跡しかとることはできなかった（事前の聞き

込み調査ではタヌキがいるとの情報を得ていた）

が、自分たちの寝ている時間に行動している生き物

（考察）

このう｡ログラムで使用する道具は、グループで一

つ作り、グループごとに話し合いをして設置場所を

決めるようにした。子どもたちにとっては、初めて

行く場所であるので、その日の日中に付近を散策す

る時間をとり、設置場所についての下見ができるよ

うにした。また、教師側による事前調査の結果をブ

リンートにして配布した。そのため、子どもたちは、

「あそこにはけもの道みたいなのがあった」「あそ

こは木がいっぱい生えていて動物がいそうだ」「こ

の道は、今までよく動物が通っている」などと具体

的な理由を挙げながら話し合いをすることができ

た。

また、このプログラムの良さは、次の日の朝まで

興味をひきつけることができることだ。子どもたち
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の存在を感じることができるだけでも楽しい気持ち

になれたようだ。また、自分たちが設置した場所に

足跡が付いていたということから、予想が当たった

喜びも得ることができたと思われる。

このプログラムで気になるのは、野生動物に一晩

だけとはいえ、餌を人為的に与えてしまうというこ

に妄

b.昆虫を捕まえる

（目的）夜間に行動する地上俳個型の昆虫を知るこ

とにより、身近な自然に目を向ける。

(準備するもの）紙コップ、板目紙、割り箸、腐り

気味の挽肉、移植ごて

(手順）

①班で話し合って、設置場所を決める。

②移植ごてで、紙コップが入るくらいの穴を地

面にあける。

③紙コップを穴に入れ、腐り気味の挽肉をス

プーン1杯くらい入れる。

④割り箸をさした板目紙を雨よけとしてつけ

る。

⑤次の日の朝、昆虫が入っているか見に行き、

道具を回収する。

（考察）

このプログラムは、aと組み合わせて、同時に

‐18－

とだ。それについては罪悪感を持ちながら実践して

いるのが事実ではあるが、子どもたちに野生動物の

息吹を感じ取ってもらいたいということを優先して

考えている。指導者は、その点を十分に考慮して、

餌の量を増やしたり、道具を放置したりすることの

ないようにしたい。

‘

ｼ箸
雄

戸塚カントリークラブ

行った。また、事前調査の結果についても同様に子

どもに知らせた。夜間に設置し、翌朝まで意欲が持

続するという点からいっても共通する部分が多い。

対象となるのは、オサムシ類.･シデムシ類などの

地表を動き回る昆虫である。これらの昆虫は、種類

によってすむ環境が違うので、朝、回収した後、環

境別に種類や捕獲数を調べ、まわりの植生などに目

を向けてみることもできた。事前に、学校付近で同

じ活動をしておくと、学校のまわりの自然と比較す

ることができて更に内容の濃い活動となるだろう。

留意点としては、‘a同様、道具を放置しないこと

（ここでは特に重要で、紙コップカ埋めてある限り

昆虫は捕まり続け、そこから逃げることもできな

い）、元の場所に近いところに昆虫を逃がすことで

ある。また、腐肉に集まる昆虫を手に触れることか

ら､活動後によく手を洗うようにしたい。
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柵
コクロシデムシ

14mm

マエモンシデ

20～25mm

壱ソ

ヤマトモンシデムシ

20～25mm

c、夜の静けさを感じる。

（目的）夜の森の音や気配を感じ取る。

（準備するもの）特になし（移動中は、班で一つ位

の'懐中電灯）

（考察）

これは全体での移動の際、その途中の道で立ち止

まり、その場でしばらくしゃがみ込み、おしゃべり

をしたり物音をたてたりしないで静かに自然の音に

耳を傾けるプログラムである。そのため、独立して

行うのではなく、他のプログラムへの移動の中に取

り入れた。

夜の森で静かにしていると、他の学校のキャンプ

ファイアーの音が聞こえたことがあった。そこに参

加した女'性教諭の「今まで何も考えずにキャンプ

ファイアーをしていたけど、こうやって森の中で自

然の音を聞いていると、キャンプファイアーがいか

に罪深いものであるかがわかった。ここに来るまで

キャンプファイアーのない夏季学校なんて考えられ

なかったし、森の中で静かに座っているなんておも

しろいのかあと思っていたけど、こういうのもおも

しろいね。」という言葉はとても印象に残ってい

る。

子どもたちにとってもこのような経験はほとんど

なく、夜の自然に触れる良い機会になったと思う。

ざ
クロシデムシ

30～45mm

オオヒラタシデムシ

19～23mm

アオオサムシ

30～35mm
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d・ムササビの観察をする。

（目的）夜間、森で活動する動物の存在に気づく。

（準備するもの）赤やオレンジ色のセロファンをか

ぶせた'懐中電灯

（考察）

このプログラムは、ムササビの観察の適所として

東京近辺では高尾山と並んで有名である御岳山（東

京都）で行った。また、宿泊場所の主人が付近の自

然に大変詳しい（御岳山ビジターセンターの所員で

もある）ため、案内をお願いした。

普段野生動物を観察することは大変難しいことで

はあるが、ムササビは多くの人数であっても、静か

にしていれば比較的観察力溶易である。また、人間

と同じほ乳類でありながら空を飛ぶ（正確には滑空

する）という変わった行動は、子どもたちが興味を

持ちやすい。

ムササビがいなければこのプログラムは難しい

が、ムササビが生息する場所であればその環境を生

かして是非行いたい。

ムササビを見ることができた子どもは、ムササビ

のことがとても印象に残り、学校に帰ってきてから

作文に書いたり、卒業式の呼びかけの中で夏季学校

の思い出としてこのことを挙げていたりしていた。

このプログラムで難しいと思うのは、野生動物の
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観察に‘慣れていない子どもたちのなかには、比較的

短時間で飽きたり、あきらめたりしてしまう子がい

る。そういう子は、友達とおしゃべりを始めたり、

'懐中電灯をやたらにつけたりする。あまりひどく

なってくるとプログラムを終えざるを得ないが、私

は、野生動物を観察するのはそんなに簡単ではない

ということを子どもたちに知ってもらう良い経験に

なると楽観的にとらえている。

時期は6月中旬で、ゲンジボタルの最盛期だった。

現在、都会ではホタルに限らず自然が減り、様々

な生き物を観察することが困難になっている。その

ため、小学校の音楽で学習する歌を、歌詞にでてく

る生き物の実物を見ることなしにイメージすること

すらできずに歌う子どもも多い。別れの歌では定番

の「蟹の光」を歌としては知っていても本当のホタ

ルの光は知らない。そんな子どもたちに、少しでも

実際の自然の姿を見せることはとても大切だと思

う。

観察の際には、懐中電灯を絶対に点灯しないよう

に注意した。光が繁殖行動の手段であるホタルに

とって、人工的な光ほど迷惑なものはないからであ

る。

ホタルを観察することによって、水や、周りの環

e・ホタルの観察をする。

（目的）ホタルの光の不思議さに触れるとともに初

夏の風物詩としてのホタルを知る。

(準備するもの）懐中電灯（移動時のみ使用し、観

察時には使用しない）

（考察）

これは、横浜市大池子ども自然公園にて行った。 境の大切さを理解することもできた。

／ へ

『
■０

●ゲンジポタルとへイケボタルの見州ﾅ方

十
喫
胤
も
ん

、、
ﾉZ，

て
催

の

農

ヘイケポタル 庁‘ﾝジボタル
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f星空の観察をする。

（目的）都会ではあまり見ることのできない星空を

観察することによって、宇宙への関心を持つ。

（準備するもの）フィールドスコープ、双眼鏡

（考察）

この活動は、夜の自然観察としてはかなり一般的

である。特に目新しいことはしていないが、フィー

ルドスコープを通して月や様々な星を観察する機会

はそれほど多いことではないので、なるべく多い台

数を準備したい。

子どもは、都会と違って多くの星を観察できるこ

とに感動していた。また、「フィールドスコープを

使うといつも見ている月がこんなにも大きく見える

んだ。」と驚きの声をあげる子どもも多かった。

このプログラムは、単独で行える自信がなかった

ので、その他のプログラムと組み合わせて行った。

g.ナイトハイクをする。

（目的）夜の闇を体験し、自然への畏敬の念を抱

く。夜の林の中で生息する虫がいることに気づ

く。

（準備するもの）空き缶、ろうそく、マッチ、地

図、学習カード

（考察）

夏の夜の楽しみといえば、昔からきもだめしが

あった。きもだめし自体、自然の闇を使った楽しい

遊びである。が、もう少し静かに歩き、虫の鳴き声

に耳を傾けるのも良いものだ。

事前に、このプログラムの趣旨をよく説明し、な

るべく自然に迷惑をかけないような歩き方をするよ

うにした。その一つとして、‘懐中電灯は使わず、空

き缶を切り開いてランタンとし､その明かりを頼り

に歩くことにした。ランタンは事前学習の中で班で

一つ作っておいた。

歩くコースは地図に明記し、途中に引率者を配置

した。子どもたちは、ほんのりと明るいランタンの

光だけで歩くことを楽しんでいたが、闇に慣れるに

従っ･て余裕のでてきた子どもが同じ班や他の班の子

どもを脅かしはじめ、最終的にはきもだめしとあま

り変わらなくなってしまった班も見受けられた。。

そうなることは事前に予想されたため、学習カー

ドのようなものを渡し、聞こえた虫の声を言葉で表

現し書き入れるようにした。そのため、数種類の虫

の声を聞き分けてくることができた班もあった。
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3．雨天時の活動

キャンプファイアーをやめるにあたって一番困る

のは、「雨だったらどうするのだろう」ということ

である。実は、私もかなり困る。しかし、それで

は、つぶしの利くキャンプファイアー路線を崩すこ

とはできない。

私の場合、できるものは雨でもやってしまうとい

う方法でやってきた。中には土砂降りという日も

あった。そんな時でも「雨の日の夜に森を歩くなん

て体験はこれが最後かもしれないよ」と子どもたち

に呼びかけナイトハイクをした。子どもたちは、大

人が思う程に雨を嫌がりはしない。友達同士で楽し

そうに話をしながら歩いていた。そして、途中でカ

エルやカタツムリを見つけると大はしゃぎをしてい

た。また、動物の足跡取りや昆虫とりも雨でも予定

通り行った。足跡も捕まえられる昆虫の数も少なく

なることは確かだが、ゼロということはなかった。

さすがに、星空の観察は無理だったが、これは単独

のプログラムとして構成していないので特に問題は

なかった。

が、まだまだ十分だと思えるほどではない。今後

とも雨天プログラム開発に力を入れたい。

4．最後に

キャンプファイアーをやめるには、まずは指導者

の認識を変えなければならない。それには、なぜ

キャンプファイアーがいけないのかということをき

ちんと説明することだ。

また、いつまでも3大イベント（登山、飯盆炊さ

ん、キャンプファイアー）しかしていないと、子ど

もたちの頭には野外のレジャーとしてそればかりが

残ってしまう。そして、彼らが大人になっても同じ

ようなことを繰り返してしまうのではないだろう

か。子どもたちにいろいろな夜の活動を示すことが

できれば、今後の日本のキャンプシーンも変化して

くるに違いないと私は思っている。まだまだ自分で

も不十分な実践であると思っているが、多くの方々

からご指導をいただき、より多様な夜のプログラム

を展開できるようにしていきたい。
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蕊簿I

自然と触れ合う長期移動教室

常務理事長屋昌治

主な活動

7．早朝自然観察

朝は自然と触れ合う上で、最も良い機会と考え、

この活動を行っている。

山の朝は早く、夜明け前からバードコーラスが始

まる。起床を5時30分とし、6時より7時20分ご

ろまで、ほぼ毎日行うことにしている。

早朝自然観察では、野鳥観察に力を入れている。

野鳥は朝早いほど観察しやすく、移動教室の時期が

5月から6月にかけて行われるので、声や姿の良い

夏鳥を多く観察できるからである。

はじめに

東京都の江戸川区では、6年生を対象にした6泊

7日の長期移動教室を、毎年10校程度の学校が実施

している。場所は、福島県の那須甲子、茨城県の水

海道、山形県の金峰山など、いくつかの候補地があ

り、各学校が独自に決定している。

私の学校では、国立那須甲子少年自然の家を利用

し、「自然に親しむ」というテーマを掲げて、毎年

行っている。

学校の環境及び児童の実態

私の学校は、江戸川区の北部、JR新小岩駅の近

くにあり、付近は商住混合の人口密集地域である。

周辺は若干の小公園と寺社林が点在する程度で緑

が少なく、子ども達は自然と触れ合う機会もさして

なく、あまり自然に興味や関心を持っていないのか

実状である。

このため、学校でも近年自然教育の必要‘性を感じ

て、自然に親しむ活動に力を入れるようになり、全

校で近くの森林公園に給食を食べに行ったり、親子

を対象とした、身近な自然に対する講演会を催した

りしている。

また、グリーンアドベンチャクラブを設けて、自

然に関する学習や観察活動なども始めている。今回

紹介する長期移動教室も、この一環として実施され

ているものである。

蕊
*.曾鰹

蕊
§

騨縛 §
一
》
》

しかし、ほとんどの子どもが野鳥観察の経験がな

K、望遠鏡や双眼鏡の数が少ないため、次の事項に

留意して指導を行っている。

・全員に同じ図鑑を持たせる。

・全員にバインダーを持たせ、気がついたこと、

分かったことなどをすぐに書かせる。

。なるべく一人で行動させ、私語を禁止する。

・自分の目や耳など、五感を十分に働かせる。

そして、最初のうちは、自然に親しむことを重点に

置いて、指導を行っている。

早朝観察では、毎年、キビタキ、オオルリ、カッ

コウなど、数多くの野鳥を観察することができてい

る。ときには、弱っているジュウイチを保護し、手

当して、自然に返すといったハプニングなどもあ

る。

長期移動教室の主旨

この移動教室では、日ごろ自然に触れる機会の少

ない子ども達に、豊かな自然のもとで生活させるこ

とによって、自然に親しみ、自然の楽しさ、自然の

偉大さ、自然の厳しさなどを体験させることを第一

の目的としている。

そのため、学校でできる活動はできるだけ少なく

して、自然に恵まれた現地でしかできない活動を多

く取り入れている。また、晴雨に関わらず、野外活

動をすることによって、ありのままの自然に接する

機会を多くするように心がけている
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野鳥を中心にしているが、植物、地層、雲なども

観察させ、分かったこと、気がついたことなどを発

表させている。

2．登山

①赤面山登山

赤面山は標高1701mで、登山道の途中に悪路が

あり、小学生には少しきつい登山である。

しかし、頂上付近は樹木が少なく見晴らしも良

く、残雪もあちらこちらにあるため、高山に登った

という満足感や達成感を得ることができる。また、

那須岳の噴煙からは火山の醍醐味を十分味わうこと

ができる。

途中、野鳥や植物を観察したり景色を眺めたりし

ながら、ゆっくり登り、亜高山の自然に親しむこと

を目標としている。

②剣桂ハイキング

高低差の少ない阿武隈川沿いの自然歩道を少人数

のグループで行動するものである。途中にいくつか

のポイントを置き、先生達が自然に関係するする話

やネイチャゲームを行うようにしている。

子ども達は好きな場所で昼食を食べ、川で遊び、

愛鳥教育No.541998.7

自由に行動しながら、7キロの道のりを歩く。最後

に渓流沿いの露天風呂に入り、外の景色を見ながら

汗を流している。
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3．テント生活

期間中1泊2日ぐらいのテント生活を行ってい

る。キャンプ場は宿舎から徒歩約30分の森林の中に

あり、10人用の常設テントが点在している。子ども

達は5～6人のグループに分かれてテントを中心に

生活する。

3食とも自炊のため、l日中食事作りに追われる

事が多い。また、電灯のない暗黒の夜、木々の葉の

揺らぐ音、不気味なトラツグミの声等に不安を感じ

たり、冷え冷えとしたテントの中で寝袋で寝るた

め、なかなか、寝つけない子どももいる。しか

し、協力の大切さを知ると共に、自然との触れ合い

をより深めることができる。

4．ナイトハイク（夜の自然観察ノ

都会っ子はあまり暗やみに慣れていないため、

キャンプ場の暗夜に対する恐怖心も非常に強い。ナ

イトハイクはそれを解消すると共に、夜の自然に親

しむことを目的としている。

全員でキャンプ場付近の比較的開けた場所で、夜

の烏の鳴き声や星空を観察する。その後、1キロほ

どの林道を各個に歩き、暗夜の一人歩きの体験を

行っている。

5．沢歩き

阿武隈川の上流の道がほとんどない沢を、各自で

ルートを決めさせ、自由に登らせている。途中で沢

遊びや水辺の野鳥を観察する時間を十分に取り、渓

谷の自然に親しむ事を目的としている。

水の中に落ちて、足や体をぬらす者もいるが、石
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跳びや、つたでのターザンごっこなと舎、終日のびの

びと沢ですごしている。また、カワガラスやキセキ

レイなどの水辺の野鳥が子ども達のほんの少し先ま

でやってくるので、その声や姿を十分に観察するこ

とができる。

りしながら、興味・関心を持たせるよう努めてい

る。また、星座盤も全員に持たせ、使い方も十分に

練習し、観察に備えている。

星の観察は毎晩行うことを原則としているが、降

るような星空は期間中l～2日ぐらいしかなく、い

つも十分に観察できないのが現状である。そのた

め、天の川や白鳥座などがはっきり見えたりする

と、「星ってこんなにいっぱいあったんだ。」「本

当に空に川が流れているみたいだ。」など、感激す

る子ども達が多くいる。

6．オリエンテーリング

「自然の家」の周辺に設けられているオリエン

テーリングのパーマネント・コースを使用して、4

～5人のグループで、90分以内にできるだけ多くの

ポイントを回るスコアー・オリエンテーリングの形

式で行っている。

ポイントは全部で30ポイントあり、途中の5ポイ

ントには、移動教室で観察した野鳥・植物・地層な

どに関する問題を置き、正解したチームにはボーナ

ス・ポイントを加えるようにしている。

子ども達は地図を読みながら、雄大な自然の中を

あちこち走り回り、ポイントを見つけている。とき

には、道に迷ったり霧にまかれたり、苦労すること

もあるが、チームワークの大切さや地図の読みとり

の重要性などを学びながら、知らず知らずのうちに

自然と触れ合っている。

おわりに

都会の子ども達は自然の中にどっぷりつかった経

験が少なく、自然というものをあまり良く知らな

い。知らないから興味も持てないし、好きにもなれ

ない。しかし、このような移動教室を体験すると、

自然に対して何らかの意識を持ち始める子ども達か

多い。学校に戻ってからも、今まで気にも留めな

かった烏の鳴き声に反応したり、道ばたに咲いてい

る雑草の名前を知りたがったり、あるいは、自然保

護についてまじめに考えたりなど、様々な反応を示

してくる。

自然にあまり触れることが少なくなってきた現

在、自然豊かなところで行う移動教室や林間学校で

は、多くの学校ができるだけ自然と触れ合う活動を

取り入れることを望む次第である。

7．星の観察

移動教室に備えて、事前に現地で見える星につい

て学習し、星座と関係ある神話について調べさせた
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騒蕊蕊
財日本鳥類保護連盟の環境教育事業

一「北海道親子自然体験」を例として－

財団法人日本鳥類保護連盟百武充・城田慶

はじめに

㈱日本鳥類保護連盟では、「全国野鳥保護のつど

い」や「全国野生生物保護実績発表大会」等の全国

的行事を主催するほか、より直接的な野外活動とし

て、ジュニア・バードウォッチング、子ども鳥博士

研修などの環境教育活動を行ってきた。これらの活

動は、必ずしも大人の参加を排除するものではな

かったが、主な対象は小・中・高校生であり、大人

は参加主体ではなく、保護者として同行するという

色彩が強いものであった。

近年の社会的情勢の変化に対応して従来の活動を

発展させ、より広く自然愛好者の拡大をはかるた

め、1997年度から親子バードウォッチングや北海

道親子自然体験など、家族単位での参加を前提とす

る企画への取り組みを始めている。ここでは、これ

らの活動の概略と、昨年第1回を行った北海道親子

自然体験について紹介する。

1．活動の概要

(1)親子バードウォッチング（日帰り型）

ジュニア．バードウォッチングの基本パターンを

踏襲しつつ、家族全体を対象とすることで活動の幅

を広げ、会員拡大の一助にもしようとするものであ

る。

東京近郊のみの行事である。新聞等に掲載を依頼

して参加者を募集している。所要時間は2～3時間

で、午前中に終了する。一般募集の参加者のほか、

子ども鳥博士も参加している。

1997年度は次の4回を行った。

月日行先（テーマノ………参〃者

4月25日葛西鳥類園（バードウォッチング）

…･･･…8組30名

8月22日市川塩浜（テグスクリーン作戦）

………2組12名

9月13日船橋海浜公園（干潟の生きもの観察）

………10組27名

10月5日入間川（バードウォッ,チング）

………8組32名

－25‐

(2)北海道親子自然体験（宿泊型）

宿泊型で時間を十分にとった行事として、新たに

企画した。詳細は以下に記すとおりである。

2．北海道親子自然体験

(1)主旨

ふだん自然やイヌ・ネコ以外の生きものとふれあ

う機会の少ない都市居住者を主な対象として、自然

の中でゆっくり過ごす体験を味わってもらうため、

宿泊を伴う自然体験ツアーを組みたいという思い

は、担当者には以前から強くあった。実施可能な場

所や方法等を内部で検討していたが、実施のための

条件が整ってきたため、平成9年度から行うことに

踏み切った。

(2)企画

ア費用と場所の決定

親子、つまり1世帯2名以上の参加を前提とする

ため、費用を極力低く抑える必要があった。一方で

は、申込が定員に満たなかった場合のことなども考

慮しなければならない。これらの条件を考えて、3

泊4日の日程で参加費は大人60,000円《子供50,000

円とした。スタッフ側の人数との兼ね合いから、募

集定員は15組30名とした。

また、航空券の団体予約等が必要になるため、J

TBの協力を得ることとした。

場所については、下記のとおり北海道森町在住の

岩田氏の協力が得られるという事情から、森町を

ベースにして北海道南部で行うこととなった。落ち

着いて滞在できるよう、3泊ともネイパル森（北海

道立少年自然の家）に連泊するよう決定した。ま

た、入浴は隣接する駒ケ岳温泉ちやつぷ林館を利用

させていただけることになった。

イ時期の決定

3泊4日の行程で学校を欠席せずに参加できるこ

とを条件とすると、時期は必然的に夏休み期間中に

限られる。一方、8月に入ると夏鳥は早くも渡去を
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はじめ、さえずりも聞かれなくなることから、この

点では時期は早いほどよい。諸条件を折衷して、休

暇入り早々の7月29日～8月1日に実施することと

した。

ウ協力者の選定

直営のフィールドを持たない当連盟にとって、遠

隔地での行事実施には、その土地を熟知した地元の

方の支援体制の存在が不可欠である。今回は、幸い

にも森町在住の写真家で連盟会員でもある岩田真知

氏の全面的なご協力が得られることになった。ま

た、同氏のご紹介で、E-JRanchの佐藤夫妻と駒ヶ

岳牛乳の柴田夫妻のご支援を仰ぐことができた。

エ下見

3月にスタッフ1名が現地に行き、岩田氏や宿泊

先、協力者等と打ち合わせを行った。ただ、実施時

期と下見の時期が離れていたため、観察コースの選

定と観察対象などに関して、必ずしも万全な準備が

行えなかった。

(3)プログラムの決定

参加者の顔ぶれを横目で見ながらプログラムを作

成した。

全体のプログラムと、個々のアクテイビテイは次

のとおりである。

第1日（午後現地着）オリエンテーション～

アイスブレーク（(1池己紹介(2)鼻の機能＝香料

等を封入した容器を多数そろえ、匂いをかい

でどれとどれが同じか当てる、等）

鳥博士の家族は別として、新聞を見て参加してく

る人は、皆初対面であり、参加する意識もさまざま

である。

この日のテーマは「参加者の交流」として、初対

面の人たちの緊張をほぐすことを主目的に、ケーム

性（遊戯性）の強いアクテイビテイをいくつか行う

ことにした。

第2日早朝観察～森林公園散策～乗馬体験～

ナイトハイク（光感受性）

テーマは「こころ」。大沼付近の森林内を散策し

ながら自然観察、森の句会など、五感を使って自然

にふれるためのこころみを行うこととした。また、

E-JRANCHで、家庭のペットとはまったく異なる

－26‐

大型動物の感触を味わってもらうため、おとなしい

アメリカンクォーター種の馬に乗り、牧場内を回る

乗馬体験を行うこととした。このため、参加者を2

グループに分け、散策と乗馬を午前・午後交替で行

うこととした。また、ナイトハイクは、ふだんいか

に光の明るさになれているかを理解するため、ろう

そくを使っての実験を行うこととした。

第3日早朝観察～遠出の自然観察～

絵日記作り～スライドショーーナイトハイク

テーマは「知る」。マイクロバスを利用して日本

海側（北桧山町管内）まで遠出しての自然観察ツ

アーを行うこととした。また、帰館後、思い出の分

かち合いのため、グループごとに絵日記を作るこ

と、夜はその発表会の後、岩田氏が野鳥を中心とし

た自然をスライドにより紹介するスライドショーと

いう盛り沢山の行程を作った。

第4日早朝観察～手づくり体験

（午後現地発帰京）

テーマは「挑戦」。第2．3日目がハードスケ

ジュールで疲れがたまることを考え、学習的色彩の

強いものは避けた。

最終日であり、持ち帰りができるよう、牛乳から

バターを作る試みと、昼食用のサンドイッチ作りを

行うこととした。シビアにいえば自然体験からはや

や外れるところがあるかもしれないが、自然物を

使ってものを自作する試みは、現代が忘れつつある

ことの一つであるから、それを取り戻す試みは人間

性回復にもつながり、環境教育の目的から大筋では

外れていないと考える。

(4)募集から実施まで

ア募集から実施まで

募集は6月から連盟機関誌「私たちの自然」と新

聞によって行った。7月初めには予定人数がほぼ埋

まり、参加者が確定した。内訳は両親と子供が1

組、父親と子供が1組、母親と子供が9組、合計11

組25名であった。また、従来からの会員である子ど

も鳥博士が4組、新聞を見て応募してきた初参加者

が7組であった。

スタッフとして、当連盟から城田と百武の2名

が全行程に同行、函館空港からは岩田氏も参加し

た。

参加者には、事前アンケートや実施のしおりを



送って連絡をとり、初対面の緊張を少しでも緩和す

るようつとめた。

イ実施状況

7月29日（第1日）曇り

11時から羽田空港ロビーで受付開始。後述のよう

にいろいろあったが、16時ごろ全員無事宿舎に到

着。初日のオリエンテーションでは、当初の打ち合

わせでは不要だったはずの少年自然の家側の挨拶が

飛び入りで入ってしまい、少しリズムが崩れた。し

かし、他己紹介では小学校低学年の子供まで一生懸

命に話し、和やかな空気をかもしだした。アイスブ

レークとしてはよかったと思う。

30日（第2日）曇り一時雨

乗馬体験は、今回の事後アンケートで最も好評

だったものである。1回4名ずつで、始めにパドッ

クで乗っているときの姿勢や手綱の使い方などの基

本的操作を教わり、それから牧場内をゆっくり2周

する。手綱を引いてもらって歩くのではなく、自方

で馬をコントロールする（低年齢の参加者のみ、先

行する牧場主が誘導）魅力は、初めはこわごわまた

がった人も、帰りには皆にこにこして戻ってくるの

を見るだけでも

…
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自然観察では、蚊の多さに多少悩まされた。よい

フィールドであったがちょっと歩く距離が長く、

ゆっくり風景などを観賞する余裕がやや不足した。

このあたりは、現地の方にこちらの行事の意図が十

分に通じていなかった点があるのではないかと反省

した。コースの途中で試みた句会？は、始め照れて

いた参加者も結構乗ってきて、味のある句を読む。

このあたりが俳句の面白さであろうか。

31日（第3日）晴れ

日本海岸・桧山地方へのツアーは、一般の北海道

旅行ではなかなか行く機会がないところだけに期待

は大きかった。しかし、事前の打ち合わせが甘く、

多少時間が無,駄になったところがあった。また、距

離の遠さもあって、車に乗っている時間が長く、現

地での余裕が当初の目論見より少なくなってしまっ

た。しかし、浮島をロープで手繰り寄せたり、真新

しいヒグマの糞を見たり、ミサゴが何回も水面にダ

イビングするところを見たりして、それなりの収穫

にはこと欠かなかった。途中でアイスクリームを食

べたりしたため、帰着が予定より少し遅れた。

夜の絵日記制作は4グループに分かれて行った。

それぞれ重心の置き方が異なり、おもしろいものが

できたと思う。ただ、全員が乗っていたとはいえな

い。参加型の行事にはありがちなことではあるが、

運営方法には課題が残った。また、グループ作業で

あるため、作品をもって帰れないという意見も出さ

れた。

この日はこの後場所を移して岩田さんのスライド

トークを行ったため、終了予定時間がかなり遅れ

た。すこし詰め込み過ぎであった。

8月1日（第4日）晴れ

早朝観察で前日までと少しコースを変えたとこ

ろ、ベニマシコなど多くの鳥を見ることができた。

朝食後、キャンプ場の炊事場でバターと昼食のサ

ンドイッチ作り。バター作りは駒ヶ岳牛乳が材料や

道具の揃えから作り方の指導までを引き受けて<だ

さり、皆お土産として持ち帰れるほどのバターを作

ることができた。その後野菜やハムなどをはさんだ

サンドイッチを各自が作って、デザートにメロンが

出る豪華版？の昼食を野外でとり、現地でのプログ

ラムを終えた。

帰り、函館空港に向かうマイクロバスの中で全体

のまとめを行った。また、到着以来ここまで、お土
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産を買う時間も場所もまったくなかったこと、空港

の売店があまり大きくないことを考慮して、途中で

土産店に寄ってショッピングタイムをとった（事後

アンケートでは、これがつまらなかったという意見

が1件あった）。

函館を14時に発ち、羽田に15時過ぎ帰着、全日

程を終了して解散した。

全日程を通して、曇りがちの日が多かったが、た

いして雨に降られることもなく、まあまあの天気で

あった。

ウ事後

全参加者にアンケートを配布して感想を聞いた。

また、後日報告書を送付した。

初参加組で会員になってくださった方が何人か

あった。

(5)反省点

初めての航空機利用のツアーということ、事前の

準備のかなりの部分を現地の協力者に任せたことな

どから、思いがけないミスがいくつか生じた。反省

を込めて、それらを以下に記す。

ア空港で受付の後、各自昼食をとって搭乗ゲート

前で再集合することとしていったん解散した。

ところが、初めて飛行機に乗る家族がいて勝手

がわからず、危うく乗り損うところであった。

‘事前に集合場所の地図を配布すれば避けられた

ことである。出発前に冷や汗をかいた。結果は

何もなかったが、潜在的には今回最大の失敗で

あったと思う。

イ早朝観察では地元講師が案内したが、植物採取

をめぐって「どんどん葉を採って観察しよう」

という言葉が出てしまった。現地スタッフ側と

そこまで事前の打ち合わせをしていなかったす

きをつかれた。採集の問題については、連盟の

行事では原則として採集はしないこととしてい

る。特に地方の行事の場合には、採集の是非に

ついていろいろな考え方はあろう。ただ、自然

公園区域内では、採集禁止の指定植物でなくと

も採集は控えるべきであろうというのが事務局

の考えなのだが…。

ウ費用を安くあげるため、食事など多少無理をし
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た。が、参加者からは、せっかく来たのだから

（多少経費は余分にかかっても）北海道らしい

ものを一度は食べたいという声が出された。ア

ンケートの結果でも、費用はこの内容にしては

安いという意見が大多数で、次年度以降の計画

の際考慮すべき宿題となった。カニはともかく

ジンギスカンくらいは、とか考えている。

エー般的な反省点として、というより希望になる

が、自前のフィールドを持ちたい。

初めての場所で観察会を行うのは、やはり自信が

なく、表面的なことにしか目が向かない。見え

ないもの、隠れているものにまで参加者の意識

を向けさせるためには、事務局が隅から隅まで

熟知しており、自由に使えるフィールドが必要

だと痛切に感じる。

このようにいろいろ不足した点、うまく行かな

かった点はあった。しかし、事後アンケートでは、

次のような意見が寄せられている。

＊見る目、聞く耳を持てば、いろいろな生きもの

がいることに気付くものだ。

＊目線を変えれば、ふだん気にしていなかったと

ころにも生きものがいる。

＊聞く力が解発された。

＊また参加したい。

これらの記述を見る限り、事務局側に多少の不手

際があり、改善の余地が少なくないとしても、行事

の主旨は概ね理解してもらえたと考えてよさそう

だ。下記のとおり本年度も継続して行う予定である

が、昨年度の経験を生かし、より充実した内容での

実施を目指したい。

最後に、多大なご協力を賜った岩田氏、E-J

Ranch，柴田夫妻ほか現地のかたがたにこの欄を借

りて厚くお礼申し上げる。

(6)その他

ア本年度の予定

1998年度も7月23～26日の4日間、昨年同様森

町をベースにして、プログラムに改良を加えて行う

予定でいる。

イ添付資料

．＊事前アンケート用紙

＊アクテイビテイのふりかえり用紙

＊事後アンケート用紙
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蕊謹謹
丹沢自然保護協会森の学校から

1．丹沢自然保護協会とは

首都圏のすぐ近くにありながら豊かな自然環境を

いまなお残している丹沢。この丹沢を愛し、あとの

世代のために守り育てていこうと考える仲間たちの

集まりが私たち丹沢自然保護協会です。

当協会の歴史は1960年に始まり、現在では小学

生からお年寄りまで800名ほどの会員がいます。そ

してそれぞれが設立当時の理想を受け継ぎながら自

然観察会や勉強会の開催、行政機関への働きかけな

どを通じて、地域に密着した自然保護活動をおこ

なっています。

協会の年間活動のなかで、主に小学生から中学生

を対象にして実施されるのが「森の学校」の活動で

す。

2．森の学校とは

丹沢保護協会では毎年8月に、小学校5年生から

中学校3年生までの男女を対象とした一般向けの自

然体験キャンプ「森の学校」を実施します。そして

このキャンプにはじめて参加し、その後の活動にも

継続的に参加してくれる子供たちと、協会の指導者

（高校生以上の任意集団）とが作るグループの名称

が「森の学校」です。8月におこなわれるキャンプ

「森の学校」とグループ名称「森の学校」とが全く

同じであるため、混乱される力がいらっしゃるかも

しれませんが、ここでは、前者の「森の学校」を含

めて後者の「森の学校」について、その活動を紹介

していきたいと思います。

当グループでは、自然のなかでの活動を通して、

子供たちに自然に対する親しみの心をもたせ、さら

にそこから自然を理解する心と自然を護ろうとする

心を育てていくことを目的として1972年から活動

しており、現在では子供約70名と指導者約30名

の、合計100名程が年間を通じて活動しています。

「森の学校」の主な年間活動は以下の5つです。

1「森の学校」キャンプ（8月、2泊3日）

2春・夏・冬のキャンプ（3月・7月・12月各2

泊3日～3泊4日）

丹沢自然保護協会岩崎優子

3清掃キャンプ（5月・’0月、各1泊2日）

4『丹沢だより・森の学校ページjの編集（協会の

会報に付属しています。）

5日帰り観察会の実施（年数回程度）

※このうち1の「森の学校」キャンプは、はじ

めてキャンプに参加する小中学生を対象とした入門

的な活動をおこないます｡そしてここに参加した子

供たちをそれ以前から活動している「森の学校グ

ループ｣のメンバーに加えて新たな集団を作り、2

～5の活動をおこなっています。また、lの「森の

学校」キャンプには、指導者の勉強会である「丹沢

セミナー」が併設されています。セミナー」

－29‐

3．活動の基本方針

60年代後半から自然破壊の問題が叫ばれるように

なって、私たちは協会としての直接的な自然保護活

動の他に未来の自然保護のため、次の世代を担う子

供たちを対象とした「森の学校」の活動をはじめま

した。ここでの活動の基本方針は、丹沢の豊かな自

然を利用しながら子供たちに様々な体験や情報を提

供し、彼らが自分自身の力で自然を正しく理解でき

るようにしていくことです。

80年代にはいると家庭や教育現場においても、い

わゆるアウトドア活動がはやるようになりました。

巷には野外活動専門雑誌が溢れ、あちこちにキャン

プ場が作られ、授業でも環境問題が取り上げられる

ようになりました。しかし実際に「自然に親しむ」

活動というと、そこでおこなわれることの多くは、

ケームや花火、ダンスや集団登山などであり、結局

は、「日常生活からの脱却」をスローガンにした、

昔ながらの自然消費型活動の延長に過ぎないのが現

状です。

これに対して、私たちはあくまでも自然から学ぶ

活動に重点をおいています。例えば、夏の夜のイベ

ントにキャPンプファイヤーはおこないません。その

かわり、「くらやみ教室」というものをおこないま

す。これは、夜の林道に一人ずつ子供たちをすわら

せるものです。このプログラムを通じて、子供たち

は夜の闇の怖さや楽しさを知り、闇のなかでも活動
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している生き物たちがいることを知ります。さらに

日常生活において夜間にいかに多くのエネルギーが

消費され、一般的な野外生活もどれだけ自然環境に

影響を与えてきたかを理解します。こうしたことの

積み重ねから、自然と共存していくためには何が必

要であるかを判断できる子供たちが育ってくれるこ

とを期待して、私たちは活動しています。

4．活動内容

私たちは、『自然に親しむ→自然を知る→自然を

護る』というプロセスを経て、子供たちに自然につ

いての理解を深めさせています。

実際の活動における各プログラムもこの流れに

沿って作られています。

以下にプログラムの一例を示します。

親しむ；

・植物の葉や幹の拓本を作る

・リーダーを囲んで話す．登山・日の出を見る

・日の入を見る．地図上を真っ直ぐ歩く

．<らやみ教室・ネイチャーゲーム

・川原で遊ぶ等

知る；

・動物の糞調査・夜の観察・早朝の観察

・星の観察・冬芽の観察・土壌生物の観察

・水生昆虫の観察等

護る；

・ゴミ拾い

・丹沢自然保護協会の他の活動への参加等

このほかにも、自然のなかでの生活技術を身に付

けるといった観点から、かまどを作り、飯食炊さん

をおこなったり、テント生活もおこなっています。

私たちの活動の拠点は、丹沢大山国定公園内の東

に位置する「札掛」という場所です。近くに渓流が

流れ、野鳥や動物達を身近に見ることができる自然

にめぐまれたスポットです。

ここへのアプローチは、林道を使って自動車でゆ

くことも可能ですが、キャンプをおこなうときは、

小田急「秦野蜘からバスと徒歩で「札掛」にやっ

てきます。年間を通して、同じ道を歩いて見ると、

四季折々の変化を感じることができます。一方、林

道脇に散在する、心無い人達が捨てたゴミを目にす

ることもあります。この林道のゴミ拾いも随時おこ
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なっています。

宿泊施設は、栄光ヒュッテという、神奈川県の私

立の学校の山小屋を好意で貸していただいていま

す。水道や電気を引かず、沢の水を利用し、夜の明

かりにはランプを使用しています。このような環境

の中で、私たちは「森の学校」の活動をおこなって

います。

次に活動の具体的な例として、8月の「森の学

校」キャンプと、3月の春の教室を紹介したいと思

います。

5．具体例

(1)「森の学校」キャンプ；2泊3日（8月）

1日目;秦野駅集合（8時40分）…（バス）…

…蓑毛…（徒歩）…札掛12時30分）

自然観察（水生昆虫）…テント設営…

…自炊（飯念のみ）…紙芝居…くらやみ教室

2日目；朝の観察（5時）…自然観察（班別行動）

…水遊び（川原で）…新聞作り（壁新聞）…

…自炊（完全自炊）…新聞発表

3日目；朝の観察（5時）…テント撤収…

…雨降り実験…閉校式…ゴミを拾いながら下山

（徒歩で移動）…秦野駅解散(16時30分）

・くらやみ教室…夜の森の中に一人で20分程度すわ



ります。くらやみははじめは怖く感じますが、

慣れてくると動物の動きや鳴き声など様々な自

然の息吹が感じられ、自然との一体感が味わえ

ます。（肝試しではありません）

･朝の観察…早朝のひんやりとした空気の中で野鳥

などの観察をします。運がよければ野生の鹿を

見ることもできます。

･自然観察…2日目の午前中を使って、キャンプ地

周辺の自然観察をおこないます。直接的な観察

指導は各班の専属スタッフが行います。

･水生昆虫観察…川の中に棲む昆虫を観察して、そ

こから自然の中での物質の循環について勉強し

ますc

･新聞作り…午前中の自然観察で各自が観察した出

来事を壁新聞にまとめます。夕食後にはそれぞ

れが新聞の発表をして全員で知識を分け合いま

す。

･ゴミ拾い…子供達が指導者達と一緒になって林道

の清掃作業を行います。この活動を通して自然

保護活動の一端に触れるとともに、ゴミ間題に

ついて考えてもらうのが目的です。

雨降り実験（夏）
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水生昆虫観察（夏）

新聞発表（夏）

(2)冬の教室；2泊3日（12月）

1日目；秦野駅集合（8時45分）…（バス）…

…蓑毛…（徒歩）…大山登山･･･札掛(16時）…

…班別ミーティング(19時30分）…夜のお話

2日目；朝の観察（6時30分）…

…班別テーマ観察（9時）…班別まとめ…

…星の観察(19時）

3日目；起床（6時）…大掃除…発表会…ゴミを拾
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いながら下山…秦野駅解散(16時）

･夜のお話…指導者が、自然について、観察するこ

とについて、動物のことなど、自分が日頃感じ

ていることを子供達に話します。キャンプだけ

では知ることができない自然の奥深さを分かち

合います。

･班別テーマ観察…キャンプへの参加回数に応じて

「見てみよう」「調べてみよう」「やってみよ

う」を目標にした班を編成し、各班でレベルに

沿った自然観察を行います。

｢見てみよう」＝とにかく自然に親しむ。

｢調べてみよう」＝動物の行動を調べるなど。

｢やってみよう」＝自然観察のコース設定、地図を

読みながら登山をするなど。

･星の観察…冬の空は澄んでいるので、星が良く見

えます。星座早見盤を片手に寒さを忘れて観察

します。

,発表会…班別の観察結果を各班趣向を凝らして発

表します。班によって、同じものを見ても、視

点の違いが現れてきます。

発表会（冬〉

6．運営サイドの仕事

「森の学校」を実施するにあたって、運営を行っ

ているのがスタッフです。スタッフはキャンプの企

画、準備、自然観察路の設定、下見、食事当番、安

全管理などをおこなっています。
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･企画・準備…キャンプを行う前にスタッフミー

ティングを行って、日程や役割分担を決めま

す。子供の募集なども「森の学校」事務局で受

け付けます。

自然観察路の設定･･･自然観察指導の担当になった

指導者は、各自内容に沿ったコースやレジュメ

などを用意します。

･食事当番…キャンプでは、自炊を行わないとき

は、施設を使って、一括して食事を作ります。

献立の作成や、炊事の指示を行います。

･安全管理…自然の中で活動することは、いつも危

険が伴います。そこで、次のような点に留意し

ています。

キャンプ参加メンバーは保険にはいります。自

然観察中は救急箱を携帯し、子供に対する指導者

の数を多くするなど、（7～8人の子供に対して

3～4人の指導者）目が行き届くようにしていま

す。コース設定に関しても危険箇所を確認し、気

を配ります。

キャンプ実施中は、子供達が就寝したあと、指

導者が集まって、ミーティングを行います。翌日

の日程の確認や、子供の健康状態、様子などを全

員で確認します。

入山下山は基本的に徒歩ですが、体調の悪い子

供が車で移動できるように、自動車を待機させて

います。

しかし、日常とは違った環境の中で過ごすため

自己管理が大切です。小学校高学年からの参加

は、このような考えに基づきます。

7．最後に

以上が「森の学校」の活動内容です。「森の学

校」を経験した子供達の中から、リーダーとして後

輩の指導を続けたり、自然関係の進路を選択したも

のもいますが、途中で丹沢を離れていった生徒達も

数多くいました。しかし、「森の学校」の活動に参

加したことで将来少しでも自然を理解することがで

きる大人に育ってくれればと、私たちは願っていま

す。今のプログラムで彼らに本当に自然の姿を伝え

られたのかという不安は常にありますが、これから

もその不安をバネに斬新なプログラムを開発してい

きたいと思っています。
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に蕊蕊I繕泌集》

君も自然案内人になれますか！
～森の恵みを感じてみよう～

神奈川県立伊勢原青年の家川手隆生

1はじめに

神奈川県には4つの県立青年の家がありました。

残念ながらこの本が発行される頃には廃止(1998

年3月31日廃止）になっているはずです。私はその

頃、どこの職場にいるのか現時点ではわかりませ

ん。同じような社会教育施設で勤務できれば、と考

えています。

県立青年の家は、いずれも自然環境が豊かな場所

に立地していました。伊勢原青年の家は、丹沢山地

の東に位置する大山の麓、日向川の渓谷沿いに建

つ、西欧スタイルの山荘風施設です。周囲は自然が

豊かで、春の新緑、秋の紅葉、冬の雪景色など、季

節によって様々な表情を見せてくれます。野生動物

の訪問も多く、春にはオオルリやキビタキが庭先で

さえずり、広場の前を流れる川では、カワガラスが

忙しく行き来しています。またシカ、サル、タヌ

キ、キツネ、ムササビ、テンなどのけものたちの息

づかいは1年を通して感じられます。

このような絶好の自然環境の中にありながら、環

境教育を目的とした事業は今までにあまり実施され

ていませんでした。この日向の環境を生かした環境

教育を目的とし、しかも季節感のある事業をやって

みたかったので、転勤してきて2年目の昨年実施し

ました。

2事業の目的・対象

事業の目的は「自然に親しみ、自然を知ること

で、自然案内人（自然とのつきあい方・接し方・マ
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ナーを身につけている人）になるきっかけを作り、

環境学習ボランティアの養成を目指す。」というも

のでした。たった1回(1泊2日）の事業で、環境

ボランティアを養成することには無理があるでしょ

う。本来なら年間通して、数回から10回程度のシ

リーズになった事業を展開する必要があります。し

かし、対象に中高生をねらっていますので、彼らが

これから自分自身で活動するきっかけとなる意識が

芽生えてくれればと考え、実施しました。

3宿泊施設の利点

5月10日（土）、11日（日）の1泊2日の日程

で実施したのですが、ここで宿泊型社会教育施設に

おける宿泊型の事業の利点を挙げてみます。

(1)プログラム展開

神奈川県では、自然と接することのできる日帰り

型施設として、県立自然保護センターを挙げること

ができます。ボランティアの指導による自然観察を

中心としたプログラムを展開しています。しかし、

ゆっくりとした数日間の時間をかけたプログラムを

実施するためには、宿泊型の施設が必要となりま

す。

宿泊をともなう事業展開で、メリハリのある流れ

を作ることができます。最初に、利用者の緊張した

気持ちを解きほぐす交流ケーム（アイスブレーキン

グ）を行います。気持ちがほぐれると同時に、利用

者同士、指導者と利用者との関係が和らぎ、お互い

に意見交換や質問などがしやすくなります。そうい

うステップを踏んだ後に、テーマに沿ったプログラ

ムを行えば、より効果が期待できます。もちろんこ

のような展開は日帰りのプログラムでもできます

が、宿泊することで、余裕を持ったプログラムを組

むことができるのです。

夜間のプログラムを取り入れたとき、宿泊施設で

実施した方が充実した展開ができます。例えば、ペ

ルセウス流星群の観察をするプログラムを考えたと

き、極大となる真夜中に、ゆっくり観察し、朝は遅

く起床して、翌日の真夜中に再び観察を実施すると

いう展開が考えられます。宿泊施設ならではの展開
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して、指導にあたります。そうすることで利用者と

の距離が縮まり、「指導する」「指導される」とい

う関係を越えて、同時に体験すること、感動を共有

することで、より効果的に伝えたいことを伝えるこ

とができます。

教育者・指導者として、自らが率先して動くこと

により、言葉よりも行動で示す姿勢を保ちます。

このような関わり方をすることによって、雰囲気

作りができ、数日間のプログラムが非常にスムーズ

に流れるようになります。

例です。

また、バードウォッチングなどのプログラムを展

開する場合、早朝から活動することになります。そ

のためには、前日宿泊して、早朝出発することにな

ります。

指導者養成の事業を展開する場合も、数日間の連

続した時間の中で、講義と実習を組み合わせた方が

中身の濃い、テーマに沿ったまとまったプログラム

を展開することができます。

このように、バリエーション豊かなプログラムを

展開するためには、やはり宿泊型の施設でなければ

なりません。 (4)食事提供方式

基本的には、自炊の施設ですが、希望により業者

による給食方式にすることもできます。

「食」は生活する上の基本です。自炊すること

で、生活体験ができます。また、今回のプログラム

（後述）のように、食事の準備片づけを含めて環境

学習となるものを取り入れることができます。

(2)利用者の人間関係

宿泊することの二次的な効果として、公募の事業

などで、初めてあった参加者同士で、日帰りでは得

られない人間関係が生じます。寝食を共にすること

で、オブラートに包んでいた自分を少しずつさら↓す

出し、お互いに認めあうことができてきます。特に

自然の中で、必然的に協力し助け合う生活を続ける

ことで、信頼関係も生まれてきます｡

4事業の内容

(1)企画・準備

自然環境を把握するために、日常的に施設周辺を

散策しているので、転勤1年目に季節ごとの変化も

つかんでいました。したがって、すでに12月には、

5月という時期を考えた企画の構想ができていまし

た。1月の段階で起案をして、3月には広報しまし

た。広報先は、県立高等学校、私立高等学校、県立

短大、伊勢原市周辺の大学、市内中学校、周辺市町

村広報、ダウン誌、以前の事業参加者です。

名,増｡‘占郵兵

･･一一一一一一…･今I

鵬
名
‐
一
忍
謂
０１

(2)募集要項の内容

①日時1997年5月10日（土）～11日（日）

1泊2日）

②集合場所・時間日向薬師バス停午前10時

（伊勢原駅発9:05,30に乗ってください）

③場所神奈川県立伊勢原青年の家

④対象中学生以上の青少年

⑤定員20名（先着順）

⑥参加費500円（保険料等、交通費は含みませ

ん）

⑦申し込み方法申込書に必要事項を記入の上、

下記まで郵送(FAXでも可）で申し込んで下

さい。（未成年者は保護者承諾書が必要です）

〒259-1101伊勢原市日向2191

県立伊勢原青年の家

自然とふれあうだけでなく、人ともふれあうこと

ができるようになります。環境教育を展開する上

で、ともすれば忘れられがちな人間と人間の関係を

理解し、よりよい人間を育てていくということもこ

こではできるのです。こうした中から参加者の主体

的な意志によるサークル活動などが始まる可能性も

生じます。

(3)職員の関わり

神奈川の県立青年の家の職員の関わり方には、独

特なものがあります。

まず職員は、食事をするときもそれを片づけると

きも、施設利用者といっしょに行います。また宿泊

-34－
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(5)日程・内容TEL.0463-93-4313

FAX.0463-93-4312

③携行品弁当(5/10の昼食）、運動靴、野

外活動に適した服装、雨具（傘、カッパ）、軍

手、着替え、タオル、洗面具（石鹸も必要）、

常備薬、健康保険証またはその写し、筆記用

具、サブザック（水筒を入れる）、水筒、双眼

鏡（お持ちの方のみ）

プログラム

5月10日（土） 5月11日（酢
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目覚めは

バードリスニング(お散歩）引烏のさえずりで！

朝飯づくりだ：

BrRnkfn蔀

(3)用意した物品等

双眼鏡、ルーペ、糸、針、おもり、ニジマス、

アブラハヤ

双眼鏡、ルーペは、県立津久井青年の家より借用

しました。糸、針、おもりは購入しました。

魚についてですが、この辺りは日向川の源流部に

あたり、元々はヤマメ、アブラハヤなどが生息して

いたと考えられますが、現在はほとんど見ることか

できません。そこで、アブラハヤは職員が下流部で

捕獲し、ニジマスは近くのマス釣り場より購入し、

放流しました。

バードハイク受付一

青年の家までﾈｲ升-ﾊｲｸ

野草・山菜採集

開会式･ｵﾘｴﾝﾃー ｼｮﾝ･ゲーム 山の幸に感耐しよう！

LunchTime(弁当だ！： T_'】nnhTime

アウトドアクッキング夏

係の打合せ 野草･山菜の天ぷら

ふりかえり、清掃､片づけ川の中をのぞいてみよう

－閉会式どんな生き物いるかな？

解散

釣って、さばいて、食う 伊勢原駅行のパス卜

釣り竿づくりから始めよう 15:25，15;44,16:25

＝＝－－＝＝‐■■門＝‐＝－－一一一一F－－－琶一＝＝

nmner

(4)教材・しおり

「リバーウォッチングパートⅡ」（神奈川県環

境部水質保全課）、指標生物による水質判定早

見表（「環境学習ハンドブック（大阪府環境政

策課）』）

「リバーウォッチングパートⅡ」は水質保全課

より50部送ってもらいました。

アウトドアクッキング享菖

ニジマス料理だ§

闇の森の中で聞こえる音は

何だ！生き物たちの息づか

いを感じてみよう！ ＝

21

入浴

－消灯－

燕騨蕊蕊識溌蕊灘議蕊蕊蕊識蕊蕊蕊蕊蟻篭蕊蕊篭溌蕊識謡蕊溌鱗識識蕊識職蕊蕊織溌蕊悪謹i蕊蕊蕊蕊蕊蕊鑑識蕊識蕊蔦識蕊蕊識識溌蕊溌騨識識鯛織蕊職舞蕊雛韓溌蕊撫蕊醗醗蕊驚識識蕊識蕊蕊擬燕蕊蕊蕊識

今回のプログラムの特徴は、五感で自然に接するの名前をつけてもらうというもので、花の特徴をよ

ことで、山の生き物を実感し、山の幸に感謝するこ〈見てつけることになります。感性を育てるととも

とのできるもので構成しました。人間が山（自然）に、普段見落としがちな身近な野草を観察するきつ

の中では、特別なものではなく、主役は元々山に生かけとなります。そして、各人がつけた名前を一覧

きている生き物だということや、人間は自然に生か表にして張り出しました。その後コンテストを行う

されていることを理解させます。予定でしたが、時間がなくてできませんでした。最

後に本当の名前も発表しました。

①ネイチャーハイク

集合場所のバス停から青年の家まで、徒歩で約30②交流ケーム

分かかります。その間の道沿いに野草の花が咲いて青年の家に到着後、外の広場で交流ゲームを実施

います。その花を題材にして「フラワーネーミングしました。自己紹介を兼ねたゲームで、お互いの

コンテスト」というプログラムを実施しました。ニックネームを覚えてもらえるようなものでした。

歩きながら指導者である私が花を指定し、その花

に自分で考えた名前を各人につけてもらいました。③釣って、さばいて、食う

もし本当の名前を知っていても、異なるオリジナル釣り竿を自分で作り、釣った魚を自分でさばい

－35‐
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て、料理して食べるというプログラムです。

まず、糸に針をつけます。その後、竿となるシノ

ダケを取りに行き、釣り竿を完成させます。そして

川で石をめくり、水生昆虫を採り、それを餌として

釣りをします。この餌とりの際に、水生昆虫観察を

します。採ったものを「リバーウォッチングパー

トⅡ」で、種の同定をした後に、「指標生物による

水質判定早見表』を使って、水質を判定します。

この後に釣りを開始します。自然の状態で川に魚

がいれば問題はないのですが、いない場合は放流す

ることになります、釣ったさかなをさばくことに

よって、「生き物を食べる」ということを考えても

らいます。そして、魚を食べることで、水生昆虫か

ら人間までの食物連鎖についても実感できます。

④闇の森の中で聞こえる音は何だI生き物たちの

息づかいを感じてみよう1

森の中で、電灯を消して一人一人間隔を開けて座

り、15～30分間森の中の音を聞きます。そして、

施設に帰ってからイメージした絵を描き、感想を述

べ合います。

今回の事業では、その前のプログラムが長引い

て、実施できませんでした。そこで、広場（非常に

暗い）に座り、星を眺めながら『伝説の星座」とい

うプログラムを実施しました。各人オリジナルの星

座を考え、星座にまつわるお話を考えてもらい、そ

れぞれ発表しました。

⑤バードリスニング（お散歩）

早朝、烏がさえずりを始める頃に、散歩しなか

ら、烏の声を聞きます。ここでは「烏の歌声コンテ

スト」というプログラムを実施しました。これは、

さえずりを聞いて、各入その音を日本語にします。

その後、それを文章にします。つまり、オリジナル
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の聞きなしを作るというものでした=

⑥バードハイク＆野草・山菜採集山の幸に感謝

しよう1

出発前に、双眼鏡の使い方と観察の注意をしまし

た。歩きながらバードウォッチングをしますが、途

中で食べられる野草と食べられない野草を見つけた

ときに、説明しました。その際、野草採集のマナー

として、採りすぎないことと根からは採らないこと

をあわせて注意しました。

折り返し地点で再度食べられない野草（毒草）に

ついて説明した後、各班にビニル袋を渡し、それぞ

れ採集しながら、青年の家まで戻りました。

⑦野草・山菜の天ぷら

青年の家に戻ってきた班ごとに、採集してきたも

のを私が見て、毒草や食べられない野草は捨てさ

せ、食べられるものだけを料理させました。

(6)、安全管理

事前に十分な下見を実施し、フィールド内に危険

な場所がないか、安全確認をしました。

水生昆虫採集や釣りの際は、活動範囲を限定し、

危険な場所は避けました。また活動中は、全体に目

を配ることも忘れませんでした。夜の活動でも、活

動範囲を限定し、あまり広い範囲での実施を避け、

何かあった場合でもすぐに対処できるようにするつ

もりでした（実際にはこのプログラムは未実施ノ。

野草・山菜採集＆天ぷらについては、毒草について

きちんと説明するとともに、実際に採集してきたも

のを選り分け、慎重に進めました。
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5まとめ

(1)参加者 (2)所感

日向の環境を生かした季節感のある事業をやって

みたかったので、そのことに関しては満足していま

す。対象としては中高生をねらっていましたが、そ

のとおりになりました。特に高校生は積極的に取り

組んでくれ、しかも楽しみながらプログラムをこな

していました。初めての体験がほとんどという感想

が多く、いかに普段自然とかけ離れた生活をしてい

るのかがわかりました。

自然とのつきあい方を忘れてしまった現代人に

（特に若い世代に）、その本来のあり方を学んでほ

しいと思います。
中1:3名、中2:2名←市内中学生

高2:9名、一般のうち1名は青少年施設職員

(3)今後に向けて

私の次の職場は現時点では決まっていませんが、

もし社会教育施設に勤務することができるのであれ

ば、今回紹介したような環境教育を目的とした事業

をさらに充実させて展開させたいと考えています。

今回は、1泊2日という短い日程で実施したわけで

すが、ふりかえりの時間をゆっくり取ることができ

ませんでしたdこの内容であれば、2泊3日で実施

してもよいでしょう。

施設の立地条件によっては、プログラムが限定さ

れがちですが、一つの施設だけで考えるのではな

く、他の公立施設や民間団体、個人と連携してより

効果的な事業を展開する必要があります。また、施

設職員の資質を向上させるために、研修機能の充実

も必要です。行政の役割として、今後環境教育を目

的とした施設を充実させるとともに、専門的な知識

技術を持った施設職員を配置していくことが望まれ

ます。
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鵜

｢武蔵野自然クラブ」の流れと動き

東京都武蔵野市野外活動センター須田孫七

1．はじめに

「青少年の健全育成」「自然を見よう、知ろう、

学ぼう」「いきものは地球の友達」と市民に呼びか

け発足した「自然クラブ」も25歳となった。クラブ

を巣立った児童生徒は約千数百名、フィールドで歩

いた距離は延べ3000キロに達した。クラブ員は、

大自然を教科書に野山をグランドにしてウォッチン

グしてきた。その結果、修了生の中からは多くの自

然系の専門家、ナチュラリストが生まれている。25

年の年月には粁余曲折、栄枯盛衰もあったが、事業

担当者、講師、市の担当者等々の努力により、その

流れは止まらず現在に至っている。

2．経過

昭和48年6月自然科学クラブ昆虫教室・植物教室

発足。市内在住在学の小学5年以上中学3年、

定員各50名、年間20回開催。

昭和49年5月自然クラブと名称変更。昆虫教室の

申込者多数のため、ジュニアクラス50名、シニ

アクラス50名とし、中学3年までとする。

昭和50年5月植物教室を止め、野鳥教室を定員

50名で新設。

昭和50年8月神奈川県丹沢弥勤山荘付近でキャン

ピングワーク実施。

昭和51年8月山梨県道志の森キャンプ場周辺で

キャンピングワーク実施。

昭和53年6月年間22回開催。昆虫教室OB高校生

をアシスタント，に起用。

昭和55年6月希望者多数のため、本年のみ中学3

年生はカット。年間20回開催。

昭和55年8月山梨県河口湖にキャンピングワーク

地変更。

昭和58年4月年間16回開催。

昭和58年7月長野県川上村武蔵野市立自然の村で

キャンピングワーク実施（56．57年は台風のた

め中止）。

平成2年5月野外活動センター開設にともない、

事務局が移る。

平成5年8月昆虫教室20周年記念「世界の昆虫
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展」を開催。

平成6年5月広く自然を見る目を育成するため、

昆虫教室・野鳥教室を廃止統合し、名称を「武

蔵野自然クラブ」とする｡内容も昆虫・野鳥・

植物・水生物・天文・地質・化石等とし、12回

すべて野外活動とした。

平成7年12月長野県豊科町でキャンピングワーク

実施（追加事業）。

*年間開催日数は変動するが、キャンピングワーク

は毎年実施。ルームワークを減らし、フィール

ドワークを増やす。61年～63年16回、平成元．

2年13回、3年7回、4年11回、5～9年12

回。

3.平成9年度のプログラム〈事業の事例として＞

(1)募集ちらしより抜粋

・目的野鳥・昆虫・植物・天体など自然全体の

仕組みを理解し、体験することと合わせて、環

境問題等についても理解し、自然を大切にし育

む子供を育成する。

・対象者武蔵野市内在住、在学の小学校5年生～

中学校3年生

・定員50名（定員を超えた場合は、新規申し込

み者を優先とする）．‘

,参加費30側円

＊観光バス利用の交通費は一部個人負担となりま

す。

＊鉄道利用の交通費、入館料、入園料は個人負担

となります。

＊キャンピングワークの費用は別途負担となりま

す。

［平成9年度の応募者は42名（小学生32名・中学

生10名)

［参加者には、希望により、双眼鏡、携帯用野鳥図

鑑、昆虫採集用具一式を1年間貸出］

(2)講師くレギュラースタッフ＞

須田孫七昆虫・植物



……野外活動センター嘱託

田植豊責野鳥・植物

……都立野川公園野鳥観察指導員

田村正子理科・生活

……武蔵野市立第六中学校講師

小川賢一昆虫・野鳥

……聖マリアンナ医科大学講師

井口豊重野鳥

……武蔵野市立第六中学校教諭

石井雅幸地質・水生物

……府中市立府中第一小学校教諭

水嶋勝美天文

．．…･武蔵野市立第四中学校教諭

鈴木斉昆虫

……八王子市立中山中学校教諭

林禎久昆虫・水生物

……東京学芸大学付属大泉小学校教諭

須田真一昆虫・植物

……建設省土木研究所緑化生態研究室研究員

小峰史義野鳥・動物

……自営

[専門外の分野については必要に応じて講師を委

任］

(3)フィールドメニュー（40ページ』

4．キャンピングワーク＜宿泊事業の事例として＞

「自然クラブ」の目的を達成するのに、前述の

「経過」にあるように、昭和50年より宿泊を伴う事

業を実施している。初期の頃は目的にあわせて宿泊

地を選んでいたが、「武蔵野市立自然の村」設置後

はこの施設を利用している。

自然の村は昭和57年、青少年の野外活動施設とし

て長野県南佐久郡川上村に開設された。標高1500m

の村内に千曲川の源流が流れ、金峰山麓に位置し、

その面積は東京ドームの10数倍を有している。

施設は、中央棟（食事は賄いつき、二段ベッド、

ホール、集会室、浴室あり）、20数棟のキャビン棟

（ログハウス、自炊、浴室なし）、管理棟、雨天集

会施設、キャンプ場、星の広場、太陽の広場、遊歩

道、ハイキングコースがあって、大自然を満喫でき

る。特に隣接して高くそびえる屋根岩の大岸壁は素

晴らしい。

クラブ員は毎年中央棟に宿泊し、自然学習を実施

している。形としてキャビン棟に泊まり自炊も可能
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だが、目的が動植物との触れ合い、自然との対話、

東京周辺でできない観察や実験なので時間が足り

ず、自炊等通常のキャンプでの動きはしていない。

しかし、当施設を利用する大半のクラブ員はキャン

プをメインとした事業「ジャンボリー」に参加して

いる。

より多くの経験を求める子供は、野外活動セン

ター主催の「ファミリーキャンプ」（キャビン棟を

使用して親子キャンプ）、「チャレンジキャンプ」

（キャビン棟使用、テント、ビバークも体験、屋根

岩登掌、金峰山登山、中・高生対象）がある他、冬

期は自然の村をはなれて野沢での「スノーキャン

プ」、安曇野で「白鳥観察と自然散策」、海外では

「シベリア・バードウォッチング」「シベリア自然

体験」等のメニューがある。

自然の村は秩父多摩国立公園に立地し、シラカ

バ、カラマツ、シャクナゲ、ミズナラの原生林に覆

われ、シカ、イノシシ、ヤマネ等も生息している。

以前は村をベースとして松原湖､八ケ岳山麓等に移

動しクラブ活動をしていたが､移動にかかる時間の

無駄､移動地の環境変化によって､現在は村内と隣

美の森山でマーキング廟のトンボ､採集

千曲///源流で昆虫採集
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平成9年度「自然クラブ」日程表

総合体育館大会議室

”

６
９
８

／
／
／

５
８
２

講師打合せ会

”

反省会

8／9ｷﾔﾝ涌鵬

9／28室内学習

12／14〃

12/26-27白鳥観察

1／15市民探鳥会

総合体育館

総合体育館

市公会堂"

安曇野

井の頭公園〔中止）

－40‐

回 月日・曜日 内容 行き先・会場 (雨の場合） SftlAfi

1 5／11（日） 開講式・自然 市民会館・多摩川中流 (郷土の森） 35/83％

2 6／8（日） 昆虫・植物 八王子城祉・裏高尾 (高尾自然科学博物館〕 27/64％

3 6／22（日） 海岸動物 観音崎海岸 (観音崎自然博物館） 26/61％

4 7／6（日） 昆虫・植物 青梅丘陵 (科学技術館） 24/57％

5 7／20（日） 化石・岩石 長瀞 (県立自然史博物館） 26/63％

6 8／16～18 昆虫・天体 8脳0Nキャンピングリ ー ク (自然の村） 32/78％

7 9／7（日） 野鳥・水生物 谷津干潟 (鮒翻砿熊ｾﾝﾀー ） 31/76％

8 10/19(日 動物・昆盛 多摩動物公園 (多摩動物公園） 25/61％

9 11／16（日） 野馬 東京港野鳥公園 (東京港野鳥公園） 19/46％

10 12／7（日

甲己

野鳥 多摩川中流 (多摩動物公園〕 17/42％

11 1／25(日） 野鳥 菅生沼 (県立自然博物館） 23/56％

12 2／8（日） 閉講式・野鳥 市公会堂・井の頭公園 26/63％



接の「村立ふれあいの森」をフィールドにしてい

る。

多摩ｿ"中流バードウォッチング

白鳥観察と自然散策（安曇野ノ

5．平成9年度キャンピングワーク＜最近の事例と

して＞

本年度の「しおり」から抜粋し、「武蔵野市立自

然の村」でのキャンピングワークの実態を示した

い○

平成9年度第16回自然クラブ

自然の村キャンピングワーク

◇日時平成9年8月16日（土）～18日（月）

8月16日（土）午前7時30分

武蔵野市役所北側駐車場集合・出発

18日（月）午後5時

武蔵野市役所北側駐車場解散（予定）

◇場所8月16～18日：長野県川上村・武蔵野市立

自然の村

16日：八ケ岳高原美しの森

18日：川上村ふれあいの森

◇講師7名（須田孫七・水嶋勝美・田村正子・石
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井雅幸・須田真一・鈴木斉・小川賢一）

◇内容

①八ケ岳高原および川上村の動植物の特徴の観察

②〃昆虫観察・採集・標本作り

③惑星および夏の星座、流星群の天体観測

◇日程1日目（8月16日（土)

7：3O武蔵野市役所北側駐車陽集合・出発

調布1C→中央道（途中、SAにて2回トイレ休

憩）→須玉1C

io:30美しの森着（高根荘‘駐車場）、全員で展

望台まで移動・人数確認・昆虫採集・自然観察

く展望台にて現地での諸注意＞

①行動は3人以上のグループで行うこと（3人の

うち1人は時計を持っていること）

②昼食の時間は特に指定しないが、必ず展望台で

食べること

③現地では引率の指導者の指示に必ず従うこと

④指定した行動範囲を守ること

14:30展望台集合（時間雌守）・人数確認・‘駐

車腸まで移動

15:oo美しの森発

16:oo川上村・自然の村着

施設の利用・宿泊についての諸注意

荷物の整理・入浴・自由時間・スタッフ天体望遠

鏡設置

18:oo夕食

19:oo天体室内学習

19:30天体観測（太陽の広腸)(～21:30)

－希望者は延長可一

*21:30～肝だめし（雨天の場合翌日）

22：00希望者は昆虫標本作成と夜間採集（～

23：00）

22：30消灯

2日目（8月17日（日））

7：30起床

8：00朝食．1日の日程説明・水筒の麦茶の準備

（前夜に準備）

9：00自然の村発

本隊：白樺の森→展望台→ふれあいの森（昆虫採

集・自然観察・自由行動）ふれあいの森内の東

屋を本部とする

別動隊：中央棟-→屋根岩→ふれあいの森（希望者か

いる場合）

＜現地での諸注意＞
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①3人以上のグループで行動すること（3人のう

ち1人は必ず時計を持っていること）

②指定した行動範囲を守ること

③引率の指導者の指示に必ず従うこと

12：00昼食全員、本部の東屋に集合するこ

と・人数確認

昼食後、自由行動

14!00本部の東屋に集合（時間厳守）・人数確

認ふれあいの森発ふれあいの森内を通り→

ダム湖→自然の村

16:帥自然の村着

入浴・自由時間

is:oo夕食

19:oo天体室内学習（ビデオ）・天体観測（太

陽の広場）－希望者は延長可

＊前日に肝だめしができなかった場合は天体観測

後に行う

22：00希望着は昆虫標本作成と夜間採集（～

23：帥）

22：30消灯

3日目（8月18日（月））

7：30起床

8：00朝食．1日の日程説明

8：45片付．室内清掃

9：30自然の村内での自由時間・昆虫採集・ス

タッフは天体望遠鏡撤収

ii:30昼食（自然の村中央棟にて）

12130自然の村発

須玉IC→中央道（途中、SAにて2回トイレ休

憩）→調布IC

17:側武蔵野市役所北側駐車場着・解散

◇講師の役割について

須田孫七（総括責任者･事務局・自然観察と昆虫採

集指導）

水嶋勝美（天体学習と観測指導・生活指導）

田村正子（自然観察指導・生活指導・救護･健康管

理）

石井雅幸(生活指導･昆虫観察と採集､標本作成指

導）

鈴木斉（生活指導･昆虫観察と採集､標本作成指

導）

須田真一（昆虫観察と採集、標本作成指導）

小川賢一（昆虫観察と採集、標本作成指導）
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＊各講師はフィールドにおいてはトランシーバーで

絶えず相互に連賂をとる。

◇費用7,0側円

◇持ち物（野活で特に用意するもの）

KENWOODトランシーバー4台・昆虫標本作成

用具一式・夜間採集用具一式・ビデオ各種（天

体・山岳・野鳥・植物等）・天体観測器具（望遣

鏡等）．赤いセロファン用紙・はさみ・輪ゴム

（個人）

お弁当（16日分）・水筒・防寒着（セーターかト

レーナー）・着替え（下着・上着一長袖や半袖

一・長ズボン・靴下）・パジャマ（ジャージが便

利）・洗面用具・タオル・エチケット袋･ティッ

シュペーパー・健康調査票・保険証のコピー・個

人用の薬・しおり・雨具（折りたたみ傘やカッ

パ）・帽子・軍手・レジャーシート・サプザッ

ク・懐中電灯・筆記用具・フィールドノート・双

眼鏡・昆虫採集用具（捕虫網・三角ケース・殺虫

管・三角紙）・ベルト・ビニル袋・空のフイルム

ケース・おこづかい（2,0側円以内）

◇雨プロ：1目目が雨の場合、野辺山の宇宙観測所

へ行く．美しの森は3日目に変更

2日目が雨の場合、各講師に20～30分程度の話

（話題は自由）をしてもらう。

天体観測時に天候が悪い場合、室内での天体学

習・ビデオの後、昆虫標本の作成へ移る

説明会

日時8月9日（士）午前10時～

会場大会議室

講師須田孫七・小川賢一・石井雅幸（3名）

講師打ち合わせ会8月9日（土）午前9時～

キャンピングワーク参加講師・職員7名（予定）

6.安全対策

幸いに25年間無事故で経過しているが「備えあっ

て憂いなし」、安全対策は常に大きく配慮してい

る。

(1)実地踏査

事前の下見は、新規フィールドやコース変更予定

地等は必ず実施しているが、自然の村のように、現

地に常住職員がいる、毎年同じスケジュールでの

フィールドは、原則として実施していない。但し現

地の状況について諸機関と電話による確認、FAX

による‘情報等の収集・確認・分析は必ず実施してい
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④植物

⑤博物館

⑥化石

⑦動物園

③天体

⑨野鳥の足跡

⑩海草の標本

⑪岩石

％
％
％
％
％
％
％
％

８
１
７
３
６
２
９
５

８
８
６
５
４
４
３
２

る。

(2)健康管理

クラブ加入時に健康調査票の保護者による記入を

しているが、宿泊を伴う事業では事前3日より健康

調査票を記入し、当日提出を求めている。なお確認

の意味で「保険証」のコピーも同時提出としてい

る。

(3)緊急連絡

通常のフィールドワークでは携帯電話、トラン

シーバーにより連絡をカバーしているが、キャンピ

ングワーク時は「緊急対策本部・緊急連絡網」を作

成している。

5.来年の「自然クラブ」は？

＊参加したい58.1%(18名）

＊わからない35.5%11名）

＊不参加6.5％（2名）

（不参加理由は転居1名、塾1名I7.平成9年度「自然クラブ・アンケート」結果く

閉講式で回収＞

平成9年度「自然クラブ」アンケート結果

平成10年3月1日

(1)回収率75.6%(41枚配布・31枚回収）

6．感想、要望等（順不同）

＊上野動物園も見学したい／中l女

＊動物園見学、干潟、化石を増やして／小5女

＊「お盆」の時期は外して下さい／小6女

＊「夏休みの自由研究」に役立った／小6男

＊「自然の村」を3泊にしてほしい／小6男

＊いつも塾と重なり残念／中l男・小6女

＊博物館の見学時間が少ない／中3男、小5男

＊自然を守る大切さが分かった／中2女

＊自然保護に興味をもつようになった／中2女

＊毎回、驚き、発見の連続であった／小5男

＊嫌いだった昆虫が好きになった／小6女・小5女

＊標本づくりが楽しかった／小6男・小5女‘

＊他校に友達ができて楽しかった／小6男・小6女

(2)出席率と不参加理由

＊出席率

小学5年生69.9％

小学6年生64.5％

中学生51.7%

全体63.1%

＊不参加理由

①学校行事（部活、テストを含む）

②家庭の用事

③学習塾、習い事

④病気、体調

31.5%

27.6％

21.6%

19.8%

(3)良かったフィールド

①自然の村

②観音崎海岸・博物館

③多摩動物公園

④長瀞・博物館

⑤谷津干潟

⑥多摩川河口・野鳥公園

⑦管生沼・博物館

⑧八王子城祉・裏高尾

⑨多摩川中流・是政

側
州
側
淵
％
％
％
％
％

凱
量
４
２
８
３
３
Ｊ
２

２
１
１
１
９
７
７
６
１

(4)興味を持った分野

①昆虫25.0％

②野鳥21.8%

③干潟9.2％
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羅譲蕊
高砂エコクラブ

高砂エコクラブの概略

東京都の東の端、江戸川と荒川に挟まれ、中川が

新中川と分岐する左岸に位置するのが私たちの住む

高砂です。というよりも、フーテンの寅さんで有名

な柴又の隣町と言う方がわかりやすいでしょう。下

町情緒を残し、高層の建築物が少なく、まだ多くの

生産緑地が残されているのが私たちの町の特徴で

す。屋敷林も点在していて、河川敷や昔からのため

池も有り、都会の中としては多くの生物を観察でき

る環境が整っています。

高砂エコクラブでは、天然生態系、二次生態系、

都市生態系を活動の基本に考えています。自然観

察、体験学習、消費生活をすべて生態系の中で、ど

このパートを担っているのかを常に考えさせていま

す。豊富な自然体験の中から、自然を慈しむ心や生

物に対する関心を引き出したり、日常生活の中でも

「未来のこどもたちの財産」を守るための消費生

活、省エネなどの環境配慮行動を家族と共に考えら

れるようなプログラムを中心に企画・実施していま

す。

年間実施プログラム

昨年度は、「アサガオ（スカーレットオハラ）に

よるオキシダント・酸性雨調査」「身近な川の汚染

度調査」「ヒヌマイトトンボ調査隊」「水元水産試

験場跡地自然観察会」「廃材工作教室」「ゴミ探検

隊（葛飾区清掃工場・中央防波堤最終処分場見

学）」「水元公園定期観察会」「権八池の魚類調

査」「簡易環境家計簿の記入と省エネ」「カンタン

のタベ（秋の鳴く虫観察会）」「バスハイク（茨城

県立自然博物館と菅生沼バードウォッチング）」を

実施しました。小学校二年から中学校三年までの58

人の子供達が、わいわい、がやがやと活動していま

す。

プログラムへの参加状況

残念なことに、これらのプログラムすべてに参加

したのは10人程度で、全く参加しなかった子供達も

10人程度います。塾通い、習い事、合唱クラブ、（
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サポーター代表福岡情治郎

スケット・サッカー部、学校関連行事、町会関連行

事、受験と、子供達は本当に忙しいのです。

そんな中、’恒例となったサマーキャンプが、今年

も実施されました。高砂エコクラブの前身は、地域

の仲良しクラブでした。環境庁のこどもエコクラブ

事業に参加するようになってから、人数が倍に膨れ

上がり、活動も多種多様になりましたが、以前か

ら、サマーキャンプや自然観察会、昆虫採集会は実

施されていました。

「奥多摩・山のふるさと村＆丹波」へは3年続け

て行き、「茨城県鵜の岬」「蔵王」「秩父・中津

川」と、テント、ケビン、山荘、国民宿舎と施設は

違っても、この間に子供達は『自然と遊ぶ」スキル

を十分に身につけてきました。

前述のとおり、‘忙しいこどもたちの時間の中で、

夏休みの間に泊まりがけのサマーキャンプのスケ

ジュールを入れるのは、至難の業なのです。帰省、

旅行時期や学校のプール、林間学校を除くとわずか

の日程しか残りません。行きたい子供たちが行けな

かったり、悲しい思いをさせたことが毎年のように

あります。また、見守るサポーターも、お盆前後に

無理やりスケジュールをやりくりして仕事の休みを

取るのですから、全員が参加することなど夢の夢な

のかもしれません。

キャンプ候補地の選定

親元を離れて寝泊まりするのが不安だった子供達

も、今年はリーダーが中学校3年生になり、中心年

代が小学校6年生と、たのもしいメンバーに成長し

ました。事前のミーティングでサポーターが候補地

を提示して、子供達にキャンプ地を選定きせます。

事前に本などからピックアップして、施設パンフ

レットを観光協会や村役場から郵送してもらった

り、サポーターが見つけて来たものを提示します。

海で一度実施しましたが、「身体がベトベトするか

ら嫌だ。」という意見が圧倒的で、それ以後はすべ

て川のある場所と指定されてしまい、色々な川の

キャンプ地を選択するようになりました。アクテイ

ビティー数を増やしたり、遊びの自由時間を多く取



るために、テントからキャビンに変更したのも近年

の変化です。

キャンプ候補地は、他の行事に参加した際に、

「ここなら喜ぶだろう。」という推測で、資料集

め・下見を実施しておくのが通例で、キャンプ前に

あえて下見は行いません。天候の悪化で全く計画の

アクティビティーが実施できなかったり、台風で道

路が閉鎖されて一泊で帰宅したこともあり、子供達

が本当に楽しめる臨機応変の対応をしています。

プログラム作り

環境学習のプログラム作りにあたっては、前年度

の反省を踏まえ、例年、以下の事に注意して作成し

ています。ナイトハイク、源流ツアー、滝壷飛び込

み等かなりハードなアクテイビティーを体験済みの

子供達ですので、冒険的要素が好まれますが、子供

達の活発化と反比例して、サポーターの体力の衰え

は否めないものです。また、環境学習、環境学習と

意固地にならず、本来のサポーター（応援団）とし

て、子供達が普段できない体験を楽しい形で実現で

きるように心掛けています。

宿泊での環境学習アクティビティーの目的

（1）日常的でない体験学習をさせる。

（2）結論を与えず、自分で考えさせる。

（3）一つでも、関心の芽を開花させる。

（4）潤滑な人間関係を育む。

プログラム作りの留意点

(1)楽しみながら、吸収できる。

学校の林間学校とは違います。作為的なプログラ

ムより、あるがままを子供達の感性で感受してもら

い、その中からつながりを導き出すのが指導者の務

めです。押し付けのないアクテイビティーを第一に

考えてプログラムを組んでいます。

(2)持続的な学習効果が得られる。

自然体験の中から、一つでも関心を持ち、自己の

興味が拡がるように、できるだけ多くの素材を提供

します。

(3)そこでなくては出来ない特性を生かす。

せっかくキャンプに行ったのですから、まわりの

環境・自然を最大限に生かしたプログラムやアウト

ドア・ライフを実践したいものです。

(4)本人の自主性・主体性を尊重する。

集団行動という様式の中での生活で、個人行動が
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抑制されたり、やりたくないアクテイビティーを強

制させる事はしません。自由意志を尊重するととも

に、継続的な学習効果を得るためにも、最も気を遣

う事柄です。

(5)マナーを徹底させる。

公共のマナーを守るのはもちろんの事ですが、環

境教育を実践する中で、自然保護精神と板挟みにな

る部分が見え隠れします。動植物の採集や自然観察

の方法というアクテイビティーに関わる部分と、

キャンプ地での実際の生活部分です。

高砂エコクラブでは、採集を行います。しかし、

手に触れて観察したり、同定が必要な場合、生態の

特徴を周知させる場合で、最終的には採集場所に戻

します。

飼育をして生態記録・観察記録を取る場含も、地

元の生物のみを使用し、キャンプ地からの持ち帰り

はしません。

キャンプもそうです。浄化施設の有る無しで、洗

うという行為に相当気遣いが必要となります。公共

のマナー、自然のマナーは、少し窮屈になります

が、順守させる事が最低限のルールだと思います。

(6)危険の回避

プログラム設定の時に、身体の安全確保と野外プ

ログラム実施に際しての危険生物からの回避が大切

な課題となります。幸いにも、高砂エコクラブに

は、2名の上級救命員がサポーターにいます。応急

救護と心肺蘇生は熟達していますが、子供達の行動

様式は、私たちの想像をはるかに越えたものです。

小さな切り傷などは日常茶飯事で、交通事故も含め

て家に帰るまで、心の休まる時は有りません。

サマーキャンプin塩原アクティビティー集

［実施順］

・遊び場マップ製作

・樹液のレストラン［樹液トラップ］

・酋長の儀式［ごみ拾い］

・暗闇探検クラブ［夜間自然・星観察］

・クワガタ探検隊［灯火昆虫観察］

・鳴き声いくつ－早朝バードウォッチング

・謎々トレイル

・上流探検隊

・身近な川調べ［上流編：パックテスト他］

・自然観察ビンゴケーム

・赤トンボで遊ぼう［昆虫の採光性実験］

・酋長の晩餐［器作り］
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･アルミ缶ロウソク作り

・クワガタ探検隊PART2

．天体観測

･木工工作［飛だし絵馬］

･川の生き物を探そう

．大きなプールを作ろう

.激流下り［浮輸＆ゴムボート］

･白然石拾い

・自然石アート

･身近な川調べ［上流編：パックテスト他］

．（後日）写真、作品を見ながらふりかえり

自炊について

キャンプ地によっては、たき火ができなかった

り、指定の釜でしか飯食炊飯ができない場合があり

ます。また、川原などで石囲いをして、流木などで

直火をしている光景も良く目にしますが、石が焼け

たり煤けたりして残りの状況が悲'惨になるので、高

砂エコクラブでは、60×100cmの簡易炭皿を使用し

ています。焼き物は、鉄板や網を使用し、鍋類はプ

ロパンガス使用の廃品利用の3バーナを使用してい

ます。サポーターの一人がプロパンガスを家業にし

ているので、風呂釜のバーナーとゴトクを改造した

全くのオリジナルですが、とても火力が強く、重宝

しています。焼け跡も付かず、そのまま消し炭類も

持ち帰れるので、自然の中での調理には最適です。

アウトドアでの食事は、本当においしく楽しいも

のですが、調理だけにすべての時間がとられてし

まっては何にもなりません。

当初は、エコクッキングだ、自然流だとはやり物

のようにアウトドア本に出ている事を随分やりまし

たが、凝ってみても子供達の反応は期待するほどの

ものではなく、手早く調理し、おいしく食べられ、

ごみも少なく、簡易に撤収できる形になりました。

材料も、ほとんどが現地調達です。売られている時

の包装紙やパック、発泡スチロール皿はすべて調達

時に取り外し、中味だけを準備してあった密閉パッ

クに移し替えてアイスポックスに入れ、キャンプ地

にごみを持ち込まない工夫をしています。大量に買

うので、「ここに入れて下さい。」というだけでほ

とんどの店が、肉類なら新たに切り出してくれます

し、場合によってはスペースも提供してくれます。

密閉パックも、色々な大きさが店頭にならんでいま

すので、大から小まで組み合わせると、かさ張らず

に収まります。漬物や佃煮類は、そのまま出せて、
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そのまましまえるので重宝です。

キャンプ実施覚書

8月9日（第1日）

渋滞に巻き込まれずに現地に到達し、企画書通り

にプログラムが実施されれば良いと思っていました

が、お盆の大渋滞に巻き込まれ、目的地への到着が

2時間もオーバーしてしまいました。車での移動

は、小回りが利き、多くの荷物を運び込めるのです

が、これだけは計画実施上の悩みの種です。

実施予定の2つのアクテイビティーができず、渋

滞にうんざり顔の子供達は早々とプールで汗を流し

ました。

どうして那須塩原まで来て、プールに行くのかと

疑問に思われると思いますが、プールより水がきれ

いで楽しい自然のプールが後に控えているので、前

者と後者を対比させるためと、現地での食材調達の

為の時間調整なのです。

時間より早くキャンプ場に着き、早々と班別にケ

ビンに入ります。締め切られたケビン内は蒸し風呂

状態で、上半身裸になって、空気の入れ替えやら荷

物の運び込みが行われました。ケビン前に車力端着

けできるという、とても楽な場所です。

炊飯の準備を整えて、早速「遊び場マップ作り」

に取り掛かります。ビールの一杯も飲みたい心境で

すが、子供達は待ってくれません。

箱の森ブレイパークは、山の片斜面と渓流を利用

した広大な敷地を持っています。園内図を持ち、ま

ず自分たちがどこにいるのか、どこに何があるのか

を確認する意味で園内をくまなく見て歩きます。園

内図のコピーに、大まかな事柄が書きこまれていき

ます。コナラの多い雑木林、椎茸のホダ木のある

森、にじますの池、ショウリョウバッタの草原とい

う具合に、その場所の特徴を班ごとに書いていきま

す。コナラやクヌギを見つけると、焼酎と氷砂糖、

お酢で作られた樹液が仕掛けられていきます。どこ

に仕掛けたかも地図に書かれて行きます。

1時間ほどで園内を一周してケビンに戻りまし

た。早速、バーベQの準備が整うまで、班ごとの情

報を元に「遊び場マップ」が作られていきます。へ

びの抜け殻、名前のわからない野鳥の羽、サワガニ

のいた岩とか、多くのフィールドサインがそこに表



現されます。違う班にいて見られなかった子供たち

は、翌朝の自由時間に確認に行きます。明日何をす

るか、どこが楽しいか、子供達は消灯になった後も

語っているのです。

バーベQの準備も整い、「酋長の儀式」が始まり

ました。新聞紙でめいめいにインディアンハットを

作り、ケビンの回りの「自然のもの以外の物集め」

が始められます。いわゆるごみなのです。禁止のIま

ずの花火の燃えかすやタバコの吸い殻、空き缶など

結構な量になります。燃える物、燃えない物、燃え

ると有害な物、自然の物（時として枝などを持ち帰

る）に分けて、酋長の言葉が始まります。

「山の神よ、少しだけきれいになった。明日も山を

大切にする。みな無事に過ごせますよう、明日

も良い天気でありますよう、お願いします。マ

ラムサマンダ－」

とおおげさに言って、おまじないのマラムサマン

ダー（これはアドリブで、何でも良い）を全員で繰

り返し、拾って来た燃える物を炭皿に<くます。帽

子の新聞紙も丸めてくくられ、上に薪と炭が置かれ

ます。そして、点火します。炭着火ペーストのお力

げで、炭も楽に火起こしできます。

酋長の儀式「山をきれいにしようご

－燃えるゴミを燃やしてます－

バーベQは、網と鉄板の上に、自由に好きな物を

置いて食べるバイキングスタイルです。私たちは紙

皿を使いません。コッヘルやアルマイト、セラミッ

クの器に、塩化の表示のない燃やせるラップをかぶ

せて使用します。食べ終わっても、その場で燃やせ

て、水も使わず、拭くだけで後処理も簡単です。
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慰1
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ケビン前バーへ､Oバイキング

篭騨齢

ケビン前夕食後光景

識劃

一

経.掌･ぞ､

トー一

後片付けの終わった班から、布団敷き、入浴を

し、再び全員が集合したのが8時半です。「暗闇探

検クラブ」の始まりです。サポーターが一人ずつ付

き添った4班が、大草原を目指します。全員が、虫

よけスプレーをします。ここで持って行って良い物

は、「遊び場マップ」だけです。懐中電灯とトラン

シーバーをサポーターが持ちますが、何かある時に

しか使用しません。キャンプサイトを離れると真っ

暗闇になりますが、目が暗闇に慣れるのにそれほど

時間はかかりません。虫やカエルの鳴き声、木々の

ざわめきを聞きながら目的地へ向かいます。昼間な

ら10分程度で到達できますが、注意深く歩いている

ので倍を要します。目的地に付くころには完全に目

が'|貰れて、暗闇の中で駆け回る輩もいます。

草原で、思い思いに横になって、山の斜面から天

体観測が始まりました。昼間の暑さの温もりのある

草地と夜風がとてもさわやかです。すっかり暗闇に

慣れた目でみると、数え切れない星や流れ星が見ら

れました。
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帰りの道々でトラップを点検しましが、トラップ

には虫がいませんでした。管理棟に行き、明かりに

集まった虫たちを観察します。子供達の興味の中心

は、何と言ってもクワガタやカブトムシです。ミヤ

マクワガタ、コクワガタ、ノコギリカミキリ、シロ

スジカミキリとどんどん見つけてきます。アケビコ

ノハやヤママユなど、珍しい蛾やカメムシ類、ウス

バカゲロウ類も観察します。高砂エコクラプの子供

達は、自動販売機や空き缶捨て、野外トイレに甲虫

が集まるのを知っています。事前に土とクヌギの朽

ち木を入れたアクリルケースに種類ごとに分け入れ

ます。持ち帰りはしないので、ここにいる間の遊び

相手なのです。

興奮覚めやらぬ子供達の尻を叩いてケビンに戻

り、就寝となりますが、消灯後も寝ないでいるのは

わかっています。それが楽しいのですから、大目に

見て邪推なことはしないのが高砂エコクラブ流で

す。疲れているので、思っているほどの夜ふかしは

できないのです。

8月10日（第2日）

起床時間には、どこのケビンも、もぬけの空でし

た。樹液レストランに甲虫採集に出掛けて、手や衣

服にノコギリクワガタやミヤマクワガタをぶらさげ

て戻ってきます。虫をアクリルケースに入れて、し

ばらく眺めています。

ケビンの前に座り、たなびくキャンプスペースか

らの煙を見ながら、「野鳥の声いくつ」を実施しま

した。早朝は、本当に色々な野鳥のさえずりが聞こ

えます。ホオジロがたくさん見られました。めいめ

いに何の鳥であるかフィールドガイドで調べたり、

鳥語を解読して、今、何を言っているかを連想した

り、サウンドマップの要領で鳴き声を図解化した

り、最終的に何種類の声が聞けたかを発表して、朝
食の準備にかかります。

作るのは、大まかに切った材料をぶち込んで大鍋

で作った豚汁と、鉄板でめいめいが焼くハムエッグ

と納豆です。ケビン内に炊飯器が有り、飯倉炊飯を

しなくて済みます。片付けると同時に、子供達は、

思い思いの場所に散って行きます。

9時近くになって戻って来て、身支度を始め、時
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間どおりに集合してきます。「謎々トレイル」の開

始です。方位磁石と指示書で、向かう方向を決め

て、ルート上に隠されたポイントの問題を解く事

で、次のポイントに進めます。時差スタートした班

は、最後に謎に挑み、ゴールとなります。

指示書は全部で4枚有り、石の下や木の枝にぶら

下がっています。NNE60(北々東60歩の意味）･

右の道を進み、石碑の裏探せなど、それほど難しい

ものではありません。但し、指示書ごとの問題が結

構難問で、「塩原の人の使う方言を一つ調べるこ

と」など、売店や管理事務所のおじさんやおばさん

に聞かないとわからなかったり、ビジターセンター

の展示をくまなく見ないと正解できないようになっ

ています。

そして最後の謎なぞ問題が、「わ□しは、この山

に住むものです。早くゴールして、□のし<、口き

で遊びましょう。」答えは、タヌキです。

ゴール地点の渓流広場で、子供達は思い思いに遊

び始めます。足を入れただけで、汗が引くほど冷た

い水です。少しも疲れを知りません。

上流探検に向います。途中ブヨが多い事以外に危

険はなく、コンクリートでできた土砂止めまで、全

員登りきりました。サワガニがいたり、ミヤマカラ

スアケハに出合ったりしましたが、魚は一匹も見か

けませんでした。戻って、すぐに渓流の水をガラス

ポトルに採取し、水温と気温を計り、簡易パックテ

ストで水質検査をしました。「身近な川の水をしら

べてみよう」の「ぼくたちが遊びたい川部門」の川

の調査です。周囲の状況をメモしたり写生したりし

て､帰りに管理事務所で昔の様子を聞きメモしてい

きます。帰ってから、地元の中川、新中川の水や状

況と比較しました。唇が紫色になるほど渓流で遊び

ました。

戻ってすぐに昼食になります。残っていたサポー

ターがそうめんをゆでて待っています。テーブルの

上に、石や枝で囲んだ枠を作り、ごみ袋を開いた物

を置き、冷たい水を張ります。そこにそうめんを放

します。大きなそうめん容器が完成します。野菜の

てんぷらは、サポーターが作ります。どんどん無く

なって揚げるのが間に合いません。そうめんが足り

ません。サポーターの口に入ったのは、朝ごはんの

残りのおにぎりでした。



昼食後からは、子供達待望の自由時間です。園内

ならどこで遊んでも良いのですが、全員が川遊びを

選びました。

2kmほど離れた渓流に、車で移動して、目一杯遊

びます。上流なので、深い淵でも1mの深さしかあ

りませんので、監督する方は楽なのですが、子供達

は、岩滑り台とか段々と過激な遊びを開発していき

ます。

カワトンボを追う者、石囲いを造る者と、子供達

の顔がきらきらと輝いています。気温30℃以上の快

晴のこの日も、ここだけは天然のクーラーが、がん

がんきいています。

箱の森パーク内渓流広場「我慢大会』

帰りに、夕食の時に使用する器とはしに適した材

料を拾います。麓の農家でもらった青竹からスプー

ンを作りました。おおよその形を、小刀と紙ヤスリ

で細工するだけで、比較的簡単に作れます。器は、

サポーターが事前に準備した塩水に浸けたものを乾

燥したホオの葉です。

今夜の夕食は、子供達の大好きなカレーライスで

す。ジャガイモもニンジンも、子供達が切ったもの

は様々な大きさと形をしています。水泳のゴーグル

をして、王ねぎをみじん切りにして、後は煮込むだ

けです。

赤トンボ採りが始まりました。ノシメトンボ、マ

イコアカネ、アキアカネと子供達は、素手でうまく

捕まえます。薄く暗くなったケビンの中で、ブ

ラックライト（紫外線ライト10W)を用いた、昆虫

の採光'性の実験をしました。アクリルケースの中

に、トンボやチョウを次々と入れて、アクリルケー

スの下からブラックライトを当てると、どの昆虫も
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必ず裏返しになります。結果を言えば、昆虫たちは

背中に採光器が有り、太陽を背に受けて飛ぶことか

わかりました。しかし、クワガタムシは反応しませ

んでした。

「酋長の晩餐」では、昨日と同じくおまじないか

唱えられ、夕食が始まりました。カレーのルーに粘

りがない上に、大盛りにするので、ホオ葉からはみ

出すものが続出して、途中から器が用意されまし

た。

食後に、ティッシュペーパーとアルミ缶、サラダ

油を使った「非常用ロウソク作り」が開かれまし

た。こよりを作り、ハサミで切ったアルミ缶にサラ

ダ油を注ぎ、こよりを這わせるだけの簡単な物で

す。

べとべとになった手のまま、園内にある温泉へ歩

いて行きました。この日は、温泉代がただなので

す。

帰り道も、子供達はトラップや灯火に集まる虫た

ちを追います。ケビンの前にござを敷いて、夜風に

当たりながら、アルミ缶ロウソクが次々に点火され

ます。メラメラとゆれる炎の中で、何が楽しかった

か、何を発見したかなどを発表します。

ロウソクの油が無くなる頃には、発表も終わり、

ごろりとなりながら星空を見ていると、一匹のホタ

ルが頭上を飛んで行きます。ホタルを追って大騒ぎ

になりました。近くの林の洲に、山からの細い水の

流れがあり、ヘイケボタルが結構いることがわかり

ました。山間なので、平地より発生が一月ほど遅い

のでしょう。思わぬホタルフィーバーで、恒例の怖

い話大会が中止になり、就寝となりました。

8月12日（第3日）

この日は、起きてトラップ回収に行っている者

は、一人もいませんでした。疲れたのでしょう。寝

ぼけ眼で起きて、朝食を食べるとすぐ撤収が始まり

ました。ケビンの内外の清掃をしてから、アクリル

ケースの昆虫が裏山に放されます。とても名残惜し

そうです。

｢木工工作教室」は管理棟の木工場で行われまし
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川の上流と下流にトラロープが張られました。こ

こから上も下も行き来できない目印と、流された時

の用心も兼ねています。アクリルケースに水生昆虫

やおたまじゃくし、小魚が次々と入れられ、子供達

が図鑑で名前を調べたり、動きを観察したりしだし

ました。川虫が多く、魚影の濃い川です。カワケラ

の幼虫が一番多く、ついでカジカガエルのおたま

じゃくしでした。

次に全員で堤防作りと邪魔な石の移動を行いま

す。堤防は、ポート遊びの終着駅とサポーターの監

視所を兼ねています。30分ほどで完成しました。こ

れも最後には、元に戻して帰ります。上流から

200mほど流れる天然プールです。途中に急流の難

所もありますが、高砂エコクラブの子供達は、流れ

に乗るテクニックも有り、川の怖さも十分に知って

のことです。

た。電動糸ノコやグラインダー、色つけ用具が用意

されていて、専門の指導員が付きっきりで教えてく

れます。半分が飛だし絵馬、残りが駒を作成しまし

た。できあがると焼きゴテで賂印してくれます。夏

休みの宿題が一つ完成しました。

冠び出し総馬工作

箱の森プレイパークを後にして、子供達が待ち望

んでいた男鹿川へ向いました。川原に入る前に、近

くの農家にトイレの利用を申し出てから、今日一日

のベース基地を開きます。

､鍬鍾
：灘瀞解，』隼繍｡
堀悔鷲"静、・

拶遮、“難き

武凝.〃

一
心

弓
削

趣墨画

漣
ﾉﾉ/下り光景

一
一蕊豊 特製うどん（聞こえは良いが、残り物のごった

煮）と磯辺焼きを腹に入れてから、「自然石集め」

をしました。人の手を加えることなく、その形や色

合い、くぼみ具合が動物や人物のように見える石捜

しです。結構ありそうで無いのです。アヒル、車、

家などユニークな物が集められました。

今度は、彩色して見栄えのする石が集められま

す。大きさは、拳より小さい物という条件付きで

す。見つけて来た石を乾かしてから、アクリル絵の

具で彩色します。野菜や魚、昆虫、低学年はマンガ

を書く者もいました。

乾く間に、思いっきり遊びました。やはり、子供

達はプールより自然の川が好きでした。最後に水質

検査をして、農家の人に川の様子を聞いて、キャン

プ。は終了です。

＝

琴丸
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鍵
《
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蕊

‐
」
凸
・

緑
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‐
垂誌一.

箪零

↑男闘//ベースキャンプ 現地風景↓
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車が走り出してIi)分もたたないうちに寝息が聞こ

えます。体力をセーブすることなく遊んだその顔

は、満足感で一杯でした。後は安全に帰宅するだほ

です。

数日後に、写真も出来上がり、地元の「身近な川

の水しらべ」を実施し、森林の働きや川の浄化作用

を上回った私たちの生活について話し合い、学校へ

提出する壁新聞を作りました。

鰹蹴一垂●

~
－，，盈一

癖 …

鍵

錘
溌際
蕊冬,,

.一

水質調査中///・高"､橋歩道橋中央 水質調査新中///・細田橋歩道橋中央

前高砂南町会町会長関根文三氏より昔の川と水の話

をインタビュー

水質調査新中///・細田橋歩道橋中央

最後に

総合的に、アクテイビティーとしては、ねらいか

絞り切れていなかったり、遊びの要素が相当多いの

はわかっていますが、楽しく、美しく、いとおしい

場所だからこそ、また行きたくなるのです。自然を

大切にすることとか、日常の中での些細な省エネを

心がけるといったことも、押し付けなくても自分た

ちの気づきで実施できることだと思います。

継続こそ力なり。豊富な自然体験が、思い出だけ

に止まらず、将来の力となることを信じて止みませ

ん。

長文で取り留めもありませんが、参考になること

が有ることをお祈りして結びとします。

IIこうぃZ

饗……汁キク

こんどは｢むかし(30～40年くらい前)はと,んな川だった

か｣しらべます。

今みなさんが見ている川の30～40年前のことを知ってい

る人に.下の5つのしつもんをしてみましょう。

⑨し識卜紹劉無鰐くらべてどうでしたが?」
'わ壷い－|今よふごれ布た

参と｣__寧空雲
‐
」

f窓蛎雁て&鰯恐窯鶏I溌鴬鰹野-ジを見“
⑨しつもん2｢むかしの川の水の画はどうでしたか?』

⑨しつもん3｢むかしの川の流れかたはどうでしたか?」

⑨しつもん‘“かしの川のまわりはどうでしたか?」

⑨しつもん‘｢むかしの川で見られた生き物はどうでしたか?」
さいごに､しつもん1～5の点を圏査用紙の｢むかしの川のようす｣のところに紀人しま
しょう。

〔資料〕参加案内(P52)、

計画書(P53～55)、感想集(P56)
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今よりきれいだっズ かわらない
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ﾛ箔◇･DJﾛ◇ずロ“皇曇“▲礎毒蜘綴瓢拠J““鯉
u1997年サマーキャンプin塩i葱

高砂エコクラブ

恒例の高砂エコクラブ・サマーキャンプのお誘いです。昨年好評でした秩父・中津

川の予約が取れず、塩原・箱の森プレイパークのケビンサイトを使用した自炊キャン

プです。たくさん楽しいことを準備してあります。もちろんみんなが、大好きな川遊

びもできます。どしどし参加すべし！

ご父兄各位へ

藤の花咲く時期に夏休みの話で、少し早いのですが、準働の都合上今月一杯までに

恒例のサマーキャンプの参加者募集を行います。日時については、ミーティングで一

番参加者の希望に沿った実施日としましたので、ご了承下さい。

日時：1997年8月9日（土）～11日（月）2泊3日

場所：栃木県迄原市中塩原箱の森プレイパーク・ケビンサイト

（緊急連絡網、宿泊地パンフレットは参加受用と引き換えに渡します）

参加費:18,000円（全行程中の食事、宿泊代、交通費、保険料、入村料など：

お申込：5月末日までに福岡サポーターへ竃話連絡で可君3657-0229

参加賓用は、7月25日までに福岡・白井サポーターまで。

参加対象者：小学校3年生以上

保獲者参加の場合は年齢問いません。

サポーター分を差し引いて18名分のスペースしか

ありませんので、先着18名とします。

キャンセルの場合は、先着順繰り上げとします。

鮒幽“鯉患蝋胤J仙迩蕊5遮圃伽
．.､5.:.::::::F識擦蕊議識職;蕊鍵;織蕊蕊蕊識蕊識識鍵蕊鑑識;癖議議窪蕊鐸蕊:燕:鍵:蕊:蕊:率§.:4．;.;､-.二
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、
一
一
Ｊ
／

／
、 <ﾐ〉<受

瀬、
灘／

Ａ
Ｖ 菱＞<′〉

／､、
、ﾉ／ ｰ高砂エコケラブ

9アサマーキヤン ／、

V
9 高砂エコクラブ／、

、／
日時：平成9年8月9日（土）～11日（月）二泊三日 八

漁
八
Ⅷ

栃木県塩原市中塩原箱の森プレイパークケビンサイト4棟

連絡先ケビンヘの連絡はできませんので下記携帯電話へ

画030－318－5174会田（緊急時のみにして下さい）

潅蕊

V
宿泊先：潅蕊

V
、
、
灘

／
蕊

/、
､鋤f

参加者：小学生14名、中学生2名、幼児1名、保護者2名、サポーター6名 職
Ｖ

瀦漢

、／
車両：ワンボックスワゴン4台（乗車定員7名×3台＝21名）

内後部座席除去・荷物専用車1台（乗車定員4名）（総定員数25名）
/、
■＝

蕊潔
八
卿

潅爽

V

即巳｡ー

蝋
Ｖ （9日）往路

高砂・山田珠算塾前一四ツ木I.C＝＝＝＝羽生P.A==佐野S､A＝＝＝＝＝

集合5:30出発6:00舗離靴鯛輔(ﾄｲﾚ総>7:40(ft)

行程：

/、
w

八
Ｗ

猟
Ｖ

ｰ･■･･-=

潅蕊

V ＝西那須野塩原I.C一県営西那須野パークーーー食料受取一箱の森パーク

9:4010:00ﾄﾚｲﾙ･ｰﾙ･賊14:30ﾏｰｹｯﾄ15:45 八
Ｗ

/、
謎潔

獄
Ｖ

｡朝食（おにぎり3個[鵬]）、昼食（たぬきそば＆うどん）深;蕊

、／
八
卿

（11日）復路

箱の森プレイパークーR400-R121-栃木県塩谷郡藤原上三依大面－－－

10:00出発10:40棚･頗陥･腿溌･靴り･碓15:30

八
服

潅蕊

、／
猟
Ｖ

/、
》感c.

-R121-鬼怒川一今市一一一＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝一一高砂

18:00(ﾀ食>a僻髄鵡･靴鯛鯛･龍龍21:301(舘宅）
八
噸

尋<§〉 ･昼食（磯辺焼き・特製鍋・焼きトウモロコシ・西瓜・その他）

･夕食（今市市ガスト［エビフライ＆ハンバーグライス］） 八
》h遥藍

八
脚

職
Ｖ

着替え（長袖・長ズボンを必ず1着入れて下さい。）・替え下着・水着

バスタオル・タオル2枚・汚れ着袋・帽子・軍手・筆記用具・ﾌｨｰﾙドﾉｰﾄ

懐中電灯・個人薬品・水筒・お菓子・靴下・渓流で濡れても良い運動靴

轍
Ｖ

持ち物：

八
Ｗ

ハ
ツ ビーチサンダル・洗面用具・お小遣い（3,000鵬で）

鰍
Ｖ

蝋
Ｖ 不明な点は、サポーターまで電話して下さい。

尚、飲み物等などで不足の生じた場合後日清

算しますので予めご承諾下さい。
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[9日］今日は、思いっきり泳いじゃうぞ！

西那須野公園

10:05自然観察ビンゴ（夏の植物と昆虫たち）

10:35アスレチック（オオタカとノウサギの鬼ごっこ）

オオタカはアスレチックのかげには入れません。ノウサギを2羽捕

まえると捕まったオオタカが’羽増えます。最後に残るのは？

11:30昼食。プール流れるプール，スライダーがあります。

14:30着替えて、正面入り口へ集合、時間厳守！

■b，●凸●■■凸一

ﾝ《蕊

V
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猟
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猟
Ｖ

八
潮

箱の森プレイパーク

16:00扱入斑ターフ張り、椅子＆ﾃｰﾙ、炭コンロ、ガスコンロ設置。

料理班材料切り、夕食準備、炊飯。

17:00園内散策（好きな場所探し）。甲虫トラップ仕込み

18:00酋長の儀式（快晴祈願踊り・バーベQ)

19:30撤収・入浴・布団敷き

20:30暗闇探検クラブ（暗闇に慣れよう・星をみよう）

21:00クワガタ探検隊（灯火に集まる虫たち、自販機の虫たち、他）

22:00就寝・消灯

八
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八
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蕊

起床・床上げ・洗顔

トラップ回収・野島観察朝食はサポーター準備

朝食（とん汁、ハムエッグ、納豆、漬物、佃煮、のり）

撤収、掃除、自由時間サポーターは先行仕掛け。

謎々トレイル［約1時間］水筒・タオル・水着着用・下着持つ

シラン沢上流探検隊（残り時間は、自由時間）

水質検査・回りの様子調べ・地元の人に聞いてみよう・水採取

［ｯｸﾃｽﾄ蝿(鵬K覗隣湖ft)･ﾎ鮒･蜘服･靴服･＃ﾗｽﾄﾙ1ﾎ1

昼食(ｹﾝ前：そうめん、てんぶら［ゴｳ､ﾆﾝﾝ､ｻﾂﾏｲﾓ､劫き､さくらｴ]）

渓流広場［車で移動］・自由水浴

夕食準偏（カレーライス・タマゴサラダ）

赤トンボで遊ぼう（昆虫の採光性と赤トンボの種類）

酋長の晩さん

（器がなければ食べられない､スプーンがなければ手しなかいぞ！〉

自然食器を探した者から夕食が食べられます。

[ﾎｵﾔﾄﾁﾉｷ､朝､ﾄﾚｲﾙ靴ｱー ﾙ､ｯﾄﾄﾙ§､鋤鯛恥ﾅｲﾌ･雛an

アルミ缶で非常用ろうそくを作ろう！

温泉へ行こう！

帰りの道で､クワガタ探検隊パート2

ろうそく点火（他の光源はすべて消灯･約30分持ちます）

[10日]6:00
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8:00
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21:00

ゴザに寝ながらの流れ星観察、

ゴザに寝ながらのこわい話大会

就寝準備・歯磨き

消灯
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サマーキャンプ

アケテイビテイー

高

[11日］箱の森プレイパーク

6:00起床・床上げ・洗顔

6:30朝食準備

7:00朝食（ｺﾝｿﾒ､ｽｸﾗﾝﾙｴｯ､ーｸｳｨﾝﾅー､ｻﾗ､ﾝ､ｬﾑ､帆）

8:00撤収開始、掃除

9:00木工工作（間伐材の飛だし絵馬［約1時間］）

10:00出発

10:40栃木県塩谷郡藤原上三依大面・鬼怒川上流男鹿川河川敷

ターフ、椅子、テーブル、レンジ設営

川の唯き物を探そう（力U帖域じALJII虫､ｶﾛｳ城､ﾄﾝ紬）

堤防で大きなプールを作ろう1

ゴムボートで遊ぼう1

12:00昼食（磯辺焼き、特製うどん入り鍋、焼きおにぎり）

浮輪で流れに乗ろう1

色々な石を集めよう！

石絵を書こう！

愛鳥教育No.541998.7

15:00水質検査［ｯｸﾃｽﾄ:(舶眼鮒糊雛)･ﾎ鮒･榊服･靴肌･＃ﾗｽﾄﾙl*］

15:15撤収

15:30出発鬼怒川～今市間でお土産やに寄ります。

18:00夕食・今市市内ガスト

21:30高砂到着

撤出物一覧

4人掛け折り畳みテープルペンチ3脚・ターフー2基、ゴザ8畳用2枚、ビニールクロス2枚、簡易テーブ

ル1脚、折り畳み椅子大2脚・3人掛け2脚、ポンボンベッド2脚、ガスランタン3基、乾垣池ランタン2

基、小型プロパン、鉄板1枚、大綱1枚、大鍋2、やかん1，ガスパーナ2基、墨火焼きセット1、木炭1

袋、新聞紙（ｱｸﾃｨﾃｨｰ胎心）1ケ月分、ゴミ袋（可蝿ゴミ用・不煙ゴミ用）、善類（常備パック）・アルミホ

イル1．サランラップ1．ガムテープ1．パン8．医薬品バック1．携帯無線機3台・蚊取り繊香バック5

・蚊取りマットセット4．フライパン大1．延長コード2．調理器具2家庭分(§T･K婚･極･ﾌﾗｲE↓･鴎･剛ﾘ･そ0

)、発電機1基・おろし金・アイスポックス4(大2．中2)・製氷皿4・氷かき器1．藩火マン1．炭ノミ

サミ・ザル大2．揚げ鍋1．揚げ皿2．ぼろ布1袋・フキン＆雑巾類・石鹸・タワシ・スポンヂ・他

アクティビティ一用

ビンゴカード24枚・アクリル絵の具2セット・絵筆適時・パレット2台・水質検査キット1セット（ﾗｽU

ん2．ﾎ酬1.ﾂｸﾃｽﾄ18･ﾛ識2)-トラロープ2・大型浮輪・ゴムボート2台・空気入れ・トラップ用樹液・捕虫

網50号3本（長竿1）・金魚ネット中4本、大1本・ナタ・ピンセット類・図鍾（野草・昆虫・野鳥・他）

・アクリルケース2．フィールドスコープ1基・カメラ2台・虫メガネ5

食品〈持参品）

調味料(壇･鮒･蝿･ﾏﾖﾈｰ･ｹﾁｬｯ）・サラダオイル・天ぷら粉1袋・焼き肉のたれ大2本・七味・シロップ1本（

ﾒﾛﾝ）・餅6バック・素麺60束・海苔10帖・コンソメの素1箱・味噌5kg．だしの素1袋・麦茶パック

食品（現地調達）

肉類（牛肉4kg・豚3kg・鳥2kg)・ポークウィンナー大1袋・冷凍いか3杯

野菜（もやし大1袋・ニンジン10本・玉ねぎ15個・大根2本・ゴボウ3本・ピーマン2袋・シイタケ雪

袋・長ネギ3本・レタス3玉・キャベツ3玉・トウモロコシ15本・果物）

油揚げ3枚・卵60個・牛乳10本・バターロール大3袋・フランスパン3本・マーガリン1箱・ジャム宣

缶・米15kg・漬物・佃煮類・ハム5バック
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017'銭マ戸零ヤシ』ず感想議
亘休みも、もう終わりだぞ。ダンボールの

恐竜工作教宣も終わり、新学期に入ってすぐ

にrカンタンの夕べ』があるぞ1

サマーキャンプの参加者で、一富コメント

を出してくれた会頁のコメント象だよe

ちゃんと出すべし⑧

中村リーダー

高校受験なのに、また大進びしてしまった。

宿厘は7月中に終わったけど、夏期講暫がま

た始まった。天国の3日間よ！

高校生になったら、サポーターで行くぞe

たかし

川遊びは、めちゃんこ楽しい・飛び込める滝

がなかったのが残念。アユを鋪まえたのは、

ぼくだけでした。素手だぞ。

醒人、たあどらする千bv稲岡

ひろき

ミシシ､ﾝピーアカミミガメを連れ

て行かせてくれて良かった。カヌ

も川でめちゃくちゃ津いだ。また

行きたL,。星が冬れL,だった。☆

の

篭

たかとし

ミヤクワ対シロスジカミキIﾉの対決は、おも

#|灘鶏しるかつた｡やつばしNは､愚寓だ。
溌嬢蕊今年は、女が雄も来なかったので、ぼくは最

蕊蕊に楽しかつ鱈。

■P■-マワロ.■IJF,甲.■.甲.｡.L甲品■甲

､蕊謹…鴬:tン

.■.■.■ぷ

蕊 譲 シユ

時に

ん

L,ガが、背中についた時に、

ンが助けてくれた。復ている

、りょうまくんがバン､ンをぬ

れた。川で遊ぶのが、一番お

ろい。トンボのヤゴと川むし

りょうま

帰って来て次の日からサッカー卸

合宿だった。めちゃんこ寂れたけ

合宿でも、キャンプの時みたいに塞憲瀧淵鮒”藩屡泳"">繊鱒奮獄
夜、カブトムシとクワカウを採って導いごと栓、てても、みんをひろきのカメが、食べた。凶
しまった。もう、わたくしは名人な趣知っているのだ。どう、しょうじ
のだ。川で演されるのが簸夷だ。豊だ⑦優いが、函分たちで巌バッケテストとなぞなぞ卜しイルが
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睡垂麹

大分県主催「久住高原エコロジーキャンプ」の
中間報告

～自治体が主催する自然体験型環境教育事例として～

副会長（日本文理大学助教授）杉浦嘉雄

;鋳； 蕊はじめに

大分県（生活環境課）が主催する環境教育活動の

一つに「久住高原エコロジーキャンプ（以下、エコ

ロジーキャンプという）」がある。久住高原（＝

「阿蘇〈じゆう国立公園」の大分県内の高原地帯）

という大自然をフィールドとして、5ヵ年計画で平

成6年度から毎年2回から4回の頻度で実施されて

いる。平成10年5月時点までに12回のエコロジー

キャンプを実践し、延べ約450人余の参加者を得て

いる。

標準的なエコロジーキャンプは、1泊2日の宿泊

体験型キャンプである。その内容は、主に久住高原

の豊かな自然や、地元の農に関わる文化、その担い

手となっている地元キーパーソンを素材にして、プ

ログラムデザインがなされている。いわゆる感‘性教

育を重視した自然体験型あるいは農業体験型環境教

育活動ということができよう。

筆者は、平成6年度当初のエコロジーキャンプか

ら指導者の一人として参画し、以来、エコロジー

キャンプの全体進行やプログラムデザインの叩き台

作成するなど、この教育活動をほぼ全回を通して

“民の立場”で実践してきた。

平成10年度末までエコロジーキャンプが継続的に

実践されるため、5年間の実践完了時には、筆者は

“主催者側を援助する立場（＝内側）や客観的な立

場（＝外側）”からの総合的視点で考察し、最終報

告に望みたいと考えている。

ここでは、エコロジーキャンプの中間報告とし

て、できる限り客観的データに基づいて次の項目を

記述する。

①自治体が主催する環境教育事例としての特徴

②この事例を含む「地球にやさしいむら推進事

業」の概要

③エコロジーキャンプの概要

④エコロジーキャンプのプログラムデザイン（骨

子と具体例）

図1：久住高原の風景写真(久住町パンフレットよ

り）

久住町の位置図（久住町パンフレットよりノ
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1．エコロジーキャンプの特徴

エコロジーキャンプは、自治体の環境教育事例と

しては、以下の点が特徴的といえる。

(1)自治体の諸事例の中では、比較的独創的でシス

テマティックに運営されている。

大分県知事が提唱する「一村一品運動」の発展型

の一つとして「地球にやさしいむら推進事業」とい

う独創的な町づくり活動がある。この事業の詳細は

後述するが、その一環として、エコロジーキャンプ

はシステマティックに組み込まれている。

(2)多くの自治体にありがちなハード（諸施設）優

先ではなく、ソフト（関係づくり）を最優先し

ている。

実践された全エコロジーキャンプについては、既

にある町営施設や国民宿舎を現状のままで拠点とし

て活用し、参加者（その多くは、大分市在住などの

都市型住民）と久住の豊かな自然や地元農家（＝中

山間地型住民）とのふれあいや交流という「関係づ

くり」に重点を置いている。また、その「関係づく

り」とは、『地球にやさしいむら」の直接的な住民

である町民（＝『地の人jと定義している）と、

『むら」を理解し自発的に協働していこうする間接

的な住民（＝時々訪れるため『風の人」と定義して

いる）とを信頼関係で‘‘つなぐ”行為でもある。

(3)エコロジーキャンプの指導について、前半の年

度では、大分県はプロ集団（財団法人キープ協

会環境教育事業部）に委託していたが、後半で

は、地元久住町や大分県内のボランティアメン

バーで構成された指導者集団（＝エコロジー

キャンプの参加経験者による、民間および公務

員によるボランティアグループ。名称は「おお

いたインタープリターズ」）が主体となって、

エコロジーキャンプの企画・準備・運営などを

県と協働で実施している。

このように指導者層が地元で発掘された理由とし

て、

①大分県が予めキープ協会との綿密な打ち合せの

基づいて地元指導者養成をも含んだ委託内容

にしたこと。

②おおいたインタープリターズは指導内容を、大

分県は事務局となって安全管理・時間管理・

金銭管理を分担するなど、明確に役割分担を

したこと。

-58．

③大分県が地元の久住町やキーパーソン、おおい

たインタープリターズの協働作業として、常

にコーディネーターに努めたこと。

などを挙げることができる。

2．エコロジーキャンプも組み入れた「地球にやさ

しいむら推進事業」の概要

「地球にやさしいむら推進事業」における「エコ

ロジーキャンプ」の位置付けを明確にするために、

先に「地球にやさしいむら推進事業」の概要を、そ

の後に「エコロジーキャンプ」の概要を説明する。

(1)事業の内容等

平成6年3月、学識経験者等11人で構成する「地

球にやさしいむら基本構想検討委員会（座長大分

県副知事）」から、大分県直入郡久住町（人口約

5000人）をモデルとした「地球にやさしいむら基

本構想検討委員会報告」がなされた。

この報告の基本的考え方は、久住町をフィールド

にして、P59に示す「農業」「観光」「生活」およ

び「教育」の4分野にわたって、環境保全と地域活

性化の両立を目指しながら、関係事業（そのうちの

一つをP60～61に示す）を推進するという点にあ

る。大分県および久住町は『地球にやさしいむら」

の実現に向けて、各種の施策及び事業を総合的に推

進することとしている。

エコロジーキャンプは、以下の推進事業分野にお

いて、直接的には、②観光と④教育の関係事業であ

り、間接的には、①農業を理解・支援するための先

行事例と位置付けることができる。

①農業：環境保全型農・畜産業の推進

②観光：エコツーリズムの推進

③生活：生活排水対策の推進、ソフトエネルギー

の利用促進

④教育：環境教育・学習の推進

(2)事業の展開

平成6年4月から平成9年3月までの『地球にや

さしいむら」の各推進事業を、年度毎に箇条書きに

する。

平成6年度パイロット事業の実施

〈大分県＞

久住町で実施するにふさわしい事業を検討するた

め、次の4つのパイロット事業を実施した。
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五感を大切にした文化、風土づくり、 露

めぐ
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ゲｽﾄを迎える体制の整備図

シンカレライフ

残澄の処理

ソフトエネノ岸の利用

《瑠境形成ガイドライン》

生 活
(ツケ回しをしない生活） 住民の意識改革

灘識鰯;溌蕊蕊欝蕊難鐙蕊鰯

【人］

地の人・■の人

[畑］

[しくみ］

図2－7:：′地球にやさしいむら』構想の概念図（あるいは報告書よりノ
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①ソーラーカーフェスティバル……平成6年5月、

久住町の岩崎道路で開催。（試乗用3台、展示

用3台）

②エコロジーキャンプ……

【第1回エコロジーキャンプ開催】

平成6年7月9日・’0日、小学生50人参加。

【第2回エコロジーキャンプ開催】

平成6年10月1日・2日、大人39人参加。

③地球環境映像祭……平成6年10月、中央公民館で

環境映画を上映。（3日間で延べ800人参加）

④野焼きシンポジウム……平成7年3月、筑紫哲也

氏等による座談会等を中央公民館で開催6（地

元住民および都市住民約300人が参加）

〈久住町＞

①野焼きサミット……平成7年3月、野焼きシンポ

ジウムに併せて全国で野焼きを実施している9

町村長によるサミット開催。

平成7年度目標の設定

<大分県＞

「地球にやさしいむら」の実現に向けて次の事業

を実施した。

①エコロジーキャンプの開催……

【第3回エコロジーキャンプ開催】

平成7年7月26日・27日、中学生44人参加。

【第4回エコロジーキャンプ開催】

平成7年12月2日・3日、大人35人参加。

【第5回エコロジーキャンプ開催】

平成7年12月9日・’0日、小学生47人参加。

【第6回エコロジーキャンプ開催】

平成8年1月24日・25日、大人30人参加。

②エコロジーキャンプ指導者養成……

【第1回指導者養成】平成7年9月・'0月、（財）

キープ協会が主催する研修を県職員3名が受

講。

③高性能小型合併処理浄化槽の設置費補助……

生活排水対策推進モデル地区整備事業として、

久住町陽谷地区及び寺原地区の36戸に設置費の一

部(1戸当たり30万円(県1/3，町2/3))を
補助。

④環境保全型農畜産共生モデル事業（畜産課）…

土壌微生物(BMW等)を活用した尿汚水処理施

設の導入、実証展示。

〈久住町＞

①高性能小型合併処理浄化槽の設置費補助

②野焼き作業を通じての都市農村の交流……

稲葉牧野組合の実施する輪地切り、輪地焼き及

び野焼きに都市住民がボランティア参加し、地域

住民と交流。

平成8年度目標実現に向けての基盤の整備

く大分県＞

最終事業年度を平成10年度と定め、事業の目標実

現に向けて各種の基盤整備を進める。

①エコロジーキャンプの開催……

【第7回エコロジーキャンプ開催】

平成8年7月29日・30日、大学生33人参加。

【第8回エコロジーキャンプ開催】

平成8年8月22日・23日、小学生59人参加。

【第9回エコロジーキャンプ開催】

平成8年10月26日・27日、大人38人参加。

②エコロジーキャンプ指導者養成……

【第2回指導者養成】平成8年6月、（財)キー

プ協会が主催する研修を環境NGOの指導者3名

が受講。

③環境教育ミーティングの実施……
九州・山口県等の環境教育を推進するため環境

教育ミーティングを平成9年2月28日・3月1日

に開催。参加者84人、スタッフ等28人。

④環境保全型農畜産共生モデル事業（畜産課）…

土壌微生物(BMW等)を活用した尿汚水処理施

設の導入。

〈久住町＞

①地域新エネルギービジョンの策定……太陽光発電

等のソフトエネルギーの利用可能‘性等を検討

し、計画を策定。

平成9年度目標実現に向けての施策の展開

<大分県＞

平成8年度に整備した基盤に基づいて、目標実現

に向けての具体的な施策・事業を展開する。

①拠点づくりの検討……このモデル事業の普及方策

と、民間活力を導入した拠点のあり方を検討。

②エコロジーキャンプの開催･…･§
§。．．

【第10回エコロジーキャンプ開催I

平成9年8月19日・20日、小学生50人参加。

【第11回エコロジーキャンプ開催】
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平成9年11月1日～3日、大人17人参加。

【第12回エコロジーキャンプ開催】

平成9年11月22日・23日、大人II人参加。

③エコロジーキャンプ指導者養成……

【第3回指導者養成】平成9年7月、（財)キー

プ協会が主催する研修を環境NGOの指導者3人

が受講。

④環境教育ミーティングの実施……環境教育指導者

および準指導者の交流を図り、地域における

環境教育を推進するために、環境教育ミーティ

ングを平成10年2月28日・3月1日に開催。参

加者70人、スタッフ等26人。

⑤環境保全型農畜産共生モデル事業（畜産課）…

土壌微生物(BMW等)を活用した尿汚水処理施

設の導入。

〈久住町〉

①環境教育施設の誘致……日本文理大学の環境教育

施設建設に向けた支援。

②環境保全型農畜産共生モデル事業……土壌微生物

(BMW等)を活用した尿汚水処理施設の導入支

援。

3．「エコロジーキャンプ」の概要

エコロジーキャンプは、上述したように「地球に

やさしいむら」の関連事業の一つとして位置付けら

れるが、以下の要項のとおり、まとめることが可能

である。

(1)事業名：「久住高原エコロジーキャンプ」

(2)目的：

豊かな自然や地域住民とのふれあいを重視した宿

泊体験型「久住高原エコロジーキャンプ」に参加す

ることにより、自分たちを取り巻く地域環境や自然

の現状についてより深く認識し、それぞれの地域で

一人の生活者として「地球にやさしい生活」を実践

する契機とする。また、参加者とそれを迎える農家

の方々との顔の見える交流（＝都市農村交流）も図

る。

(3)主催：大分県・久住町

(4)指導者：「おおいたインタープリターズ」およ

び久住町内の農家のキーパーソン

－63‐
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※1;「おおいたインタープリターズ」とは、エコ

ロジーキャンプの参加経験者による民間および

公務員によるボランティアグループのこと。原

則として、（1鋤キープ協会の実施するインタープ

リターズキャンプなどを受講した者とする。

※2；「財団法人キープ協会環境教育事業部」は、

環境教育に関するプロ集団（所在地：山梨県北

巨摩郡高根町清里）。「KEEP」とは、

KiyosatoEducationalExperimentProject(「清
里教育実験計画」）の略である。

(5)参加対象者：原則として、環境問題に関心を持

つ大分県下の小学生から大人まで

〔対象年令層・募集定員・参加地域〕

・小学5．6年生、中学生50人

・一般（環境問題に関心がある民間企業、市町村の

職員、大学生、環境NGOのメンバー等)40人

(6)主な内容：

宿泊型・自然体験型のキャンプであるが、通常の

キャンプのようにテント張りや食事の準備をするこ

となく、これに要する時間を自然や農業、歴史、文

化などの体験学習の時間とする。

〈開催場所〉久住町内一円

〈宿泊と食事〉町内の既存施設（国民宿舎「久住

高原荘」など）

〈開催期間>1泊2日（または2泊3日）

通常は、第1日目のお昼頃から最終日の午後3

時頃まで

w溺
夢蕊

趣､癖

図3:[久住高原エコロジーキャンズノの参加者

国民宿舎のかたすみの施設が､子どもたちが集

うことによって“自然学校,,に変身'する。
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4「エコロジーキャンプ」のプログラムデザイン

について

(1)プログラムデザインの骨子

今まで実施してきた12回のエコロジーキャンプの

うち10回が、以下に示す《自然体験型プログラム〉

といってよい。以下、そのプログラムデザインの骨

子を示す。

《自然体験型プログラム（＝標準的なプログラ

ム）》

1日目午後〔受付、開会式・オリエンテーション〕

〔昼のプログラム〕

ネイチャーゲームなどを通じて、久住高原の自

然を楽しみながら体験するためのプログラム。

図4-1:参加者同士の緊張をほぐすアイスブレー

キングゲームの一つ“カヌーゲーム,’

図4－2：朝のプログラム“バードウォッチング蕊
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1日目夜〔フリープログラムの企画〕

参加者自身が翌日の午前中に行うプログラムを

自主的に企画を作成する。

〔夜のプログラム〕

夜の高原の自然を体験するプログラム。

2日目朝〔朝のプログラム〕

早朝の高原の自然を体験するプログラム。

2日目午前〔フリープログラム〕

前日に企画したプログラムに沿って、グループ

別に活動するプログラム。

2日目午後〔ふりかえり、わかちあい〕

2日間の体験をふりかえり、参加者同士で話し

合うプログラム。〔閉会式、解散〕

図4-3:フリープログラム"///に橋を渡すチー

ム,,

図4－4：フリープログラム“手作タノハンモック

チーム',



また、今まで実施してきた12回のエコロジーキャ

ンプのうち2回が、以下に示す《農業体験型プログ

ラム》といってよい。以下、そのプログラムデザイ

ンの骨子を示す。

《農業体験プログラム》

1日目午後〔受付、開会式・オリエンテーション〕

〔農業体験プログラム〕

古くから久住で行われてきた農業を農家の方々

の指導のもとで体験し、参加者と地元農家との交

流を図るプログラム。

1日目夜〔スピーチタイム〕

地元の方々からそれぞれのテーマに沿った話題

で話を聞くプログラム。

〔交流会〕

参加者と地元の方々との交流をより深める。

2日目〔朝のプログラム〕

朝早朝の高原の自然を体験するプログラム

2日目午前〔久住の魅力発見のための企画づくり〕

久住で参加者自身がやってみたいことや、久住

を元気にするための企画づくりを行うプログラ

ム．

2日目午後〔ふりかえり、わかちあい〕

2日間の体験をふりかえり、地元の方や参加者

同士で話し合うプログラム。〔閉会式、解散〕

愛鳥教育No.541998.7

段磯溌蕊

笠弄L郵一

磯!‘瀞
図5-1:l農業体験ブログラムポ養鶏チームj

（まずは見学からノ
寺函予

醜,1､
’乱．、

職一
患鮮

ふ″・‘当

噌《-．'劇

蕊.典

図5－2：腿炭焼きチームノ

（竹の炭作りもあるため、まずは竹の原木切りか
、1

図5－3：『しいたけ作業チームノ（まずは見学か鐸
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(2)プログラムデザインの具体例

《自然体験型プログラム》に関するプログラムデ

ザインの具体的実践例を以下に示す。

《第10回「久住高原エコロジーキャンプ」のプログ

ラムデザイン》

開催日：平成9年8月19日・20日

会場：国民宿舎「久住高原荘」

対象：小学生5．6年生50人

内容：自然体験型プログラム

8月19日（火）

【集合・受付13:00～久住高原荘玄関】
1開会式・オリエンテーション

時刻13:30～14:00

場所久住高原荘大広間

（1）開会のことば………中野県生活環境課長

（2）スタッフ紹介・日程説明｡．………･…杉浦

（3）アンケート……………………………杉浦

（4）生活上の注意事項……………………佐藤

2アイスブレイキング

初めて出会った友達とすぐに仲良くなるための

プログラム

時刻14:00～14:30

場所キャンプ場

3昼のプログラム

森や草原の中で、ケームなどを行い、楽しみな

がら自然とあそぶ

時刻14:30～16:45

場所赤川園地等

【チェックイン】

16:45～17:00久住高原荘宿泊室

【入浴】

17:00～18:00久住高原荘大浴場

【夕食】

18:00～18:40久住高原荘食堂

4夜・朝のプログラム選択コースの紹介

時刻18:40～19:00

場所久住高原荘大広間

5フリープログラムの計画づくり及びグループづ

くり

みんなで次の日のプログラムを考える

時刻19:00～20:30

場所久住高原荘大広間

6夜のプログラム
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静かな夜の久住高原で「ナイトハイク」などを

行い、自然を感じる

時刻20:30～21：30

場所赤川園地等

【就寝】22:00

8月20日（水）

【起床7:00】

7朝のプログラム

すがすがしい朝の久住高原でバードウォッチン

グなどを行い、自然を感じる

時刻7:15～8:00

場所赤川園地等

【朝食】8:00～8:45久住高原荘食堂

【チェックアウト】8:45～9:00

8フリープログラム

グループに分かれ、みんなでつくったプログラ

ムを実行する

時刻9:00～13:30

場所前日に決定した場所

9フリープログラム発表会

実行したプログラムをグループごとに発表する

時刻13:30～14:00

場所久住高原荘大広間

10ふりかえり・わかちあい

2日間の体験をふりかえり、みんなで話し合う

時刻14:00～14:50

場所久住高原荘大広間

（1）ふりかえりシート記入………………杉浦

（2）ふりかえり・わかちあい……………杉浦

（3）アンケート．．…………………………･杉浦

11閉会式・記念撮影

時刻14:50～15:00

場所久住高原荘大広間

【解散】15:00

《農業体験型プログラム》に関するプログラムデ

ザインの具体的実践例を以下に示す。

《第9回｢久住高原エコロジーキャンプ」のプログ

ラムデザイン〉

開催日：平成8年10月26日・27日

会場：国民宿舎「久住高原荘j

対象：大人38人参ｶロ‘

内容：農業体験型プログラム



10月26日（土）

【集合・受付】

io:30～i1:0o久住高原荘合宿棟前

l開会式・オリエンテーション・記念撮影

時刻ii:00～ii:20

場所久住高原荘合宿棟

（1）開会あいさつ…………高木環境企画課長

（2）レンジヤー・スタッフ紹介…･…･･…杉浦

（3）日程説明…………･……･……………･杉浦

（4）生活上の注意事項………･…………･･佐藤

（5）記念撮影（合宿棟前）

2はじめましてプログラム

初めて出会った人達がうちとけるためのプログ

ラム

時刻ii:20～12:15

場所久住高原荘お祭り広場

【昼食】

12：15～i3:oo久住高原荘食堂

3“産地直伝伽プログラム～地の人から風の人

へのプレゼント～

《その1農業体験》

各コースに分かれて“地の人"の指導を受けな

がら農業を体験する

時刻13：00～17：30

場所久住町内各所

〈コース〉〈地の人＞〈参加者＞

A干草切・小屋作りコース志賀是孔氏10人

B炭焼きコース 志賀義弘氏8人

C乳しぼりコースみどり高原牧場10人

D稲刈り・掛干しコース佐藤孝氏9人

Eしいたけコース加藤至誠氏9人

F養鶏(BMW)コース 荒牧洋一氏8人

G手作り豆腐コース河野公令氏4人

【入浴】

17:30～18:30久住高原荘大浴場

【夕食】

18：30～19：30久住高原荘研修棟

4“産地直伝''プログラム～地の人から風の人

へのプレゼント～

《その2スピーチ・タイム》

“地の人''がそれぞれのテーマでスピーチを行う

時刻19:30～20:30

場所久住高原荘合宿棟

5スライド上映
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“くじゅう''の自然を紹介したスライド「久住

の四季」を観賞する

時刻20：30～20：45

場所久住高原荘合宿棟

6“風の人”“地の人''交流プログラム

自由なテーマで、参加者と地元の人が語り合う

時刻20：45～22：00

場所久住高原荘合宿棟

【就寝】22：00

10月27日（日）

【起床】7：30

7朝のリフレッシュ・プログラム

すがすがしい朝の久住高原でバードウオッチン

グなどを行い、自然を体感する

時刻7：45～8：30

場所赤川園地等

【朝食】8：30～9：3O久住高原荘休憩所

8“おんがえし"プログラム～風の人から地の

人へのプレゼント～

参加者が数グループに分かれ、“くじゆう''で

できること、やってみたいことなど、“くじゆう

’'の魅力発見事業の企画作りを行う

時刻9：30～13:30

場所久住高原荘合宿棟

【昼食(弁当)】12：00～

9成果発表会

午前中に行ったことの成果をグループごとに発

表する

時刻13:30～i4:i5

場所久住高原荘合宿棟

10ふりかえり、わかちあい

参加者が2日間の体験をふりかえり、その成果

を互いにわかちあう

時刻14：15～14：45

場所久住高原荘合宿棟

11閉会式

時刻14：45～15：00

場所久住高原荘合宿棟

（1）レンジャーあいさつ

（2）おみやげプレゼント

【解散】i5:oo
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書籍紹i介幻

『水鳥のための油汚染救護マニュアル
～FieldManual-RescueandRehabilitationofOiledBirds～妾

E.ウォルラベン著黒沢信道・黒沢優子訳

北海道大学図書刊行会定価(本体)1,800円

昨年1月に起きたロシア船籍のタンカー・ナホト

カ号による日本海重油汚染事故から、1年と数か月

が経過したが、私自身、今だにその報告のとり纏め

等に関わっているため、あの事故そのものが最近起

きたことのように錯覚することがある。

被害を受けた海鳥たちは、収容されたものだけで

も生体・死体を合わせて1,300羽以上にのぼり、改

めて油流出事故の恐ろしさを認識させられた出来事

でもあった。

昨年は、その後も4月に対馬沿海、7月に東京

湾、12月に青森県の沿海で事故が発生するなど、マ

スコミの報道の影響もあってか、油流出の問題が幾

度となく話題にのぼった年であった。実際、些少な

ものあるいは不法投棄なども含めると、年間300件

を大きく上回る油流出事件が発生しているのが日本

近海の現状である。

従って、そうした事態が発生した時に備えて、鳥

類をはじめとする野生生物保護の準備体制を今から

でも整えておくことが必要不可欠なこととなってき

ている。

こうした実情に即応すべ<、油汚染発生時におけ

る水鳥の救護方法に関して、詳細にまとめられたマ

ニュアル本が本年1月に翻訳・出版された。それ

が、「水鳥のための油汚染救護マニュアル」であ

る。

本書は、その章立てで追うと「1．油の影響」

「Ⅱ、緊急時の対策」「Ⅲ．現場での救急法」

「Ⅳ、リハビリと放鳥」「V.報告会」および付記

（獣医師による治療など）という内容になってお

り、これに訳者による付録（日本産の水鳥に関する

資料など）が加えられている。

水鳥という、鳥類の中でも比較的なじみの薄いな

かまを対象にした救護活動においては、独特な技術

や方法が必要となるが、本書では現場における初期

対応から救護、診断、処置、洗浄、リハビリ、そし

－68‐

事務局箕輪多津男

て放鳥に至る一連の作業内容に関して、プロセスを

追いながら大変分かりやすく解説されており、いざ

という時に十分実用に供するだけの内容が盛り込ま

れている。また、油汚染事故発生時における全体的

な救護体制の組み方や、組織のあり方等に関しても

言及されており、平常時における準備を整える上で

も大いに参考になる。
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ところで、原著である「FieldManual-Rescue

andRehabilitationofOiledBirds」は、すでに1992年

10月に発行されていた（非売品）。

著者のエルナ・ウオルラベン(ErnaWalraven)

氏は、オーストラリアのシドニー市街から定期船で

25分ほどのところに位置するタロンガ動物園

(TarongaZoo)の上級飼育係長である。

実は、私こと2月に現地を訪れた際、女史にお会

いする機会を得た。唐突な訪問にもかかわらず大変

暖かく迎えていただき、また、園内にある動物病院

関連施設への案内の手筈も整えていただき、非常に

感激した次第である。お話をうかがっている間も終

始笑顔を絶やさず、大変すてきな、そして何よりも

温かなハートをもった方であるという印象が強く

残った。
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タロンガ動物園の動物病院関連施設には、同施設

で野生動物のリハビリを担当しているエリザベス・

ホール(ElizabethHall)女史にご案内いただいた。

そこには、3名の獣医師をはじめ12名のスタッフが

常駐して任務にあたっているとのことであった。

（ちなみに動物園全体では、売店の担当者等も含め

ると実に300名にものぼるスタッフが働いているそ

うである。）同じニュー・サウス・ウェルズ州にあ

るウェスタン．プレイン動物園(WesternPlains

Zoo)と合わせると、年間で約1,500もの野生動物の

治療にあたり、かつまた野生復帰へのリハビリを施

しているとのことで、その活動の充実ぶりが窺え

た。

施設内には、それぞれの動物種に合わせたケージ

が用意してある収容・飼育室のほか、手術用の各種

機器も整っている診断・治療室、薬剤の調合室、餌

の調理室等が完備しており、また屋外には大型収容

ケージ等も設置され、さまざまな器材をフルに使用

しながら各専門スタッフが活躍している。

なお、マニュアルの発行も日本に比べてかなり早

かったことからもわかるように、油汚染事故発生時

における、実際の野生動物の救護体制に関しても十

分整えられている。1995年6月にタスマニア沿海

で油流出事故が起きた際にも、彼ら専門スタッフの

活躍もあってか、救護された水鳥たち（大半はコガ

タペンギン(LittlePenguin))の放鳥率は約90%にの
ぼったという。周辺の環境や流出した油の量および

性状、烏種の違い等はあるにせよ、これを現在の日

本に置き換えてみると、驚異的な数字であると言え

よう。

ただ、このオーストラリアにあっても、当初は先

行しているアメリカ等の技術に学ぶところが大き

かったようである。資金面においても、サンデイエ

ゴ動物園等アメリカの施設における潤沢な調達ぶり

は、大変うらやましいとのコメントを、ウォルラベ

ン女史が繰り返し述べられるのが印象に残った。こ

うした面でも、日本はさらに遅れているのが現実で

あり、改めて課題として考えさせられた次第であ

る。

なお、私もこれまで、環境庁による請負事業とし

て「野鳥の油汚染救護マニュアル」の作成に関わっ

てきたが、その際にも今回ご紹介したFieldManual

の原本を大いに参考にさせていただいた。この機会

に改めて感謝の意を表したいと思う。

初めにも述べたが、油汚染事故はもはや他人（他

国？）ごとではなくなった。従って、海外の先進事

例や技術に学びつつ、総合的な対応策と体制を平時

から整えて置くことが重要であり、その為に多くの

人が協力していく必要があるように思う。私も微力

ながら、そうした活動の一旦を担うべく努力してい

きたいと考えている。

最後にタロンガ動物園では、専門スタッフによる

子供向けの教育プログラムも大変充実していること

を付記しておきたい。今後の動物園や水族館の役割

について考える時、「種の保存」と並び、「自然

（環境）教育」ということに大きな比重が置かれて

いくことになるであろう。その意味からも、同園か

ら学ぶべきところは多いように思われる。
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朱鷺と棚田のつながﾚノ

(株）建設技術研究社森真希

●佐渡への旅

1996年8月、私は弟と2人で佐渡島を訪れた。

目的は4つ、①佐渡の自然観察、②佐渡の郵便局め

ぐり、③棚田の取材、④佐渡トキ保護センターの訪

問という旅であった。③の棚田の取材というのは、

この年、東京農業大学の学祭、収穫祭で行われる研

究発表の参加において所属しているサークルが「棚

田」を取り上げることになり、個人的に棚田の分布

する地域を実際に見て写真撮影を兼ね、管理してい

る人のお話を聞いて見ようと選んだ場所が佐渡で

あった。④のトキ保護センターの訪問は、烏好きの

方なら誰しもが御存じであろうと思われる、日本産

最後のトキ「キンちゃん」が飼育されているところ

であり、生き物に関心がある人が佐渡を訪ねたら必

ずと言って良い程、足を運ぶ場所でもある。炎天下

の中、ザックを背負ってバス通りから1時間余り歩

き「トキの森公園」に到着した。この時、まだ私の

頭の中では「棚田」と「トキ」という単語は別々の

所にあった。

●佐渡トキ保護センター．

環境保全協力費2佃円を払ってトキ資料展示館に

入る。そこには、世界のトキの仲間の事や、トキそ

のものについての詳しい展示があり、モニター越し

に｢キンちゃん｣の実況中継を見ることができる、ト

キの博物館という雰囲気の所であった。残念なが

ら、センター開設当初からずっとトキに携わってい

らっしゃる近辻さんにはお会いできなかったが、他

の方が親切に説明をしてくださった。その中で、ト

キの食性と採餌地、生息環境について書かれている

展示パネルを見て思わず｢あつ」と言ってしまった。

●トキが生活していた所

ここに、パネルに書かれていたことを抜粋する。

「－食性と採餌地一、トキは動物性の餌を食べる。

ドジョウ、フナといった魚類。カエル、イモリ、サ

ンショウウオ(両生類)、エビ、サワガニ(甲殻類)、

タニシ、カワニナ、（貝類)、オケラ、コオロギと

いった昆虫類まで食域は広範囲に及ぶ。餌を引きち

-70－

ぎるようなことはせず、丸ごと飲み込む。採餌爵場所

としては山間の水田が最適で他の鳥には見つけにく

い泥中の餌を、下方に曲がった長い鱈で探り出し食

べることができる。」トキの生態をよく知らなかっ

た私は、ここで初めてトキがどんなものを食べてい

るのかを知った。私が1992年から集めていたトキ

に関する新聞記事にはそこまで説明をしているもの

は見当らなかった。さらにパネルは続く。「－生息

環境一、トキにとって小佐渡東部の森林地帯と山間

の水田が好適な生息場所及び環境であった。」採餌

場所の「山間の水田」、これはまさに「棚田」のこ

とである。

●棚田とは

学術的な定義はまだないが、簡単に言ってしまう

と山間地の斜面に作られた段々田んぼ力棚田とされ

ている。棚田が分布しているところは中山間地とよ

ばれる地域とかなり重なっており、殆どの所で過疎

化、農業・林業の後継者不足などの問題を抱えてい

る。平地での農業も減反力唯められている中で、斜

面での重労働を必要とする棚田の農作業は、残され

た高齢者にとって辛いものとなる。全国で使われな

くなった棚田は荒れていった。

●注目されはじめた棚田

ところが、この数年で「棚田」をテーマに全国で

様々な動きが出始めた。棚田の風景写真や文化を撮

り集めた写真集が出版されたり、棚田を持つ市町村

が集まって「全国棚田(千枚田)サミット」が毎年開

催されたり、村おこし、町おこしのために棚田をア

ピールして、都市民との交流の場として援農やグ

リーンツーリズムの材料となったり、教育機関でも

修学旅行や食教育の一環として棚田での田植え・稲

刈り実習を取り入れるなど、「棚田｣を守ろうという

運動が各地で行われている｡棚田の持つ利点として

は、次のようなことが言われている。棚田の分布地

域は地すべり多発地帯とも重なっているらしい。そ

の地すべりを防いでいるの力潮田であるという。さ

らには、農景観としての評価も高く、低農薬での米



作りをしているところでは水田を取り巻く生物相が

平地よりも豊かになるらしい。棚田の存在は良い方

向で認められつつも、管理･維持していくには農業

に対する国民意識をもっと上げていく必要があるだ

ろう。

●トキと棚田

「棚田にはトキが好んで食べている生き物がたく

さんいるんですよ。」センターで説明をしてくだ

さった方がそうおっしゃった。「この近くも昔は棚

田が多かったんだけどね、年寄りばかりになって米

をつくらなくなってのう、畑野の方に行けば立派な

棚田がまだあるはずだから行ってみるといいよ。」

棚田の取材の旨をお話したら親切に教えて下さっ

た。棚田は人が生活をしていくために作られ、管理

されている人工的な環境である。しかし、その水田

を取り巻く、雑木林や畑、用水路、湧水地、神社・

寺の森などを含めた環境はいわゆる里山的自然と呼

ばれ、虫、植物、鳥、獣など実に多様な野生生物が

生活している。人が田畑を利用し雑木林を維持し続

けていたことが、里山の生き物たちの命をつないで

いるとも言えよう。同じことがトキと棚田にも当て

はまるのではないだろうか。生物相豊かな棚田がト

キの命をつないでいった。「もしかしたら、棚田の

減少と関係があるかもしれないね、中国の野生のト

キがいるところも棚田地帯ですよ。」センターの方

のこのお話に私の中の「棚田」の思いが大きく変化

した。

●「トキ再生」技術

1993年10月23日(土)付けの朝日新聞夕刊に「トキ

再生、未来へ託し細胞を保存」という見出しの記事

が載った。凍結保存でトキの遺伝子を保存し、遺伝

子技術が発達した段階で再びトキを誕生させること

が狙いという、映画「ジュラシック・パーク」の世

界のような内容である。もし、その技術でトキが復

活したとしても、トキが本来生活していた環境の存

在無しには意味が見出せないのではないだろうか。

世界中のあちこちで様々な生き物たちが絶滅の危機

にさらされている。人工繁殖でその危機を脱した仲

間もいるが、その生き物が生きていける環境を守る

ということも忘れてはならないだろう。
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●いつの日か…

日本産のトキは「キンちゃん」ただ1羽。もう31

歳になるという。同じ学名を持つ中国産のトキも約

80羽とまだ絶滅の危機から抜けていない。純日本産

のトキが日本の空を飛ぶのはどうやっても見ること

ができなくなってしまったが、いつの日か、各地の

棚田が生き返り、そこで採餌をするトキの姿を日本

で見ることが出来たら…。斜面に作られた水田を見

るたびに、幻の映像を連想してしまうようになっ

た。佐渡島への旅は「棚田」を「トキ」という切り

口で考えるきっかけを得ることが出来た貴重な体験

であった。

、
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蕊

宿泊型自然教室の在ﾚﾉ方

学校教育での宿泊を伴う学習活動には、従来、修

学旅行、林間学校、臨海学校、キャンプ等がある。

これらは、一般に、移動方法や食事、就寝場所等

の生活的な部分と登山、観光、水泳、自然観察など

の学習的な部分の組み合わせでプログラムが組まれ

ている。また、集団生活というテーマが常に存在し

ている。集団活動をメインに据える傾向も高い。

通常キャンプと呼ばれる宿泊学習は、ボーイスカ

ウトの流れから来ているもので、未だに体育会系の

流れを汲む集団活動を意識したプログラムである。

環境教育が叫ばれている現在でも、学校現場では根

強く残っている。しかし、これは指導をする教員が

自分たちの経験した活動形態を踏襲しているに過ぎ

ず、別の視点からの取り組みを試みないという状況

も見られる。

現実的には、飯ごう炊さん、キヤンプファイ

ヤー、朝のラジオ体操、掃除といった、正に青年の

家などの社会教育施設の定番プログラムの域を出な

い状況にある。せっかく自然の豊かな山や海辺の環

境で取り組みを行おうというのに、都会でもできる

炊事やキヤンプファイヤーなどの取り組みに終始す

るというのは如何なものであろうか。

現在はアウトドアーでのスポーツがさかんになっ

ている。しかし、キャンプファイヤーで育った世代

のアウトドアーでの過ごし方は、自然に対してロー

インパクトと言うにはほど遠く、自然を痛めつけて

帰ってくるというのがそのほとんどである。

これは、自然の中での過ごし方や自然理解などの

教育が不十分なために起こっている現象である。昔

から自然の中で過ごしてきた者ならば、自然の恵み

を受け、その恵みを絶やさない活用の仕方を知って

いる。自然と共に生きるための工夫を受け継ぎ、そ

れを踏襲している。しかし、その経験のない者たち

は、自然を消費財としてしか認めず、感謝もせず、

いたわることもしない。いわば罰当たりのことばか

りしているのである。

-72－

常務理事平田寛重

環境教育が叫ばれるこの時代の学校教育として、

自然の豊かな環境を舞台にして宿泊学習を行うので

あれば、それなりの目的や考え方を明確にし、それ

に対応した自然理解のための学習プログラムを組む

のが筋であろう。そして、ローインパクトな体験的

なプログラムを行うことで、自然の不思議さ素晴ら

しさに気付かせ、感じ取らせたいものである。

レイチェル・カーソンが取り組んだように、豊か

な自然の中で自然をダイレクトに感じ取れるような

体験活動を行い、感性を磨くことができればと思

う。

自然の中では、動物、植物、水、音、闇、星、匂

い、風、月明かりなどがテーマとして考えられる。

宿泊が前提であれば、闇や星などを対象とした普段

学校ではできない体験活動にも取り組むことができ

る。そのことで、野生生物たちが休む闇の中で音を

たてたり、火を焚いたり、明かりを灯したりという

反自然的なことは、自然に対して慎むべきだという

ことを理解させることができる。

食にかかわる活動や移動の取り組みなども非日常

的な体験学習の対象となることから、時間や子ども

の負担を考慮しながら、サブ的なプログラムとして

活用することができる。少人数ならば、現地調達の

ものを調理して食べたり、自分たちの足で目的地に

着き、学習（活動）に必要なものを探し出したりし

ながら、密度の濃い内容にしていくこともできる。

また、従来のキャンプでは、クラスをまとめたり

場を盛り上げたりする機能としてのレクレーション

的な活動がメインに考えられていた。しかし、初め

て顔を合わせる人間同士の心を解きほぐすためのア

イスプレーキングとしてならそれなりの意味もある

が、人間関係ができあがっている学校集団では、そ

れをメインに据えるほどの理由はないと思われる。

集会活動力泌要であるというのなら、学校の普段の

活動でも十分に対応できるであろう。
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一方、キャンプファイヤーの経験は、小学校のこ

の機会でなければ経験できないという考え方があ

る。しかし、それなら、夜間も含めた自然体験を豊

かにし、自然とのかかわり方を深めるという経験

は、将来にわたって有効なのではないだろうか。自

然の中で大きな火を焚いて騒ぐよりは意味はあるよ

うに思われる。

平成9年度 収支決算報告

(単位：円）

【収入の部】

項目

会費

売上

寄付金

研修会参加費

連盟・補助金

受取利息

前期繰越収支差額

収入合計

決算額

444，000

385，365

43，847

64，000

200，000

114

553，875

1.691,201

現在の状況を考えた場合、キャンプファイヤー的

な経験にも自然接触の経験にもそれなりに価値はあ

ろう。しかし、わざわざ山や川に出かけて行くので

あるから、そこで何をすることがより効果的なのか

を考えて、宿泊学習に取り組んでもらいたいもので

ある。

【支出の部】

項目

会誌発行費

通信運搬費

会議費

交際費

交通費

事務消耗品費

資料購入費

支払手数料

講師謝礼

連盟・支払金

次期繰越収支差額

支出合計

決算額

763，200

194，150

73,202

5，250

0

12,121

14,527

1,155

15,000

236，462

376，134

1,691,201

前期繰越収支差額

当期収支差額

次期繰越収支差額

553，875

－177，741

376,134

上記の通り報告いたします。

平成10年3月3

会長江

会計染

事務局箕

日１
袋
谷
輪

島吉

優児

多津男

監査の結果上記の通り相違ないことを認めます。

監事徳竹力男

監事村口末弘

－73－
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平成9年度

1．「愛鳥教育」の発行

(1)52号(11月）、53号（平成10年3月）、5

4号（平成10年7月）の発行

(2)内容

①愛鳥活動のヒントを掲載。

②子供向け野外ワークショップの紹介。

③論説では「都市鳥の増加について」等を掲載｡

④愛鳥教育のための教材として『野鳥シート～身

近な野鳥～』に関する解説を掲載。

⑤平成9年度秋期研修会、冬期研修会の報告を掲

載。

⑥その他の事項

2．研修会

(1)秋期研修会

期日：平成9年10月10日（祝）～11日（士）

場所：愛知県伊良湖岬、伊良湖ビューホテル

内容：①サシバ等の渡り、および周辺の自然観察

指導：渥美自然の会会長大羽康利氏

②講演：

東三河野鳥同好会会長皿井信氏

全国愛鳥教育研究会副会長渥美守久氏

(2)冬期研修会

期日：平成10年2月28日（土）～3月1日（日）

場所：霧ケ峰八島が原湿原、鷲ケ峰ひゅって

内容：①歩くスキー講習会

②雪上における自然観察

③スライドを使った学習会

3．常務理事会（開催日）

平成9年4月22日（火）、5月29日（木）、

6月27日（金）、7月22日（火）、

8月18日（月）、9月25日（木）、

10月23日（木）、11月19日（水）、

12月19日（金）、平成10年1月22日（木）、

2月18日（水）、3月17日（火）

-74－

事業報告

事務局箕輪多津男

4．野鳥シート「身近な野鳥」の企画・販売

愛鳥教育に役立つ教材として、一昨年発売した

「水辺で楽しむバードウォッチング」に続き、野

鳥シート「身近な野鳥」を企画・販売し、好評を

得た。

5．その他の行事・審査会への参加

く審査会等＞

(1)第50回愛鳥週間全国野鳥保護のつどい（島根県）

平成9年5月11日（日）江袋会長、渥美副会長

(2凌鳥週間ポスターコンクール及び全国野生生物保

護実績発表大会審査会（環境庁）

平成9年10月17日（金）江袋会長

(3)全国野生生物保護実績発表大会（環境庁講堂）

平成9年12月1日（月）江袋会長

(4)愛鳥週間野生生物保護功労者選考会（環境庁）

平成9年3月19日（木）江袋会長

＜後援行事＞

(1)(財)せたがやトラスト協会

「トラストバードウォッチング」

平成9年12月13日（土）兵庫島河川公園

＜行事参加＞

(1)国会議事堂周辺巣箱かけ

平成10年3月4日（水）江袋会長

(2)神奈川県環境教育研究発表会

平成10年1月30日（金）

平田常務理事、島田常務理事
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全国愛鳥教育研究会では、標記の通り「夏期野鳥観察会」を企画いたしま

ました。ここ「谷津干潟自然観察センター」にて、下記の要領で開催いたし

ますので、どなたでも、どうぞお気軽にご参加ください。

もちろん、ほとんど鳥のことを知らないという初心者の方や、親子そろっ

ての参加も大歓迎です。夏休みの一時を、是非ともに過ごしましょう。きっ

と、新しい発見があなたを待っています。

言己

1．日時平成10年8月21日（金）9：30～12：30

2．場所谷津干潟自然観察センターおよび谷津干潟周辺

3．参加費無料（※ただしセンターへの入場券につきましては、

各人でお求めください｡）

4．持ち物 筆記用具、できれば双眼鏡など観察用具等

5．日程9：15～9：30受付

9：30～10：15谷津干潟の鳥たちのこと

(センターの指導員によるお話し)

谷津干潟周辺の野鳥観察I
(愛鳥教育研究会ｽﾀｯﾌによる解脱)

観察会のまとめ

10：15～12：15

12：15～12：30

◆参加申し込み方法◆

事前申し込みの場合は、下記事務局まで、はがき、電話、またはFAXに

てお申し込みください．

なおも「当日受付jも行いますので、その場合は直接会場となる谷津干潟

自然観察センターにお越しください。

〒160-0022東京都新宿区新宿2－5－5新宿土地建物第11ピル5F

（財)日本鳥類保瞳漣閣内

全国愛鳥教育研究会・事務局担当箕輸(棚b）多津男

mO3－3225－3590mO3－3225－3593
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谷津干潟自然観察センター利用案内

●開館日

●休館日

●開館時間

●入館料

●交 通

電車バス

火曜日～日曜日

・毎週月曜日

・年末年始(12月28日～1月4日）

午前9時～午後5時

（入館は午後4時30分まで）

・高校生以上200円

・小中学生100円

・団体(30人以上)は2割引

･京成谷津駅より徒歩30分

･JR京葉線新習志野駅より徒歩

20分

･JR京葉線南船橋駅より徒歩20分

･JR総武線津田沼駅よりバスで

県立津田沼高校前下車バス停よ

り徒歩10分

自動車

交通案内図

|問合せ先」
谷津干潟自然観察センター

〒275習志野市秋津5－1－1 電話叫74-別-8416

－76‐

<当センターの案内係です〉

･駐車場は100台(普通車）

※駐車場の出入口は国道

357号(下り)となります。

国道357号若松交差点よ

り千葉方面に入り、標識

案内に従って下さい。

（交差点より約Ikm)

環境事業団

習志野市
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畷

渡ﾚﾉ鳥となって

‘‘天の川,,を渡る柳沢信雄先生

柳沢先生を思うと、どうしても三つの光景の中に

ある優しいお顔が重なってきます。

柳沢先生と初めてお会いしたのは、今から15年程

前の北海道での「愛鳥の会」の集いでした。確か私

が日本鳥類保護連盟に勤めて間もない頃だったと思

います。

その会には、柳沢先生を慕う大勢の北海道の教員

の方、社会教育のリーダー、その中には当時ウトナ

イ・サンクチュアリ・レンジャーの安西英明さんの

姿もありました。

大勢のベテランを前にしてこの会では、職員にな

りたての私が鳥のお話をすることになっていまし

た。大変緊張していたことを今でも覚えておりま

す。

その緊張を読み取られたのか、私の方へすう－と

柳沢先生があの優しい笑顔で寄ってこられました。

その直後から先生は立て続けの冗談を私に浴びせか

け、いつの間にか私も調子に乗っていました。5分

もたたずに私の緊張が嘘のように無くなった、あの

心の落差を今でも鮮明に覚えております。緊張を解

きほぐす名人の瓢々とした表情の背景のなかに、私

でさえも深い愛'情を感じることができました。

先生たちとバードウォッチングをしていた光景

は、確か野幌公園だったと思います。北海道の鳥

は、当時東京に住んでいた私にとって憧れの的でし

た。それで、最初のうちハングリーなまでに野鳥探

しに夢中になっていたのですが、やがて私の目は、

実に楽しくお話されている柳沢先生ご夫婦の方に向

きはじめました。

鳥の話題でご夫婦であんなに楽しく、しかも、大

らかなバードウオッチングをされている、お二人の

姿が実に新鮮にうつったからです。同行の同じ学校

の先生方にも、当時校長先生にもかかわらず、バー

ドウオッチング仲間の実に気楽な会話をされていま

した。

－77‐

副会長杉浦嘉雄

奥様や同僚の先生たちも、先生の優しいオーラの

お陰で楽しきが倍増している－そんなバードウォッ

チングでした。

北海道ウトナイの夏の夜でした。おそらく、会合

の帰りかなにかで少々お酒が入っていたのを記憶し

ています。二人で歩きながら近くの宿泊先まで、先

生にわざわざお送りいただいたのだと思います。

夜空を眺め、あまりにもくっきりとした明るい天

の川を見つけた時、私は「東京の空では、こんな素

晴しい天の川は絶対に拝めません」といいました。

柳沢先生は、間髪入れず、このような意味のこと

ばをユーモアたっぶりにおっしゃいました。「北海

道はいい1鳥は多いし星も美しい。天の川もこんな

に近くでしょう。亡くなっても渡り鳥になって渡り

やすいから、北海道はこの世もあの世も最高で

す！」

真っ暗闇なはずなのに、不思議なことに、天の川

と私を見ながら微笑んでいる先生の優しいお顔を鮮

明に思い浮べることができるのです。

今、私は、東京を離れて「天の川が近い」大分市

郊外に住んでおります。

迂闇にも、先生のご他界を随分後で知り悲しんで

おりましたが、しかし、生前あんなにも北海道の烏

たちを愛し、保護されてきた先生のことです。間違

いなく、今では、先生のお言葉どおり、渡り鳥と

なって“天の川”を渡っておられることと信じてお

ります。

先生、いつか私も、烏や自然を愛する後輩たちに

ユーモアたつぶりに言おうと思っております。「九

州はいい1烏は多いし星も美しい。天の川もこんな

に近くでしょう。亡くなっても渡り鳥になって渡り

やすいから、九州はこの世もあの世も最高です！」

と。

先生のご冥福を心よりお祈り申し上げます。
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柳沢信雄先生の思い出

北海道野鳥愛護会副会長戸津高保

柳沢先生と私とのつきあいは、野鳥愛護会の活動

を中心として15年を越える。平成9年11月のウト

ナイ湖例会が、先生の最後の愛護会例会への参加と

なった。先生が、時々咳き込んでいて気になったの

を覚えている。

平成10年3月、愛護会のウトナイ湖例会に私も参

加して、入院されていた先生が割合元気そうだとい

う話を仲間から聞いた。そして、ウトナイ湖のネイ

チャーセンターに着いた時、柳沢先生が亡くなった

という連絡が入っていて‘跨然とした一。

先生は、野鳥愛護会創立からの、今や数少ない会

員であり、この10年間は、愛護会会長として、柔軟

で視野の広い考え方で会の指導をされていた。

また、同時に日本鳥類保護連盟専門委員、全国愛

鳥教育研究会理事、野幌森林公園を守る会会長、北

海道自然保護協会会員などとして、北海道の愛鳥運

動や自然保護運動に幅広く関わり、力をつくされた

方であった。

先生は、白神山地のブナ林調査に参加したり、ト

キの保護活動に協力して中国を訪れたり、ガラパゴ

ス諸島まで足を伸ばし、鳥類の保護に尽力されてい

た。

しかし、先生が一番愛し、関心を持っていたの

は、野幌森林公園ではなかったかと、私には思えて

ならない。愛護会の野幌探鳥会には、奥様と共に、

おそらく一番多く参加していたし、前述した野幌森

林公園を守る会で、毎年3月に行うクマゲラ調査で

は、l仙人を越す参加メンバーのかなめとして、10

年にわたって活動された。

先生と最後に野幌森林公園を歩いた昨年の11月

に、先生が冬虫夏草（スズメバチの死骸から生えた

キノコ）を見つけて、私たちに見せてくれたのも忘

れられない思い出である。

愛護会の新年会は、毎年、藤の沢の白鳥園で行う

のだが、例会の後、よく先生や故小沢広記さんなど

とお酒を飲みながら鳥談義をしたことも楽しい経験

であった。

先生の、鳥をそして自然を愛し続けた精神を受け

継いでいきたいものだと、愛護会の仲間と共に考え

ている。

心より御冥福をお祈りいたします。

－78‐

柳沢信雄先生を悼む

札幌市水崎満

愛鳥・愛護活動の実践者、指導者である先生のご

逝去は、野鳥・自然に関心をもつ者にとって大きな

衝撃であります。謹んで哀’悼の意を表します。

探鳥会に初めて参加したのは、20年程まえでし

た。野幌森林公園でアカゲラのドラミングを聴き、

モズ・ヒヨドリなどを知り、マイヅルソウ・ザゼン

ソウなどを見ました。ウトナイ湖ではマガモの頭の

緑色と噴の黄色の鮮やかさに感動を覚えました。柳

沢先生の側にぴったりとついて歩いているだけで楽

しい一日でした。

具体物に即して分かりやすい言葉で明快に話され

る先生と共に過ごす時間は、博物学の学習そのもの

でした。

私は体調が優れず、先生にお会いする機会が途絶

えていましたが、平成7年の暮れに「……道東の厚

岸ではシマフクロウの声を闘き出そうと4夜連続、

山の中で16時から20時まで過ごしたり、……ま

だ、なんとか野外の生活を最優先させています

……」と近況を知人から伝え聞いておりました。

公衆道徳を弁えない不作法集団の鳥見人たちの態

度に困っている農家の人たちに代わって、「探烏会

という言葉を世に広めた故中西'悟堂氏の精神にたち

かえり、地域の自然や人々の生活との関わりを大切

にするバードウォッチングとなるよう、厳しいマ

ナーの啓蒙に取り組んでほしい……」と強く訴えて

いらっしゃいました。

自然の仲間である烏や動物や植物の「いのち」を

大切にする心を先生は態度で示してくださいまし

た。
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西村健一先生を悼んで

全国愛鳥教育研究会の理事を永年お務めいただい

ておりました西村健一先生が、本年2月3日にご逝

去されました。

西村先生は、当研究会が1980年5月に設立され

る際、その発起人として名を連ねていただき、その

後一貫して今日まで、理事として会の活動にご参画

編集後記

編集が遅れましたことをお詫び申し上げます‐

平成9年度最終号をお届けします。

平成10年2月と3月に、本会理事である西村健

一先生と柳沢信雄先生が相次いでお亡くなりにな

りました‘これまでのご尽力に改めて感謝申し上

げると共に、謹んで哀悼の意を表します。

今回の特集「宿泊型自然教室」では、各方面で積

極的に取り組んでいらっしゃる方々に、実践報告

としてご執筆いただきました。

キャンプ＝キャンプファイア、飯念炊さんの思

考パターンパターンを脱却するには、環境教育の

視点からの見直しが不可欠です｡それは、自然観察

や自然体験の重要'性を再認識することでもありま

す。

また、学校教育の現場での取り組みはもちろん

のこと、社会教育の場面でも、今後ますますこの視

点が重要になっていくことと思います。

小中学校の週5日制実施時期が確実になった今、

学校・家庭・社会のそれぞれの領域で、これまでの

概念や思考方法の見直しと、新たな実践が求めら

れていると言えましょう。

平成10年度の事業計画については、次号でお知

らせしますが、常務理事会で議論をし検討を続騰

て参りました｡

その結果、これまでの年2回〔夏期・冬期〕の研

修会のあり方を見直し、回数を増やし、フィールド

－79‐

事務局

をいただきました。特に地元・静岡県における愛鳥

教育普及活動の功績は、誠に顕著であられました。

ここに、永年にわたるご尽力に対し、改めて深く

感謝の意を表しますともに、先生のご冥福を心より

お祈り申し上げます。

や対象を広げると共に､指導法の研修も含めて取り

組むことにしました。

その第1回目の取り組みがP75～76でご案内し

ている「夏期野鳥観察会」です。

場所は「谷津干潟自然観察センター‘谷津干潟j

ですが､本会の会員だけでなく自然観察センターに

いらした一般の方々にも呼びかけ､初心者対象の指

導も試みます｡年齢に関係ありませんので､父母や

同伴者がいれば子どもの参加も可です。

編集の遅れのため､案内が直前となってしまいま

したが､各方面にもお声をかけていただき、ご都合

がつく方は、奮ってご参加ください。

今後、上野公園不忍池や多摩川（関戸橋）などで

時期を変えて実施する予定でいます｡会員の方々方

らのご意見やご希望をお待ちしております。

（染谷〉
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愛鳥クイズ

【前回の問題！

次の中から仲間はずれの鳥をさがしましょう。 ）内はヒントです､

サギ（足指の色）

指の形）

色）

ス（雌雄の差）

マナヅル（頭掻き）

I.コサギ。ダイサギ・ゴイサイ・チュウサギ・アマ

2．ホトトギス・トラフズク・アカゲラ・ヒバリ（足

3．マガモ・カルガモ・オナガガモ・オシドリ（足の

4．キジ・ジョウビタキ・コクムドリ・ハシブトガラ

5．セイタカシギ・ハマシギ・スズガモ．ウミネコ

【前回の解答〉

j^コサギ。他の烏の足指は黒いが、コサギの足指は黄色い。

2．ヒバリ。ヒバリは前に3本後ろに1本だが、他の3種は前に2本後ろに2本という形

3．オナガガモ。オナガガモの足は黒いが、他の3種はオレンジ色の足をしている。

4ハシブトガラス。ハシブトガラス以外の3種の雌雄は色合いが異なり、オスは派手な桂

ブトガラスの雌雄の違いは、見た目では分からない。

5．セイタカシギ。セイタカシギは間接頭掻きだが、他の4種は直接頭掻きをする。チド'』

接だが、セイタカシギ類は間接で頭を掻く。

3種は前に2本後ろに2本という形になっている‐

オスは派手な色をしている、 ハシ

は間接でシギは直

【今回の問題）

今回は、子育てや巣作りについての問題です。

日本で子育てをする烏の中で、お父さんがすべて面倒をみるのは、ミフウズラとあとも う一つ何でしよ

う。（ヒント：なぜかこの種の烏は雄より雌のほうが派手なのです

日本で子育てをする多くの烏は雄も雌も雛に餌をやります。しかし、中には雄はひたすら鳴き続け、子

もの面倒をみない鳥もいます。それは次のどれでしょう。

ﾙ§

①ツバメ②ウグイス③スズメ④キジバト⑤ハシボソガラス

3.雄と雌が協力して巣を作る烏もいオしば、雄はなわばり確保のために鳴き続けたり、雌のボディーガードを
どしたりして、メスが一羽で巣を作り続ける種類もあります。雄と雌が協力して巣作りをするのは、次の

れでしょう。

①キジバト②シジュウカラ③ツバメ④スズメ⑤ムクド1字

4.烏の中に(皇 生まれるとすぐに歩き出せる種類もあれば、赤裸で目もあいていない種類もあります。次の

中で、生まれるとすぐに歩き出す烏はどれでしょう。二つ選びましょう。

①キジ②カワセミ③ヒバリ④カルガモ⑤トビ

日本で巣箱を使って子育てをする烏は20数種類です。では、巣箱を使ったことがない鳥は次のと.れでしよ

ｒ

亜
八
ノ

① フクロウ②カヮガラス③オオルリ④オナガ⑤キジバ？


